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エピローグ／プロローグ







「ま、待って！」

　真まっ先さきに反応したのは、鷹たか奈なだった。

　焦って飛び出したせいで椅子が倒れて音を立てたが、そんな事には構かまわず一度閉じた扉を開いて外に飛び出す。

「待ってください。わたくしもお話が！」

　その背中を、真さな愛えも慌あわてて追いかける。長い髪とスカートが翻って乱れる。

「ご、ごめんなさい！　これっ！」

　最後になった早少女さおとめは伝でん票ぴようの金きん額がくを確かめもせずに、レジに千円札を二枚置いた。

「待ってってば！」

　追いついた鷹奈が、一かず大ひろの肩をつかんだ。

　足が、止まる。

「えーと……」

　振り返った一大は、笑顔だった。

　まるで紙に描いたお面めんのような、生せい気きのない作り笑い。それが夕暮れの赤く弱々しい光の中で、複ふく雑ざつな陰いん影えいを作っている。

「女の子同士の内ない緒しよ話ばなしの最さい中ちゆうだったんだろ？　お邪じや魔ましちゃってごめんな」

「ち、違うのです。これは……その……」

　真さな愛えはしどろもどろになり、両手で無む意い味みに空気をかき混ぜる。

「違うって、何が？」

「だ、だから……本当は一かず大ひろにも、ちゃんと聞いてもらわなくちゃいけない事で……」

　いつもは正確な発音と明めい瞭りようさを誇ほこる早少女さおとめの声も、どんどん小さくなって語ご尾びは消え入ってしまいそうだった。

「俺が聞くべき事って、前から知ってたって事か？」

「し、知ってたって……何の話？」

　理性は絶望を示しているのに、一いち縷るの望みにすがって早少女が訊たずねる。

「ニセ恋人の件、三人とも以前からお互いに知ってたって件だよ」

　早少女が、鷹たか奈なが、真愛が凍り付く。

　やはりそうだった。

『前から知っていた』のが『三人とも本気で好きになっていた』事なら、いきなり立ち去るようなリアクションはあり得ない。

「そ、その事なんだけど、実は……」

「いや。別にいいんだよ」

　釈明しようとした早少女の顔の前に、一大は手のひらを立てた。

「最初みんな困ってたのは本当なんだろ？　鷹奈の後輩程度ならともかく、志し束づかさんとか早少女んトコの社長さんとか、あの辺の人たちが全員グルっていうのはあり得ない話だし。オレを頼りにしてくれたってのは、ある意味嬉うれしかったよ」

　ある意味では嬉しかった──言い換えればそれは別の意味、別の感情もあるという事だ。

「だ、だからさ、ほら！　昨日言った通り、あたしが今、カズの事本気で好きなのは噓うそじゃないの！　最初はニセだったけどさ！」

「それはわたくしも同じです。ずっとお慕いしておりました」

「ボクだって！　今は本当に一大の事が好きなの！　初めはただ利用してただけで、それは本当に悪かったって思ってるけど……」

　三人が口々に訴える。

　しかし、一大の笑顔は変わらない。

「みんながオレの立場だったら、今さらそんな事言われて素す直なおに信じられるか？　信じる意味があるか？」

　至し極ごく真まっ当とうな指し摘てきに、少女たちは言葉を失う。

　感情に任せての非難ではない。抑えた口調がかえって辛い。

　三人がそれぞれの気持ちを確認してからおよそ二か月、一かず大ひろを振り回していたのだ。

「真さな愛えさん。ちょっと聞こえた限りだと、オレとの事は志し束づかおばさんにバレちゃったんだよね？　だったらもうニセ彼氏を続ける意味、ないよな？」

「……はい……」

「で、鷹たか奈なは例の後輩とはちゃんと話をつけたから、もう問題なし」

「……うん……」

「残るは早少女さおとめだけになるけど、ちょうど面倒な事になっているし、文化祭が終わるまではとりあえず形だけでも今の状態を続けておいた方がいいだろ？」

「……それは……そうだけど」

「で、今週の日曜日、文化祭が済んだら全部終わりにしようぜ。ファンにも悪いし。社長さんとかには早少女からちゃんと説明してくれればいい。全然事情を知らないオレが、横から半はん端ぱにクチバシ挟んだりするよりいいだろ？」

　虚うつろな笑顔のままで、淀よどみなく宣言する。

　クエスチョンマークが付いていても、質問でも確認でもない。一方的な宣告だ。

　しかも自分は何も知らされていないという事を強調して。

　一大はくるりと振り返り、足あし早ばやに立ち去っていく。

　最後の表情は、影に紛まぎれて誰からも見えなかった。

　残された三人は、ただ力なく立ち尽くすだけ。

　もう追いかける意志さえ湧いてこない。




「……何なんだよ、一体」

　早足で歩く一大の口から、憤ふん懣まんがこぼれた。

　騙だまされていた、からかわれていた──というはっきりした怒りではない。

　それよりはもっと曖あい昧まいな、濁った灰色をしていて輪りん郭かくもはっきりしない、とらえどころのない感情。

『本気で好きになってしまった』

　昨日の鷹奈に続いて、早少女も真愛もそう言った。

　それが本当なら、舞い上がって喜んでもいいはずなのだ。腹を立てる道理はない。一度に三人。全員魅力的で、気心も知れていた──と信じていた。ついさっきまでは。

　この状況で喜べるほど、人間の心はシンプルな構こう造ぞうをしていない。今一かず大ひろが感じているのはあからさまな憤いきどおりではなく、混乱や不安がぐちゃぐちゃにブレンドされて分ぶん離り不ふ可か能のうに濁った代しろ物ものだった。

　どろりと粘ねばついて離れないくせに、ぬるぬると滑すべってとらえどころもない。残ざん暑しよの夜の嫌な汗に似ていた。

　頭の中に、いろんな記憶が浮かんでは消える。

　鷹たか奈なと真さな愛え、デートのダブルブッキングを乗り切ろうとして、早少女さおとめにアシストしてもらった事。

　役作りの勉強をしたい早少女のために一緒にえっち本を買いに行ったり、ベッドに押し倒されたりした事。

　真愛の親戚から出された無理難題をクリアするべく、鷹奈から稽けい古こを受けた事。

　いきなり現れた早少女の妹に振り回され、真愛や鷹奈から逃げ回った事。

　そして鷹奈と海に行った時、早少女や真愛も代わる代わる現れて、対応に困った事。

「……考えてみれば、ただの偶然であんな状況になるはずがないんだよな」

　何度も昼食を食べる羽は目めになった記憶が甦よみがえって、思わず腹に手を当てる。

　あの時は本当に苦しかった。単純に肉体的に。

　女の子に頼られて、多少の面倒をかけられるのは構かまわない。ただしそれも真意や目的がはっきりしていて、引き受けるべき領りよう分ぶんが見えていればの話だ。相手の笑顔、感謝の気持ちそのものが一大の取り分になる。

　何も知らされないまま、騙だまされて利用されて、それでも笑って許して全ての結果を受け入れるほど広い心は持ち合わせていない。

　会話を全部聞いた訳ではない。耳にしたのは、何やらモメて言い争っている途中からだ。それでもニセ彼氏問題の情報を三人が共有していた事、そして合意の上でそれを一大本人には内ない緒しよにしていたという事だけは間違いない。

　一大を振り回していたのは、神の気まぐれなどではなかった。

　三人の少女の内通──人間のはかりごとだったのだ。

　今さら本気で好きだと言われても、囃はや子しをかき鳴らしていた者たちの言葉だ。その通り受け止められるはずもない。

　結局、自分は演目も聞いていないどころか、ここがステージで今が本番という事実さえ知らずにじたばた踊り続けていた無様なピエロだったという訳だ。

「……特に、早少女だよ」

　最初にトラブルが起きた直後、早少女だけはニセ彼氏三件が重なっているのを知ってしまった。最初は誤解もあったけれど、こちらの事情を理解してからはいろいろ協力をしてくれていたと思っていたのに。信じていたのに。

　まさか彼女までグルになって自分を騙だましていたなんて。

　ひょっとしたら、最初から三人が自分を騙すために共きよう謀ぼうしていたとも考えられる。

　真さな愛えや鷹たか奈ながちょっとした厄介事を抱えていて、適てき当とうに利用できる男性が必要になって、ちょうど都合のいい男が共通の知り合いにいるから、ついでにからかって遊んじゃえ、という風に。

　ネガティブな想像が頭の中でどんどん膨らんでくる。

　さすがにうがち過ぎの邪じや推すいだと自覚しても、暗い膨ぼう張ちようは止まらない。

　こんな気持ちに振り回されるくらいなら、戻ってちゃんと三人を問い詰つめた方がいいのだろうか。

　単に自分で遊んでいただけなら、共犯者三人が口げんかする必要などなさそうだし。

　振り返りかけて、足が止まる。

　いや。やっぱりダメだ。

　自分は今まで騙されて、ずっと気付かずにいたマヌケなお人ひと好よしだ。

　昨日だって鷹奈の『告白』の真意を読み取れず、マジメに悩んでしまった。今にして思えば、全く無む意い味みに真剣になっていたのだ。しかも早少女さおとめは口が上手い。下手に事情を尋ねたりしたら、丸め込まれてしまうに決まっている。

「ああ、もうっ！　くそっ！」

　カンッ！

　たまたま足元に転がっていた空き缶を蹴飛ばす。

　一直線に飛んだ赤い缶は電柱に跳ね返り、コンビニの看板でバウンドし、ポストに当たって折り返した。

　ガコンッ！

「あうっ！」

　熟じゆく練れんのハスラーが撞ついた手玉のごとく、あり得ないほど絶妙な角度の連れん鎖さで戻ってきた空き缶は、一かず大ひろのおでこを直撃した。

　再び足元に落ちて転がったそれを、今度は蹴らずに踏みつぶす。

　缶は靴を挟み込むように歪ゆがんで、離れない。

　カン、コンッ！

　あちこち蹴ったり、歩道の縁えん石せきに引っかけたりしても、ますます深く食らいつく形になってしまった。

「……くそっ！」

　もう一度毒づいて、手で空き缶を引きはがし、コンビニのくずかごに捨てる。

　訂正。

　すべてが人間の陰謀ではない。やっぱり神は神で、運命の嫌がらせを続けている。そうでもなければ、こんなピンボール現象はあり得ない。

　きっとあらゆる偶然を駆く使しして、三人の悪巧みを後押ししていたに違いない。

「……ったく……」

　のぼせ気味の頭を少しでも冷やしたくて、当てもなく歩き回る。

　行きたい場所も、やりたい事もある訳ではない。

　ただ、直視したくない現実だけがここにある。

　もうとっくに陽ひは落ちていた。夜の風が、汗ばんだ肌を冷たくなぶって通り過ぎていく。





第１話　ガールズトーク・タイム（泥沼編）







「……行ってしまわれました……ね」

　一かず大ひろの姿が見えなくなってからどれほどの時間が経たったのか。最初に口を開いたのは真さな愛えだった。

「あんな態度のカズ、見た事ないよ……。素す直なおに怒って、叱ってくれた方がよっぽどよかったのに……」

「一大の立場だったら、ボクたちを怨うらんで当然かも……。だって今までボクたちみんなで騙だましてたって事になるんだし」

　一大は頭の回転が速くて気が利く。

　だから今まで早少女さおとめたちが隠し事をしていても、好意的で合理的な解釈をして、彼自身を納なつ得とくさせていたのだろう。

　しかしその歯車はきっかけさえあれば同じ精度、同じ速度でまったくの逆方向へも回るものだったのだ。

　今の彼は、完全に三人が悪意をもって共きよう謀ぼうしていると考えているだろう。

　弁明のチャンスはない。弁明しても意味がない。

　何を訴えたところで『裏に何かある』『本当の狙いはこういう事に違いない』という可能性を紡ぎ出せる。

　鷹たか奈なの言う通り、怒りを露あらわにして真正面から詰なじられる方がずっとよかった。それは一かず大ひろ自身の感情を理解させようという行動。こちらの悪事を糾きゆう弾だんし、反省や謝罪を引き出そうとするのは、一つの形の対話だ。

　しかし今、彼が態度で示したのは一切のコミュニケーションの拒きよ絶ぜつ。

　話を遮った手のひらと立ち去った背中の無言が、どんな言葉よりも雄ゆう弁べんに一大の意志を語っていた。

　既に、互いが互いをどう出し抜くかという問題ではない。三つの勢力が占領しようと狙っていた島が、いきなり噴火して消滅してしまったがごとき有あり様さまだ。

「騙だましてたって……ちょっと内ない緒しよにしてただけなのに！　好きになったけど照れくさくて素す直なおに言えないとか、そんなの普通にある事でしょ！　騙してたっていうのは、早少女さおとめだけの話じゃない！」

「ちょ……ちょっと！　どうしてそうなるのよ？」

　鷹奈の言葉に、名指しされた早少女が反論する。












「だってそうじゃない！　あたしや真さな愛えはどうしようもない事情で頼んでから本気になったけど、早少女さおとめは一番最初にカズを騙だまして利用して、その後もカズから信用されてるのをずっと裏切ってきたんじゃない！」

「今さらその話を蒸むし返かえすの？　ボクが勝手に内ない緒しよにしてた訳じゃなくて、みんなで話し合って秘密にするって決めた事じゃない！　三人の間の約束を破ったのは、抜ぬけ駆がけした鷹たか奈なでしょ！」

「ですが早少女さんも、消極的な形ですけれど、わたくしたちを裏切ったではありませんか！　最初からやり直すはずだったのに、お付き合いが世間に知られたのに乗じてそのまま既き成せい事じ実じつを積み上げようとしていたでしょう？　今だって早少女さんが不用意な事を口走らなければ……」

「それまでボク一人のせい？　一かず大ひろが居合わせたのがあの瞬間だっていうのはただの偶然でしょ？　真愛だって鷹奈だって大声で勝手な事言ってたでしょ！　誰の言葉が聞かれたっておかしくなかったんだよ！」

　早少女の声が更に大きくなる。

「原因の話をするなら、真愛が急にこんなところに呼び出したのが原因じゃない！　ボクだけなら、文化祭が終わった後にでもちゃんと一大に説明できたもんっ！　それなのに鷹奈が抜け駆けなんかするし！」

「それは悪かったって思ってるけど……二人とも勝手だよ！　カズの気持ちとか立場とか考えないで、大きな事にどんどん巻き込んでさ！」

　ついさっき、喫きつ茶さ店てんの中での会話がまた繰り返される。

　みんなで分け合うのは不可能な幸せ──それぞれがつかんでいるその一いつ端たんを手放したくないから共犯者になった。

　そして、共犯者を出し抜こうとした。

　後ろ暗い罪つみ人びと三人が、大声でお互いの失点をえぐり合う。

　道行く人々がすれ違いざまに少女たちに視線を向けるが、それ以上の関わりを持とうとする者はいない。触れてはいけない危険物、関わると面倒なトラブルなのは、傍はた目めにも明らかだ。

　しかし早少女も、鷹奈も、真愛も、周囲のそんな態度に気付く余裕もない。

「あの……っ！」

　いや。一つだけかけられる声があった。

　さっきから何度も繰り返されているのに、激げき昂こうしている三人はそれを認識していなかったのだ。

　肩を叩たたかれ、ようやく早少女さおとめが振り返る。

　喫きつ茶さ店てんのウェイトレスが、眉の下がった困り笑顔で立っていた。

「お客様、お釣つりを……」

　彼女たちがどんなに追い詰つめられても、苦しんでも、それとは無関係に世の中の仕組みは働き続ける。あたかもどれだけ激しい戦争を繰り広げていても、それとは無関係に太陽が昇ってはまた沈み、雨が降り、風が吹くように。

「あ……わざわざどうも……」

　早少女がおずおずと手のひらを差し出すと、その上にコインが二枚置かれる。

　コーヒー四五〇円、ミルクティ四五〇円、野菜生ジュース五〇〇円──二〇〇〇円を支払ったからおつりは六〇〇円。これは絶対の事実。

　早少女が受け取ると、ウェイトレスはぺこりと頭を下げて、まるで逃げるように去って行った。

　また三人だけが、取り残される。

　世間と無縁になる事はできない。しかしそれは、誰かが手を差し伸べてくれるという意味でもない。

　それでもお釣りによってもたらされたわずかなインターバルが、高ぶりきっていた三人の沸ふつ騰とうを鎮めた。

「あの……わたくし、そろそろお暇いとまを……。志し束づかおばさまが戻る前に帰宅いたしませんと困った事になりますし……」

　ぎこちない表情で、真さな愛えが後あとずさる。

　元々が道理も正当性もない、流れに任せた怒鳴り合いだ。一度勢いが途と絶だえればもうやり直せない。相手を責める事で目を逸そらしていた後ろめたさが、一気に我が身にのしかかってくる。

　既に相手の揚あげ足あしを取りたいという気持ちよりも、己の罪を知る共犯者の前から逃げたいという感情の方が勝っていた。

「それでは、ごきげんよう」

　心のこもらない型通りの礼をして、真愛は送そう迎げい車しやを待たせている駐車場の方へと小走りで去って行く。

「ボ、ボクも……クラスのみんなに今日は戻れないって電話しなきゃ」

　さすがの早少女もこれから教室に戻って一かず大ひろと顔を合わせるほど、図太い神経は持ち合わせていない。取り出したスマートフォンに視線を向けて、誰とも目を合わせないようにその場を離れていく。

　鷹たか奈な一人だけが、夕暮れの街に取り残される。

「あたしも……帰ろっかな……」

　独り言を呟つぶやいて歩き出しても、足が重い。

　鷹たか奈なが戻る家は、八や木ぎ本もと家の隣だ。一かず大ひろから遠ざかって逃げこめる場所など、彼女にはない。

　学校に戻る訳にはいかないし、こんな時に頼れる数少ない『友達』とはたった今ケンカしたばかり。

　結局他に行く当てもなく、力の入らない身体を何とか操あやつって家にたどり着く。

　空は既に暗くなっていたが、隣の窓に光はない。

　まだ帰っていないのか。それとも灯あかりも点つけずにいるのか。ひょっとしてふて寝しているのか。

「カズ……」

　幼い頃から数え切れないほど呟いてきた名前を口にする。唇が少し強こわ張ばる。

「ただいま……」

「お帰りなさい」

　母の顕あけ美みが笑顔で迎える。

「取りあえず近所に変な人とかは現れてないみたいだから安心して。晩ご飯、もう出来てるわよ」

「いらない……」

「だ、大丈夫？　何があったの、鷹奈？」

　驚いた顕美は鷹奈と自分の額ひたいに手を当て、温度を比べる。

　超一級健康優良児の鷹奈は、これまで病気らしい病気をした事がない。それどころか食欲不振さえ一度もない。普段は人一倍ご飯を食べる娘の異常な態度を、母親が心配するのは当然だった。

「べ、別に何でもないから」

　母から逃げるように、二階の自室へと上がる。部屋着のジャージに着替える気力さえ湧かず、制服のままベッドへ寝転がる。

「カズ……」

　もう一度、名前を呟く。

　寂しさに耐えかねた手足が、自然と枕を抱きしめる。

　昨日はどうしてあんな事をしてしまったのだろう？

　あの時は、みんなを気き遣づかったつもりだった。だけど今になって振り返ってみれば、そんなのはただのごまかし、自分を騙だますための言い訳だ。

　結局、全員のためどころか一人残らず不幸になってしまった。

　自分だけが悪いのではない。だけど自分が無実ではないのも確かな事。

　今回の破は綻たんの、直接のトリガーを引いてしまったのは鷹たか奈ななのだ。

「早少女さおとめ……真さな愛え……」

　一かず大ひろだけでなく、他の二人の名前がこぼれた。

　ベッドの中から窓へ目を向ける。自分の住まいも同然の隣の窓が、今は果てしなく遠く感じられる。

　今までのように一大と笑い合える日なんて、もう永遠に来ないかも知れない──そんな考えが頭をよぎる。切なさに身をよじると、溢あふれてきた涙が枕を濡ぬらす。

　どうすればよかったのか？

　時計の針は戻せない。もう起きてしまった破は局きよくをなかった事にするのは不可能なのだ。

　共に重ねてきた時間を誇ほこってきた鷹奈に、しっぺ返しの痛みが冷たく染み通る。

「どうして……どうしてこんな事になっちゃったの……？」

　一大だけではない。

　早少女や真愛の事だって、憎い訳ではない。ずっと友達でいたかった。友達として、自分と彼氏の仲を祝福して欲しかった。

　多分他の二人も同じように考えていたから、事態がもつれてしまったのだ。

　聡そう明めいな早少女なら、あるいは落ち着いた真愛なら、それを解きほぐす事も出来たかも知れない──本来の状態ならば。

　だけど鷹奈には、どちらにせよ無理だ。

　無む理り矢や理り力ずくで引きちぎるのが精一杯。

　そんな方法を使えば、完全に取り返しのつかない結果になってしまう。

　拳こぶしで打ち破れない障しよう害がいに対して、鷹奈はあまりに無力だった。

「もう……どうすればいいのよ……」

　こんな事、家族にも話せない。

　ただでさえ今は大変な事になっているのに。

　近所にストーカーじみた奴やつが現れるようになったのだって、早少女が悪い──そう言って責任を押しつけるのは簡単だ。

　だけど、もうそんな気分にはなれない。

「鷹奈ー」

　階下から、母の声が聞こえた。

「お友達が来たわよ」

　友達──それはこの状況ではほとんどあり得ない、だけど心の奥おく底そこで何よりも望んでいる単語だった。




　黄色い派手な看板を掲かかげたフランチャイズチェーンの駐車場。

　平凡な乗用車やワンボックスカーの中に一台だけ混じっている黒いリムジンは、明らかに周囲とは異質だった。しかも、運転手が乗ったままなのだ。

　自分の存在も、この車と同じなのかも知れない──真さな愛えはそんな風に考える。

　結局、本質のところで市し井せいの人間からは浮き上がってしまう。心の底から馴な染じみ、交わる事などできないのではないだろうか。

「お待ちしておりました、お嬢様」

　一いつ旦たん席から離れ、運転手の倉くら田たが後部のドアを開く。真愛は軽く頭を下げ、そのままシートに腰を下ろした。

「少しゆっくり……遠回りをしていただけますか？　考え事をしたいので……」

「承しよう知ちいたしました、お嬢様」

　ハンドルを取った倉田が、静かにリムジンを発進させる。空調の温度を少し下げたのは真愛を気き遣づかっての事だろう。

　身の回りの世話をするメイドは幾人も交代しているが、倉田は真愛が生まれる前から天てん弓きゆう院いん家に仕えているから、使用人の中でも最さい古こ参さんだ。しかも車内という密室で二人きりになる事も多い。

　当然、真愛が好む温度や雰囲気も熟知している。

「今夜は志し束づか様が仕事でお帰りにならない予定ですから私も折れましたが、このような事は今日限りにしてくださいよ」

「……はい。分かっています」

　その倉田が、穏やかな口調で窘たしなめる。

　後継者の安全にも責任を持つ彼が志束の指示に背き、予定にない寄り道を許したのは、それだけ真愛の態度が普通でなかったからだ。

　これまで一度も見せた事のない必死の懇こん願がん。

　声を荒らげ、涙を浮かべ、『お願いですから、一度だけ。どうしても会って話さなければならない人がいるのです』とすがりつき、拒こばまれれば車を故障させるとまで脅おどしもしたのだから。

　今日だけ──もう二度と、頼む事もない。

　誰にも顔向けできない。一かず大ひろはもちろん、早少女さおとめと鷹たか奈なにも。

　小さくため息をつくと、真さな愛えは柔らかなシートに身体を沈め、目を閉じる。

　まだ心は乱れている。それでも早少女さおとめや鷹たか奈な、そして一かず大ひろから離れると、倉くら田たの心こころ遣づかいである涼しい空気にも助けられて、幼い頃から重ねてきた感情を抑えて振る舞う訓練が効いてくる。

　昨日までは、行動を制限されてしまった自分だけが不利だった。しかし今は全員の持ち点が平等にゼロどころかマイナスになった。

　最悪より更に酷ひどい形ではあるが、当初約束していた『全員で全てを打ち明けてやり直す』に近い状態にはなったのだ。

　公平な初期化──否。初期化ではない。再出発でも再起動でもない。

　単なる破は局きよく。それも決定的な。

「早少女さん……鷹奈さん……」

　二人の名前を呟つぶやく。

　瞼まぶたを開くと、リムジンは市街を離れ、天てん弓きゆう院いんの屋敷へ向かう道へ入っていた。

　恋はもう破は綻たんしてしまった。

　取り戻したい。やり直したい──その気持ちは、胸の奥深くでどうしようもなく燻くすぶっている。

　幼い頃から教え込まれてきた、激げき昂こうせず取り乱さずという作法も忘れてしまうほど、一大の事が好きなのだから。

　それでも、この破局はあまりに大きな溝を作ってしまった。しかも自分は早少女や鷹奈と比べてもますます行動が制限される。

　でも──。

　だからこそ、自由がない事を理由に事態から逃げていいのだろうか。

　まずは、一歩ずつ。

　せめて友情だけでも修復できないだろうか。

　三人が同じ立場になった今なら、互いに塩をなすりつけた傷口を舐なめ合あい、慰なぐさめ合うくらいは許されるのではないか。

　その端たん緒しよを開けるのは、騒ぎの当事者である早少女でも、明らかな裏切りをした鷹奈でもなく、自分だけだ。過去の所しよ業ぎようを棚たな上あげして散々な事を口走ってしまったから決して無む罪ざい潔けつ白ぱくの身ではないけれど、他の二人の立場では歩み寄るのは無理だろう。

　それに三人の絆きずなを取り戻すのは、早少女と鷹奈の行動に枷かせを嵌はめて牽けん制せいする効果もあるはず──そんな風にも考えてしまう自分を浅ましく思い、同時にまだ諦めきれない事を自覚する。

　僅わずかな可能性に賭かけるにせよ、きちんと終わりにするにせよ、このまま時間の澱おりに埋もれるに任せてはいけない。

　すっと息を吸い込み、意を決して口を開く。

「待ってください、倉くら田たさん」

「何でしょうか、お嬢様」

「わたくしのわがままを聞いてくださるのは今日限りと仰おつしやっていましたよね？　まだ『今日』のうちです。もう一度、市内に引き返していただけませんか？」

「……勘かん弁べんしてください、お嬢様。もう外も暗いですし……」

「わたくしが──天てん弓きゆう院いん真さな愛えがお願いしているのです。この件であなたに累が及ばぬよう、後のちほどわたくしから志し束づかおばさまに全て説明いたします」

　感情に任せた哀あい訴そではない。背せ筋すじをぴんと伸ばしたままの、毅き然ぜんとした依頼。

「はい。承しよう知ちしました」

　倉田の返事が少し明るいように聞こえたのは、真愛の錯さつ覚かくだろうか。

　告げた行き先は、鷹たか奈なの家。熟じゆく練れんした運転はリムジンの巨体を滑なめらかに操あやつり、住宅街の狭い道をするすると抜けてぴたりと止まる。

　車から降り、ドアの前に立った真愛は改めて深呼吸してから、扉をノックする。何しろインターホンに触る訳にはいかないのだ。

「夜分に失礼いたします。わたくし、鷹奈さんの友人で天弓院真愛と申します」

　友人──その言葉を口にするには、ほんの少しの決意が必要だった。

　扉とびら越ごしの声が届き、一人の女性が現れた。見た目は若いが、以前に聞いた家族構成から判断すると母親の顕あけ美みだろう。

「いらっしゃい。あなたが天弓院さん？　お名前は、娘から聞いてるわよ」

「突然の来らい訪ほう、申し訳ありません。どうしても鷹奈さんにお会いしなければならない急用がありまして」

「ちょっと待っててね。鷹奈ー、お友達が来てるわよ」

　顕美に呼ばれて、戸惑い顔の鷹奈が階段から下りてくる。

「真愛……どうして……？」

「先程あのような事があったばかりで、見苦しいのは承知しております。ですが、どうしても今日中に話し合いたい事があって、恥はじを忍しのんでこうしてお願いに上がりました。これからの事を話し合うために、わたくしと一緒に来ていただけないでしょうか？」

「う、うん」

　鷹奈は肯うなずき、真愛に誘われるままリムジンに乗り込んだ。車は、次の場所へ向けて速すみやかにスタートする。

「まず、先程の事を謝罪いたします。お互い様の面があったのも事実ですが、わたくしも言い過ぎました。その上で、これからの事をご相談しようと思いまして」

「酷ひどい事言っちゃったのはあたしも同じだからさ。でも、これからの事って……？」

　突然の来らい訪ほうに加え、豪華なリムジン車中という不慣れなシチュエーションに鷹たか奈なは戸惑いを隠せない。

「わたくしたち三人とも、一かず大ひろ様に嫌われてしまったのはもう取り返しが付かない事です。ですがせめて最後に一大様に恩返しをしようではありませんか」

「恩返しって……そんな……だってカズは、あたしたちの話なんか全然聞く気ないんだよ。あたしだって……合わせる顔がないし……」

　鷹奈らしくもない弱気な声。

　いや。らしくないといえば自分だってそうだ。恋をした事で、今まで知らなかった己の一面を知り、外へ露出させる事になったのだから。

「それはわたくしも同じです。ですが、一大様に会わずともできる事があります」

「何？」

　鷹奈が、身を乗り出す。

「現在一大様の負担となっている事──即すなわち、早少女さおとめさんを一部の心ないファンから守り、文化祭を無事に成功させるため、わたくしたちにも何か力添えできるはず」

　これが、真さな愛えの導き出した結論だった。

　九く比ひ戸と高校内部の問題には、部外者である真愛や鷹奈は本来なら関与できない。しかし同じように外から来る脅きよう威いを中に入れぬよう防ぐのなら、友達として協力できるはず。

「そっか……そうだよね。カズも、文化祭は成功させたいはずだもんね……」

　会話をしている間にも、車は早少女が住むマンションの前にたどり着いた。




　制服のまま、膝ひざを抱え、ベッドの上に座り込む早少女は自分がどうやってマンションに戻ったのかさえはっきりと覚えてはいなかった。気がついたら、部屋でうずくまっていたのだ。

「ボクが……もっと上手くやっていれば……」

　小さな声で、鷹奈や真愛の糾きゆう弾だんを繰り返す。

　確かに一大も含めた四人の中で、一番事態を把握していたのは早少女だ。

　しかし、その立場で可能だった『もっと上手いやり方』とは、本気になった時点でまだニセ恋人という名目で、自身の恋愛感情さえはっきりとは自覚していなかった他の二人を出し抜いて告白してしまう事だった。

　そうしていたら、今とは違う形で友情は崩ほう壊かいしていただろう。

　確かに一かず大ひろは好きだ。

　けれど友達だって失いたくない。

　複ふく雑ざつな密約で成り立っていた仮かり初そめの安定だけど、それを手放したくない。

　そんな浅はかな身勝手が、全てを喪そう失しつするという最悪の結果をもたらした。

　文化祭までの数日。形だけは今までの通り、一大は無難にニセの関係を維持してくれるだろう。

　その後の事を考えようとすると、頭の中に真っ黒な渦うずが生まれてそこから先に進めなくなってしまう。

　最初に話を持ちかけた時点では、恋人気分を理解できた後は一大が本当の彼女を見つける自由を回復するため『早少女さおとめに原因があって別れた事にする』という計画だった。

　結局、あの方針でやり直すしかないのか。

　今や早少女と一大の関係は二人だけの問題ではなく、学校全体や事務所、仕事関係まで巻き込んだ大問題になっている。事務所で一大が言ったように、やり方がまずければ現在はもちろん、今後の仕事にも悪影響を残しかねないのだ。

　その時、インターホンが鳴った。

　誰だろうか。

　ここを知っている者は多くない。家族を別にすると、社長とマネージャー。そして決けつ裂れつしてしまった二人の親友。

『もしもし、早少女？　あたし！』

「鷹たか奈な？　真さな愛えも……？」

　小さな液晶モニタに映ったのは、その親友だった。肩越しに、後ろにいる真愛の姿も見える。

　二人揃そろって自分を非難しに来たのだろうか──そんな想像が頭をよぎる。

　万全のセキュリティを誇ほこり、警備員も常じよう駐ちゆうしているマンションだ。ここでインターホンを切って閉じこもっていれば、会わずに逃げ切るのは難しくない。

　しかし、早少女はそうしなかった。

　現状が最悪だ。どんな蜘く蛛もの糸をつかんでも、これより酷ひどくなる事はあり得ない。

「ちょ、ちょっと待って。今、そっちに行くから」

　ホームグラウンドに招き入れるのではなく、三人が対等である場所で会う──そうする必要があると直感した。

　不安に震ふるえながら、マンション前で真さな愛えと鷹たか奈なに対面する。

　二人とも、真剣な表情でこちらを見つめている。

　夜風が、緊張をはらむ。

「早少女さおとめさん。先程はお互い様とは言え失礼いたしました」

「あの……あたしも……ごめんっ！」

　短い沈黙の後あと、二人が頭を下げる。

「謝らなきゃいけないのは、ボクも同じ。ごめんね。頭に血が上っちゃって……」

　永遠に来ないとさえ思っていた三人で会って素す直なおに謝罪し合える瞬間は、思いがけない早さで訪れた。

　強こわ張ばっていた心臓と頰ほおが、ほっと緩ゆるむ。目め頭がしらが熱くなる。

「友人としてお願いがあります。鷹奈さんにはここに来る車中で軽く説明いたしましたが、早少女さんの学校の文化祭を成功させるため、わたくしたちにもお手伝いさせていただけないでしょうか？」

「え？」

　真愛の口から飛び出したのは、予よ期きせぬ提案だった。

「少なくともこの件を不要にこじらせては、一かず大ひろ様の負担が増えるばかりです。多くの人を巻き込んだ上で失敗するような事は、あの方自身望まないでしょう」

「うん。そうだね……。一大は、この期ごに及んでもボクの事を気き遣づかってくれてるんだよね。多分、たまたまボクだっただけで、今困っているのが真愛でも鷹奈でも、きっと同じようにしたと思う」

　騙だまされている事を知ったのなら、真相を暴ばく露ろして何もかも放り出してしまうのが、最も簡単だ。

　悪いのは早少女。自分はやむなく協力させられていた被害者。

　そうすればファンからの攻撃も、クラスメイトからの批判も、早少女が一身に受ける事になる。皆は一大に同情するだろう。

　なのに既に多くの人間を巻き込んでしまった状況を、軟なん着ちやく陸りくさせるための時間をしっかり確保してくれたのだから。

　ニセ恋人を──そしてそれ以外のあらゆる事を、どういう形で決着させるにせよ、一大の優しさに応えるために文化祭は無事に成功させなければいけない。それも、一大本人や学校に迷惑をかけない形で。

「真愛は今回の件のせいでいろいろ不自由だけどさ。その分あたしが動き回ってできる事なら何でも手伝うからさ。実際、ウチの近所に現れたストーカーじみたファンだって追っ払ってるんだし」

　握り拳こぶしを掲かかげる鷹たか奈なの目元に、涙の跡が残っていた。

「志し束づかおばさまにも相談して、できる限りの手を尽くしたいと考えています。いかがですか、早少女さおとめさん？」

　真さな愛えの表情は悲ひ壮そうだ。

　そもそも一かず大ひろとの件で外出を制限されたのだから、その上で志束に便べん宜ぎを図ってもらうとしたらそれなりの交換条件が必要になる。恐らくは、今以上に行動の自由を失う事になるだろう。

「ありがとう、二人とも！」

　早少女は右手を差し出す。

　それに、鷹奈と真愛の手のひらが重なる。

　触れ合った手の温度は、溢あふれて頰ほおを伝う涙よりも熱かった。

「勝手な話かも知れないけど、文化祭まで力を貸して。ボクのため──ううん、ボクの大切な人のために」

「ええ。わたくしから言い出した事ですもの」

「カズのため……だもんね」

　二人も、気丈な笑顔を作って肯うなずきあう。

　まず、文化祭。

　早少女の思考は、そこで止まる。

　眼前に下がった蜘く蛛もの糸にしがみつく事で、その先に横たわっているより重大な問題を考える事から逃げる。

　早少女は役者。感情のプロフェッショナルだ。

　だけどその前にまだ高校二年生だ。しかも中学時代は引きこもっていて、人間関係の経験値という点ではあまりに未熟な少女。

　己の無意識がやってのけたタチの悪い緊急避難いたずらに気づけるはずもなかった。





第２話　凍り付いていく水曜日







　翌日──水曜の朝。

　早少女さおとめは昨日と同じ地味モードで学校へ向かった。

　昨日もそうだったが、下校時には校門に張り付いている者がいるけれど、朝はさほど警戒する必要はないようだ。

　皆がそれぞれのタイミングで帰るのをずっと見張るのよりも全校生徒が一斉にやってくるのをチェックする方が効率的なはずだが、大人数を一度に相手にするとアウェイ感があるのか。それとも単に彼らの行動パターンが夜型なのか。

　変へん装そうという大義名分で、伊だ達てメガネをかけられるのはありがたかった。

　度のないガラスたった一枚でも、周囲との間に挟まるバリアとして早少女の表情を隠してくれる。

「おはよう、早少女」

　ビクッ！

　聞き慣れた明るいあいさつ。

　いつもと同じような──完全に同じではない響きに、背せ筋すじが震ふるえた。

　早少女は、その微び妙みようなニュアンスの違いをちゃんと感じ取れてしまう。

　役者だから。一緒の時間を何度も過ごしたから。

　そして他の誰でもなく、彼の事ばかりを考えていたから。

「どうした、元気ないみたいだけど？」

　早少女が振り返るよりも先に、声の主が前に回り込んできた。

　間違えるはずもない。一かず大ひろだ。

「う、うん……」

「まあ、あんな事があったから不安になるのは仕方ないけど、文化祭までは頑張っていこうぜ。みんなも手伝ってくれるしな」

　笑顔と、優しい言葉。

　だけど早少女には分かる。これはまがい物だ。

　本当の笑い、本当の優しさを精密に真ま似ねて作られた模も造ぞう品ひん。

　誰に見られたり聞かれたりしてもいいように、昨日までと同じように作り上げた仮かり初そめの態度だ。

　期限は『文化祭まで』、こうする理由は『みんな』のため。

「そ、そうだね」

　表情筋を操あやつり、なんとか微笑ほほえみの形を作って答える。

　早少女さおとめは気付いた。気付いてしまった。

　単なるイミテーションとも違う。

　すべてが反転した陰いん画が。本来の形を裏返した雌め型がた。ヒーローに対抗して悪者が作り出した同じ力を持ったニセモノ。

　昨日まではニセの恋人だったけど楽しかった。好きという気持ちは本物だった。これから本当になれるという希望があった。

　今は終わりが定められている。そしてただ辛く、苦しい。

　それでも、ニセという一点は同じ。

　自分の気持ちをごまかし、噓うそをついて、形だけ整えなければならない。

　今まで自分が──自分たちが一かず大ひろに強いていたのは、こういう事だったのだ。

「さ、行こうぜ」

　まるで練習した型をなぞっているような淀よどみない足取りで、一大は教室に向かう。早少女も遅れないようにそれに続く。

　普段と違う点が一つあった。

　いつもなら一大が何気なく肩を叩たたいたり、早少女の方から積極的に腕を組んだりする。

　今朝は、どちらも相手の身体に触れていなかった。




「星ほし川かわさん。ステージの事で話があるんだけど、ちょっといいかな？」

　教室で席に着くとすぐに、クラス委員長の梶かじ木きが声をかけてきた。軽音所属のベース弾きで作詞作曲も担当。今回のイベントでは表の中心人物が早少女なら、裏の要かなめと言うべき存在が彼だ。

「う、うん。いいけど……」

「ごめんねー、八や木ぎ本もと君。朝から早少女ちゃん取っちゃって」

　明るく笑うミキは、キーボード担当。

「いいよ。時間もないし、そっちの方でまとまって話し合ってくれ。オレが近くにいると、早少女も落ち着かないだろ？」

「お熱いね～」

　ひらひら手を振る一大の言葉を、ミキは正反対の意味に取った。一大自身が、表面上はそう聞こえるよう言葉を選んでいるのだ。

「じゃ……じゃあ行ってくるね」

「ああ。オレの事は気にしないでいいから、集中して頑張ってくれよ」

　言葉に隠された真意に、感情をせき止めているバルブが壊れて、涙も声も溢あふれ出だしそうになる。

　それでも早少女さおとめは堪こらえて、呼ばれた通り梶かじ木きの側そばへ行った。

　耐えられたのは、プロの演技者としての矜きよう恃じ。そしてそれ以上に、一かず大ひろの気き遣づかいを無にしたくないという思い。

　ここで自分が取り乱しては、文化祭のプランそのものが台無しになってしまう。クラスだけでなく、学校全体の流れが崩ほう壊かいする。そうなった時、責められるのは自分一人ではなく一大もなのだから。

　梶木を中心にミキや、ギターやドラムの担当、そして演出を受け持つ卓たく山やまが作った輪に、早少女も加わった。

「何しろ急造バンドだし、練習時間もあまり取れない。それに星ほし川かわさんのイメージを大切にするのが大切だ。自作ストックの中から面倒なテクが要りそうだったり、構成が複ふく雑ざつすぎるものは避けて、シンプルで明るいガールズポップ路線で四、五曲選んできた。この中から二曲決める事になる」

　梶木が持参したデータを、各人がそれぞれの機材にコピーする。早少女もデジタルレコーダーを取り出した。

　練習のために自分で吹き込んだり、先輩の演技を繰り返し聞いたりする愛用の品。そしてかつて一大の秘密を記録した物。もちろん今は、そのデータは自宅のパソコンに移してあるが。

　ニセの恋人になってから半年足らずなのに、身の回りには一大に関わるものがこんなに溢れている。

　一大と話したケータイ、一大と会った時の服、一大と──。

「早少女ちゃん、聞いてる？」

「え？」

　ミキの声で我に返る。

　油断するとほんの少しのきっかけで、心の中に『一大』が広がってしまう。もうすぐお別れだと意識してからなおさらに。

「どの曲にするかは星川さんの意見最優先で決めるから、できれば午前中のうちに休み時間とか利用して一通り聞いておいてほしい。他のメンバーも」

　もちろん授業中はちゃんと勉強するように──真面目まじめな委員長らしい一言を、梶木は最後に付け加えた。

「そ、それじゃあ昼休みも集まって話し合わなくちゃね」

「だから今、その話をしてたんだよ」

　苦笑しながら、卓たく山やまが大げさに肩をすくめる。

「残念だねー、早少女さおとめちゃん。お昼休みに八や木ぎ本もと君とご一緒できなくて。ま、それを言ったらわたしもだけど」

「ううん、いいよ。今日はお弁当とか作ってきた訳じゃないし。明日も明後日も、少しでも時間を見つけて練習した方がいいよね？」

　作り笑顔でミキに答える。

　弁当どころか、昨夜も今朝も食事はほとんど喉のどを通らなかった。体調を維持するためになんとかシリアルバーや野菜ジュースを強引に流し込んだだけ。

「それについては今朝、縁へり瀬せ君から話があってね」

　梶かじ木きは、文化祭実行委員長の名前を挙げた。

「警備方針の確認や当日のシミュレーションも兼ねて、今日と明日は放課後は講堂のステージを僕たちに使わせてくれるそうだ。何しろ、予想される来客が今までこの学校にはなかったレベルだからね。金曜の放課後は近所のスタジオを借りてある。皆の都合を確かめずに独断で動いてしまったけど、時間がなかったから勘かん弁べんしてくれ」

　この辺りの手回しの良さはさすが梶木級長だ。

　練習という大義名分があるから、昼休みも放課後も無理に一かず大ひろと顔を合わせて恋人のフリをしなくていい。教室で周りに皆がいるときだけの、最低限の偽ぎ装そうだけで済む。

　それをありがたいと思ってしまう自分が情けない。

　変へん装そう用のメガネは早少女の表情を隠すだけでなく、一大の顔を直視する苦しさからも救ってくれる。

「衣装とかはどうしよっか？」

「うーん。文化祭って事を考慮すると、敢あえて制服でプライベート感を出すって手もあるけど、プロとしての名前を出す以上はちゃんとそれなりのものを用意した方がいいかな」

　ミキが尋ねると、卓山は腕を組んで考え込む。

「用意するって言ってもどうするの？」

「量販店とかでコスプレ用に売ってるじゃん。ああいうの買ってくれば？」

「いや。普通のコンサートよりもステージと客席の距離が近い。安物を使えばチープなイロモノに見えてしまう恐れがある。星ほし川かわさん、自前で何か用意できる？」

　卓山の問いかけに、早少女は首を横に振った。

「じゃあプロ用をレンタルしてくれるところから調達するか。サイズはＭでいいよね？」

　今度は肯うなずく。

　筋金入りのアイドルマニアというのは、そういう方面にまで心当たりがあるらしい。

　その時──

「じゃあバンド組以外の振り分けは、こんな感じでいいな？」

　教室の前の方で聞こえた声に、早少女さおとめは一いつ瞬しゆん視線を向ける。

　梶かじ木きに代わって仕切っていたタケシが、黒板に大まかなグループ分けを記していた。

　運動部で体格のいい男子は当日の警備班。スタンプラリーのカード作りなど、実行委員会への援軍。そして状況に応じて他のクラスをアシストする無む任にん所しよ遊ゆう撃げき班はん。

　一かず大ひろが配置されたのは、最後のグループ。それも他の班の手に余る時の予備要員という扱いだった。

「オレ、もっと働いてもいいんだぜ。実委サポート班との掛け持ちでもいいし」

　不満そうな声で一大が手を挙げる。

「いや。いつも一大には世話になってるしな」

「そうそう。文化祭の時ぐらいはゆっくり楽しめって」

「お前は顔が広くて器用だから、本当のピンチの時には遠慮なく頼むよ」

　そんな話をしているうちに始業のチャイムがなり、ほどなく教師が入ってきた。

「おーい。文化祭で盛り上がるのはいいけど、授業中はちゃんとしろよ」

　タケシが書いたリストを消しながら、朝のＨＲが始まり、授業時間に移る。

　これも表面上は型通りの、早少女の気持ちとは無関係に繰り返される平凡な日常。




「じゃあ早少女。オレ、学食に行ってくるから。集中して頑張れよ」

「う、うん」

　今朝と同じ笑顔で、一大は片手を挙げて教室を後にする。

　周りからは、バンドの話し合いの邪じや魔まにならないよう気を遣った風に見えるだろう。

　今まで何度もピンチを救ってくれた一大の機転や心こころ遣づかいが、今はゆっくりと染み通る毒のように早少女を苦しめる。

　その原因を作ったのは、早少女自身。

　文化祭成功のために鷹たか奈なと真さな愛えが協力してくれる件について話したくても、二人きりになる機会がない。それに、この状況で説明したとしても信じてもらえるかどうか。また三人グルになって何か企たくらんでいると判断されるかも知れない。

　だから今は自分も文化祭に意識を集中するしかない。

「で、星ほし川かわさんはどれがいいと思う？」

「うーん……。一曲目と四曲目、かな？」

　片方は優しいスローテンポで好きな人の事を静かに思い続ける歌。もう一方は明るく軽快なリズムで、恋人と一緒にいて弾はずむ気持ちを歌っている。

「うん。いいチョイスだね。この二曲ならメリハリがあるから、短い時間のステージでも構成がはっきりする」

　卓たく山やまが真まっ先さきに賛同した。他のメンバーからも反対はない。

「わたしもその二曲がいいと思ったんだよねー。いかにも恋する女の子の気持ちって感じで共感できるっていうか」

「そ、そうだね」

　ミキの言葉に相づちを打つと、胸が詰つまりそうになる。

　彼女は本当にタケシと相そう思し相そう愛あいで日々を楽しんでいるけれど、早少女さおとめの方はそうではないのだ。

　選択の基準は恋する女の子ならではの共感などではなく、こんな事になっても冷静に動作する『プロ』の部分の判断だった。

「そう言われると、照れくさいな。作詞も僕なんだから」

　頭を搔かいたのは、梶かじ木きだ。

「人を好きになる気持ちの根っこは、男子も女子も変わらないって事でしょ」

「まあ、そういう事になるのかな。自分では技巧に走ってパターンに頼って書いてしまった気がして、曲はともかく詞の方にはそんなに自信がなかったんだけど」

　梶木の告白の方が、早少女には共感できた。

　既き存ぞんのフィクションや類るい例れいから取り出した感情のパターンを再構築するだけで、ある程度までは説得力ある表現はできる。だけどやはりそれは、本当の思いとは何かが決定的に異なるものだ。

「じゃあ放課後までにこの二曲を繰り返し聞いて、ちゃんと頭に入れておいてくれよ」

　そうこうしているうちに、昼休み終了のチャイムが鳴り響いた。一かず大ひろが慌あわてて教室に滑すべり込こみ、そのまま席について教科書を開く。

　早少女は、それをちらりと横目で見た。

　多分、特別な用事があった訳ではない。早少女と恋人らしく振る舞わなくても不自然でないように、接せつ触しよくの時間そのものを削けずっているのだろう。

　今、無理に演技をしても空々しくなるだけだから、早少女としても助かる。

　そして放課後──。

「悪い。オレ、ちょっと家の用事があるから、今日は帰らせてもらうわ。早少女は、練習頑張れよ」

「う、うん！」

　形だけの激励に、形だけの返答。

　これを問題なくこなせてしまう自分が──哀かなしい。

　あの頃は、何て思い上がった事を考えていたのだろう。

　自分は表現技術だけがあって、中身のない空っぽの存在なんかじゃない。

　表面だけは問題なく取とり繕つくろっているけれど、胸の奥にはこんなにも苦しむ本当の自己が存在している。

「じゃ、早少女さおとめちゃん。わたしたちも行こうよ」

「そうそう。せっかく生徒会と実委が練習時間を融ゆう通ずうしてくれたんだから、有効に使わないと勿もつ体たいないぜ」

　ミキや梶かじ木きの声にこれ幸いと。

　一かず大ひろの背中から目を逸そらして、早少女は講堂──昇しよう降こう口ぐちとは逆の方向へ歩き出した。




「ストップストップ！」

　梶木の号令で、ステージ上の音が一斉に止まる。ドラムの残響が、微かすかな尾を引いて空気を震ふるわせる。

「星ほし川かわさん、どうしたんだ？　またリズムズレてたよ？」

「ご、ごめんなさい」

　後ろを向いて頭を下げ、早少女は額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　九く比ひ戸と高校では全校生徒が参加するような式典は通常体育館を使用するので、音響設備などの整った講堂はいわば視聴覚室の拡大バージョンとでも言うべき存在だ。それでも階段式の座席で、四〇〇人近くを収容するスペースがある。

　ただし今はその座席も一部のヒマなクラスメイトや、実委委員長の勇ゆう司じらがいるだけなので、演奏が止まって静かになると空くう虚きよな雰囲気になる。

「あまり焦る必要はないけど、時間が足りないのも事実だ。頑張ろう」

　早少女一人を責めるのではなく、皆を激励する形で梶木が声をかける。

　リハーサルとして全体の構成や演出を考えるのではなく、まだ単純に歌を覚える練習の段階だ。早少女の前にはマイクだけでなく譜面台も立てられている。

　だが、楽譜と首っ引きなのに、リズムが狂うどころか歌詞を間違ってしまうほど早少女の歌は不調だった。

　歌詞やテンポだけではない。音程も狂い気味だし、声量も不安定だ。歌は専門でないにせよトレーニングの一環として日々レッスンしているし、声をはっきり出す事にかけては専門家なのに。

　作曲者の梶かじ木きはもちろん、他のメンバーも数回の通し演奏で一通り弾けるようになったため、ボーカルのミスだけが目立つ。

「愛いとしの八や木ぎ本もと君がいないから熱が入らないとか？」

　茶ちや化かすようにミキが笑う。こちらの緊張を解ほぐそうとしての軽口だとは理解しているが、今はそれがかえって辛い。

「そ、そうじゃないよ。今は、一かず大ひろの事は考えないようにしないとね」

「さっすがプロ。オンとオフはしっかり切り替えて、仕事に集中するって訳ね」

　早少女さおとめがつい口にしてしまった言葉を、ミキは好意的に解釈してくれた。

「ちょうどいい。少し休きゆう憩けいしようか」

　梶木が提案した。

「だ、大丈夫です！　わたし、まだやれます！」

「やる気があるのはいいけれど、日頃の音楽の授業なんかに比べてもコンディションおかしいよ。一度今の流れを切って、気分を変えよう」

「……はい……」

　梶木やミキたちがそれぞれ思い思いに身体を解したり、汗を拭ふいたりする。

　早少女にも、卓たく山やまから冷えたスポーツドリンクとタオルが手渡された。

「あ、ありがとう」

「いいのいいの。ドルオタとしては、こういうマネージャーっぽい仕事ってちょっと憧あこがれてるんだよね。まあ、早少女さんとしては八木本にやってもらった方がうれしいのかも知れないけどさ」

　彼なりの気き遣づかいなのだろう。用事が済んだ後はさりげなく距離を取り、早少女がリラックスできるようにしてくれる。

「ふぅ……」

　一人になるとため息が漏もれる。

　不安定なのは自覚している。

　どんなに割り切ろうとしても、今の自分に真まっ直すぐなラブソングはきつい。

　最初はただ一大を利用する事だけを考えていて、ピンチを救われて惹ひかれるようになっても本当の事は言い出せず、ついには鷹たか奈なや真さな愛えと一緒に騙だます形になってしまい、彼を振り回し、気持ちを踏みにじってしまったのだから。

　たった二曲の歌詞でこれだ。

『気持ちを込める』という根っこは共通していても、歌と芝居は違う。

　歌にはあらかじめ決まったリズムやメロディ──楽譜があるから『想定された完成形』をなぞるという方法も可能だ。

　だけどセリフにはそれがない。

　シナリオというのはいわば組み立てキット──『部品として完全に整えられたもの』ではあっても『完成品』ではない。監督の演出や役者の演技が加わって、初めて作品として完結する。

　文字列としては同じテキストでも、それをどう解釈し、どこまで掘り下げるのか。他の役者と呼吸を合わせ、あるいは互いにぶつけ合い、テンションを調整する。

　何を表現するのかという事そのものを、自ら手探りでシナリオという大地の中から掘り出さなければならないのだ。

　今は幸い収録がないけれど、こんな状態でまともにプロとしての芝居ができるのか。

　昨日、真さな愛えに言われた。

『星ほし川かわ早少女さおとめは、さつきほしみを辞められる』と。

　それは恋を取るか仕事を取るかという、単純な二に者しや択たく一いつの問題ではない。

　早少女自身が『さつきほしみに期待される能力』を発揮できなくなったなら、その名前と立場に固執する事こそが悪。

　プロフェッショナルとしての誇ほこりがあるならば、責任を果たせない時はきっぱり身を退ひくべきなのだ。

　何があっても逃げられない、拒こばめない真愛とはそこが異なる。

　これは──これこそが罰なのかも知れない。

　芝居のためという名目で一かず大ひろを利用しようとした報いとして、演技者としての力まで傷ついてしまった。

『幻ソワ』の収録がほとんど終わっているのは、幸運と言っていいのか。こんなコンディションで仕事をしても、ちゃんとした芝居なんかできそうもない。

　自分を売り飛ばしてはいけないと洋よ梨り子こ社長は言った。自分自身が感情を表現する源であるとも。

　しかし根源である自分がダメになってしまった時に、技術だけでは補えない。少なくとも今の早少女にはまだそれだけの蓄ちく積せきはない。

「そうだ。星川さん」

「え？」

　再度卓たく山やまに声をかけられ、早少女は己が内なる暗い袋ふくろ小こう路じでぐるぐる回っていた事に気が付いた。

「歌だけじゃなく、星ほし川かわさんのトークも入れるって話だったでしょ？　この二曲でざっと九分だから、五分くらいは時間あるんだよね。歌の前か後かってタイミングも決めなきゃなんないし、演出担当としては、話の大まかな内容も事前にチェックしておきたいんだ。プロには言うまでもない事だけど、下手な事言ってオーディエンスの神経逆さか撫なでしちゃマズいしね」

「あ、そうか。それもあったよね……」

　こんな気持ちのまま、何を話せばいいのか。

　本番が終われば、一かず大ひろとニセの恋人ですらなくなってしまう。その事を打ち明ければいいのか。

「もしもそういうの考えるのが苦手って事なら、僕がいくつか当たり障さわりのないトークのネタとか作ってくるけど？　アイドルマニアとして、実例はいろいろデータベースに入っているし」

　丸顔のこめかみをトントンと人差し指で突つつく。

「う、うん、ありがとう。でも、今日帰ってからマネージャーとかとも相談してみて、何を喋しやべるか考えてみる。それでいい案が思いつかなかったら、その時は卓たく山やま君にお願いしてもいいかな？」

　少なくとも、ニセ恋人終了の件は社長に話さなければならない。

　場合によっては、もう一つの『辞めてしまう事』についても。

　こんな事をした自分が、役者という夢をかなえてしまっていいのか。幸せになってもいいのか。

　罰ならば、罪の報いならば受け入れるべきではないのか。

「よーし。じゃあ、練習再開だ。星川さん、しっかり頼むよ」

　梶かじ木きの合図で、再びメンバーがそれぞれの配置につく。

　早少女さおとめは胸のもやもやを強引に振り払うと、ほとんど機械のようにマイクスタンドに向かった。





第３話　それでも迷う木曜日







　木曜日──。

　昨日の放課後は、何度か休きゆう憩けいを挟みながら八時頃まで練習を重ねた。文化祭準備期間中といっても、それ以降校内に残っていてはいけないという規き則そくなのだ。

　幸い、下校時に早少女さおとめが変なファンにつきまとわれるような事もなかった。クラスメイト男子の巡じゆん回かいチームが出待ちを追っ払ったおかげである。

「ただまあ、妙にしつこい奴やつはいたな。対たい処しよをミスると、面倒な事になるかも知れない」

　直接彼らに当たったタケシが、朝の教室で話している。

「挑発して、こっちに手ぇ出させようとした男がいるんだよ。その様子を動画サイトにでもアップして、オレたちの方を悪者にしようって腹なんだろうな。もちろんそんな手には乗らないけどな」

　同様のケースは月曜日にもあったが、一かず大ひろはぎりぎりで自粛している。その前例も踏まえて、あくまで冷静に対処するようにと生徒会長の恵めぐみからも指示が行き渡っている。

「あの連中もたいがいしつこいな。こっちがチェックして追っ払えてるうちはいいけど、文化祭当日まであれが持続したら、さすがに面倒だ」

　腕組みして考え込む大おお熊くまは名前のイメージ通りの強こわ面もて巨漢で、おまけに柔道部のレギュラーという猛も者さだ。威圧感があって礼儀正しいので、警備担当としては極めて有能である。昨日も、最終的に不ふ埒らち者を追い払ったのは彼の無言の圧力だった。

「その事については、わたしに考えがあるっていうか、ちゃんと放課後に対策する。みんなも協力してね」

　曖あい昧まいに笑って、早少女は答える。

　昨夜は練習を終えて帰宅した後、その『対策』のためにあちこちに連絡していたのだ。一見すると厄介そうな事でも、具体的な問題ならば然しかるべきステップを重ねていけば解決できる。

　心の内側、抽ちゆう象しよう的てきな領りよう域いきにまで踏み込んでいく必要がない。

　一大の件は、問題である事さえ終わってしまった。

　解決する方法もない。解決する意味もない。

　洋よ梨り子こ社長には、簡単な定時報告をしただけ。それも『特に問題はありません』という作り話だ。

「そうか。助かるよ。生徒会でもいろいろ考えてるって話だし」

　早少女さおとめの内心にはもちろん気付かず、タケシが笑った。

　ステージ企画をねじ込んだ代償として、二年三組は手て空すきの人員を他のクラスや実行委員会への援軍として派遣する事になっている。昨日はまだヒマな者が多かったから頻ひん繁ぱんに警戒して不審者を追っ払うのも容易だったが、さすがに二日前となれば人手は不足する。パトロールに割さける人数は限られるだろう。

「おーっす」

　陽気なあいさつで教室に入ってきたのは、一かず大ひろだった。

「おっす。珍しいな。遅刻ギリギリなんて」

「いやぁ。一人暮らしは何かと面倒でさ」

　答える声に、チャイムの音が重なる。

　根がマジメな性分の一大は、一人暮らしだからこそ余裕を持って早めに登校するのがパターンだ。予よ鈴れい直前の滑すべり込こみというのは確かに珍しい。

　彼の意図は、早少女には明らかだった。

『既に終わったニセ恋人』としての不自然な芝居を強いられる時間を、少しでも減らしたいのだ。

　それは、単に一大の身勝手ではない。

　早少女にとっても負担の軽減だし、文化祭の方針が根底から崩れるのを防ぐために必要な配はい慮りよでもある。多分、彼はそこまで考えて行動している。

　授業間の休み時間も、昼も、一大は『文化祭優先だろ』と優しく声をかけて、早少女とは距離を置く。

　昨日と同じだ。

『他人からアツアツの恋人に見えるようにする』ための空くう疎そなお芝居。一度上手くいったやり方をそのまま繰り返すだけのルーティンワーク。

　早少女も、それに呼吸を合わせる。

　文化祭を成功させるため。日曜日にはすべてが終わる──ただその一点を理由に、問題の中心を直視する事から逃げ続ける。

　祭を控えた喧けん噪そうをはらんだまま、仮かり初そめの平穏の時は流れ、また今日も放課後が訪れる。




「よーし。それじゃバンド班は講堂に移動。警備班はちょっと打ち合わせがあるから、タケシのところに集まってくれ。他のクラスの手伝いは三年二組と──」

　ほとんどの生徒が振り分けられるが、一人だけ名前を呼ばれない。

「オレは？」

　一かず大ひろが梶かじ木きに訊たずねる。

「他のところの人手は間に合ってるし、八や木ぎ本もとはバンドの方見学に来てくれよ。昨日はお前がいなかったせいか、星ほし川かわさんの調子がいまいちで」

　ちらりと、一大は早少女さおとめを振り返った。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったから表情はうかがえない。

「実は家の用事がまだ片付かなくてさ。仕事ないなら、帰ってもいいか？」

「ん？　まあ、別にいいけど……」

「そんな訳で、悪いな。早少女。本番当日は絶対に見るから」

　こちらに向き直って片かた手て拝おがみで謝るのは、ここ数日で見慣れた──見慣れてしまった乾いた作り笑顔。

「ううん、平気。一大こそ、一人暮らし大変だね」

　彼のウソが不自然にならないよう、フォローのセリフを入れる。入れてしまう。

「早少女ちゃん、押しかけていって掃除でも洗濯でもしちゃえばいいのに」

　横から口を挟んだのはミキだった。

「そ、そういう訳にもいかないよ」

「だって一人暮らしは早少女ちゃんも同じだし、風邪の時は看病に来てくれたりしたんでしょ？」

　そうだ。そういうエピソードもあった。

　実際に起きた事ではない、偽ぎ装そう恋人のアリバイ工作としてでっちあげたもの。

　あの頃には、もう早少女は本気だった。本当になればいいと思ってついた噓うそだった。

「うらやましいなぁ。あたしとタケシ君は、どっちも普通に親と同居だから、お互いの部屋とかなかなか行けないもんねー」

　本当にうらやましいのはミキとタケシだ。

　変な裏も思おも惑わくもない。素す直なおにお互いが好きという本物のシンプルな気持ちだけで結ばれているのだから。

「じゃあ、練習頑張れよ」

　昨日と同じ言葉を残し、静かに手を振って、教室から去って行く一大の背中を、早少女は無言で見送るしかできなかった。




　平静というか平常運転を装おうとしても、プロの役者である早少女とは違う。どうしても己の行動の端はし々ばしに本当の気持ちが漏もれ出だしてしまうのを、一大は自覚していた。

　彼女が欲しいというのを隠したり、誰かと恋人のフリをするのはまだどうにかなった。だけど胸の奥でぐるぐると渦うず巻まく、憤いきどおりと困惑がミックスされたものは抑えれば抑えるほど圧力が高まり、噴出を堪こらえるのが難しい。

　今も、いらだちのせいでつい大股で乱暴な歩き方になってしまう。

　そんな感情をごまかすために、芝居がかった不自然に優しい言葉を早少女さおとめにかけたり、接せつ触しよくを避けるために教室にいる時間を減らしたり。

　ゴツンッ！

「痛いてっ！」

　注意力散さん漫まんになっていたせいで、廊下の曲がり角で誰かとぶつかってしまった。衝撃で尻しり餅もちをつく。

「大丈夫か、八や木ぎ本もと君？」

　びしっと背を伸ばした姿勢で、心配そうな表情で見下ろしているのは、生徒会長の安あん藤どう恵めぐみだった。

　正面衝突したのに、どうして小こ柄がらな方が微び動どうだにせず自分だけ倒れたのか。まあ、彼女が無様に転ぶ姿というのもちょっと想像しづらいが。

「どこか痛くはないか？」

「あ、いえ。平気です」

　恵から手が差し伸べられるが、それをつかまずに自力だけで立ち上がり、尻のホコリをパンパンと払う。

「帰宅するために急いでて、不注意になってました。ごめんなさい」

　こういう気分の時は、日頃あまり接していない人の相手をする方が気楽だ。無理に距離感を調整する必要もなく、当たり前の礼儀で応じればいいのだから。

「帰宅？　彼女の練習は見ないのかね？」

　しまった──今は校内の話題の中心は文化祭。そして文化祭の中心は早少女。

　多少なりとも事情を知っている者と会話すれば、この話題になってしまうのは当然の流れだった。

『彼氏』である自分が立ち会わないのは、明らかに不自然。

「えっと……ちょっと家の方に用事があるもので」

　小首を傾かしげる恵に、当たり障さわりのない答を返す。

「なるほど。それで早足気味だったのか。表情も険しかったし、何だか不機嫌なようにも見えたが。話し込んで悪かったかな？」

「あ、別にそれほど急用っていう訳じゃありませんから。お気になさらず」

　やはり感情を隠すのは難しい。仕草や表情の端はし々ばしに露ろ呈ていするサインが、有能な恵にはしっかり勘かんづかれていた。

「では自身は別の用事、愛いとしい彼女は文化祭の練習で、離ればなれになってしまうから面白くないという事か。うんうん、分かる分かる。わたしとダーリンのように、公私両面のパートナーではないというのは辛い事だな」

「はは……」

　恵めぐみの独り合が点てんを、一かず大ひろは空笑いで受け流した。

　表向きはまだ数日は熱烈なニセ恋人でいなければならない。誤解させたままの方がいいだろう。

「そうそう。用事があるなら立ち話を長引かせてはいかんな。そもそも君に用事があって、教室を訪ねるところだったのだ」

「文化祭の件で？」

「いや。そっちはダーリンに任せてある。今は講堂で君のクラスのステージ練習に同席しているはずだ。わたしは、君個人に用がある」

「オレに？」

「そうだ、八や木ぎ本もと君。帰宅するならこれを使いたまえ」

　気持ちに余裕がないせいか、今まで恵が紙袋を手に提げているのに気付かなかった。

「これを君に進しん呈ていしよう」

　恵が取り出したのは、白いマスクだった。

「オレ、風邪とか引いてませんよ。さっさと帰るけれど、別に体調不良とかって理由じゃないんですから」

「そうではない。これもだ」

　きょとんとする一大の頭に、恵が何かを載せた。

　くすぐったい、奇妙な感かん触しよく。

「は……？」

　手にとって確かめると、カツラだった。

　それも本格的なものではなく、パーティグッズとして売っているようなチープな品物。しかも金髪アフロ。

　カツラやウィッグと言うより、ヅラと呼ぶ方がふさわしい代しろ物ものである。

「こ、これをどうしろと……？」

「これで最後だ」

　次に恵が出したのは、真っ黒なサングラスだった。これもプラスティック製の安物で、顔が半分隠れるほど大きい。

「本命は星ほし川かわ君だろうけど、八や木ぎ本もと君が尾行されたり絡からまれたりする危険があるからな。変へん装そうした方が安全だろう」

　確かに月曜日、一かず大ひろが後をつけられて自宅がバレそうになっていた。

「た、確かにこれだと素顔は隠せるでしょうけど、逆に目立ってしまうんじゃあ……」

　一大の頰ほおがピクピク引きつった。

　これを全部装備したら、ザ・不審者だ。

　人目にはつくし、素す性じようを隠そうとしている事自体は逆に強調されてしまう。

「安心したまえ。伊だ達てに生徒会長職を務めているのではない。抜かりはないさ。あれを見てくれ」

「はい？」

　恵めぐみが指さした窓から、校門を見下ろす。

　そこには一大と同じような金髪ヅラの頭が、いくつも歩いていた。

　帰宅するらしい者もいれば、文化祭用の買い出しなのか数人のグループもある。しかもそのグループ全員が金髪サングラスだ。

　太め、スレンダー、長身、小こ柄がら、筋肉質──さまざまな体型のザ・不審者が校門から放流されているのである。

「校内有志に協力を依頼した。皆、事情を理解して快く引き受けてくれたよ。文化祭期間でお祭り気分という事もあるしな。もちろん騒そう動どうにならないよう、学校側にも事情はちゃんと説明してある」

　端たん整せいな顔に、自慢げな笑みが浮かぶ。

　確かにこれなら一大がピンポイントで狙われる事もないし、校門に張り付いている連中の数だって無限ではないのだから、オトリで分散させられる。

　チープなのは、数を揃そろえる都合もあってか。

「あ、ありがとうございます」

　素す直なおに礼を言う。

　さすが全校生徒が畏敬する有能な生徒会長ならではの手回しの良さだ。一大自身は一昨日あんな目に遭あったばかりだというのに、我が身を守るための具体的な方策を何も考えていなかったのだ。

　昨日の出来事のせいで、精神的な余裕がゼロだったという事もあるが。

「こういう事は、当人というのは案外視し野やが狭くなってしまうものだからな。いろいろあるだろうが、まずは気楽になる事だよ」

「……はい」

　もちろん恵めぐみは言葉通りの意味で言っているだろうが、一かず大ひろはどうしても異なる解釈をしてしまう。

「恋人と一緒にいられない事も同様だ。わたしとダーリンだって、四六時中一緒にいられる訳ではない。何しろあくまで高校生。誓ちかって清く正しい男女交際しかしていない。あ、いや。もちろんこれはわたしとダーリンの個人的な信条であって、他の生徒が己の責任においてどういう選択をするかはそれぞれの判断に任せるべきだと思っている。だから、気に病む必要はない。うん」

「えーと……その……」

「い、いや！　弁解など必要ではない！　そ、その、わたしとダーリンだって、周囲からは堅かた物ぶつと思われているが健全な肉体を持つ高校生だ。そういう事に興味がない訳ではない。し、しかしだな。それでも、他人のプライバシーに踏み込むべきではないという、その程度の分別は持ち合わせているつもりだ！」

　なぜか言葉の後半は目を逸そらし気味で顔を赤らめる。

　どうも彼女は、一大と早少女さおとめの関係をいろいろと誤解しているようだ。

　もっとも一大自身が正確に把握していなかったのだから、他人が勘かん違ちがいするのも当然。しかも偽ぎ装そうを続けている現状では下手に訂正する訳にもいかない。

　実際のところ、早少女とは何もしてないどころか本当の恋人ですらなかったのだ。

　その割にはベッドに押し倒されたりはしたけれど。

「まあ、その、何だ。しかし会えない時間があるからこそ、会えた時の貴重さがより鮮せん明めいになる。恋愛だけに浸りきっていては、人間として己を高める事もできない。おっと、これは釈しや迦かに説法だったな。わたしなどただの生徒会長に過ぎないが、星ほし川かわ君はプロフェッショナルだし」

　そうだ。早少女はプロだ。

　自分はまず、彼女の仕事のために利用されただけ。

　なのにずるずると長引いて、いつの間にかそれが楽しくなっていた。

　それが間違いだったのだろう、きっと。

「いえ。参考になりました。それと、お気き遣づかいもありがとうございます」

「うむ。頑張りたまえよ」

　軽く頭を下げ、変へん装そうセットを身に着けて歩き出す。やっぱり頭がくすぐったく、視界は暗く曇るし、マスクのせいで口元が熱い。決して快かい適てきとは言えないスタイルだ。

　校門から外に出ると、早少女の『出待ち』らしい男を何人か見かけたが、特にこちらに声をかけてきたりはしない。

　あくまで本命は早少女さおとめ。馬鹿げた変へん装そうをしたオトリに構かまっていてもキリがないと判断しているらしい。

「ふっ」

　嫌な気持ちで塗り固められていた心が緩ゆるみ、見せかけでない笑いがこぼれた。

　金髪ヅラにサングラスとマスクという格好で、しかも周りに同じ姿が何人もいるのだ。

　こんな状況では、シリアスな事を考えるにも限度がある。

　実際のところ問題は何も解決していないのだけど。

「……そもそもオレ……これからどうしたいんだろうな」

　マスクの下で小さな独り言を漏もらした一かず大ひろとすれ違い、一台のタクシーが学校へ向けて走って行った。




「おい、出てきたぞ！」

　九く比ひ戸と高校。

　電柱の陰から裏門を見張っていた二人の男が、声を潜ひそめて合図し合う。

　アースカラーのブレザーに長い髪。変装のつもりかメガネをかけているが、写真で見たとおりの顔──さつきほしみに間違いない。

　正門側で待っている仲間にもメールで連絡する。人数を集め、目立ちすぎないように適宜交代しながら尾行すれば気付かれにくいはずだ。

　この問題、さつきの所属事務所であるシェダル・プロモーションがまだ沈黙を守っているせいもあって新しい燃料がない代わりに、収しゆう束そくの気配もない。

　ネットで盛り上がるためには一部の有志──というか実態はヒマ人──が自力で新しい材料を供給するしかない。

　幸い早めに学校が特定できたし、後は特別のスキルなどなくても根こん気きと集中力、そして動員出来る人数さえあればどうにでもできる。

「一人だけ。例の彼氏は一緒じゃないみたいだな」

「ああ。チャンスかも」

　目め配くばせで肯うなずきあい、こっそり後をつける。

　どうもこの学校は生徒の結束が固い。この近くで迂う闊かつな事をすれば他の連中や警備員に締め上げられる恐れがある。というか、昨日はそれで追っ払われた。

　言葉で挑発しても頑かたくなに手を出さなかったくらいだから、単なる有志というよりちゃんと警備態勢が組まれているのだろう。

　おまけに一時間ほど前に授業が終わったタイミングでは露骨な変装をした男子生徒が何人も出てきて、こっちのチェックをくぐり抜けたのだ。つまり、全校挙げての対策がきちんと取られているという事になる。

　仕方ないので、男の方を捜さがすのは諦めた。さつきほしみ本人を追いかけるならまだしも、オマケのダミーにばかり気を取られる訳にもいかない。

　だから、この尾行が唯一にして最高のチャンスだ。

　さすがに校外までは他の生徒もついて来ない。

　シェダル・プロモーションの所在地は隣となり町まちだから、駅方向でないなら多分自宅。プライベートの住所を突き止められれば大金星。情報をアップした者は神と讃たたえられる。

　適てき当とうな距離を保ち、しかし見失わないよう、ケータイで仲間と連絡を取り合いながら、追跡を続ける。

「後ろ姿も、やっぱりきれいだよなぁ」

「ああ」

　小声で話す男たちの頰ほおが緩ゆるむ。

　制服の短いスカートを揺らして歩く背中からは、どこかしら楽しそうな雰囲気が伝わってくる。まるで自分の置かれている現状を気にしていないように見える。

　油断しているのならこっちとしては好都合だが、ファンの事を気にせず彼氏や文化祭の事で浮かれていると考えればちょっと腹も立つ。

　これは然しかるべき報いだ。

　有名人という社会的な立場やファンへの責任も考えず、恋なんかして浮かれている奴やつには我々一般人が鉄てつ槌ついを下したって構かまわないのだ。

　屈くつ折せつした正義感とも呼べない自己弁護に突き動かされ、男たちは歩みを進める。

　しかし──。

「おい。なんか変な方へ行ってないか？」

「……だな」

　住宅街でも、オフィス街でもない。街の中心から外れた人ひと気けのない方向だ。もちろんバス停や駅からも遠い。

　土地勘かんがないのではっきりした事は分からないが、地図アプリの画面を拡大してみても、特にさつきほしみと関係ありそうな施設はない。

　さつきほしみが不意に足を速めて曲がった。整った横顔が一いつ瞬しゆんだけ見えた。写真とそっくりの、いたずらっぽい笑み。

　入っていったのは、フェンスで囲まれたビルの建設予定地だ。

「気づかれた？」

「撒まく気かもな！」

　離れていた正門チームとも合流し、四人組になって追いかける。

　しょせんは女の足。引き離すほどのスピードはない。

　駆け込むと、さつきほしみは資材が積まれた空き地の真ん中に立っていた。

　見回した限り、出入り口は今の一か所。他に逃げる術すべはない。つまり彼女は自ら袋ふくろ小こう路じに飛び込み、もはや何もできず立ち尽くすしかないという訳か。

「……それにしては、何かおかしくねえ？」

「うん……」

　男たちは、違和感の正体に気付く。

　追い詰つめられているはずなのに、どうしてさつきほしみは腰に両手を当てた仁王立ちでこっちを向いているのだろうか？

　空き地は充分に広く、その気になれば積んである鉄骨や鉄パイプ束の陰に身を潜ひそめる事もできるのに。

「ふっふっふ……はーっはっはっはっはっはっ……けほんへほん！」

　含み笑いから高笑いにシフトし、そのまま勢い余ってさつきほしみは咳せき込こむ。ブレスの失敗は、ちょっと恥ずかしい。プロの声優としてはやっちゃいけないミスだ。

「な、何だ？」

　予よ期きせぬ展開に、四人が立ち止まる。

「さて、質問でクイズでクエスチョンっ！」

　びしっ！

　さつきほしみが男たちを指さす。

「あたしは誰でしょうっ？　制限時間は一〇秒っ！」

「だ、誰って……さつきほしみに決まってるだろ？」

　一秒もいらなかった。

　一人が答えると、残りの三人もうんうん肯うなずき合う。スマートフォンの画面に写真を呼び出し、目の前の姿と比べる者もいた。

　しかし出題者は律りち儀ぎに一〇秒間指折り数えている。

「……さんっ、にー、いちっ、ゼロ！　ぶ、ぶーっ！」

　ブザーを真ま似ねる幼稚な口調で、少女は両手で大きなバツ印を描いた。

「あたしは星か……さつきほしみじゃないわっ！　謎の美少女エーックス！」

「はあ……？」

「何言ってんだ？」

「どっからどう見てもさつきほしみだろーがっ！」

　男の一人が、スマホの画面を突きつける。確かに、そこに写っている顔と目の前にいる謎の美少女Ｘは同一人物にしか見えない。

「いや。でもずいぶんキャラ違わないか？」

「そういえばラジオに出てた時と比べるとずいぶんアホっぽいような……」

「しかし顔は同じだし……。さつきほしみの本性はアホの子だったという事か？」

　本人のレギュラー番組はないが、『幻ソワ』で主演する人気声優のウェブラジオにゲスト出演した事ならある。その時はこんな妙なテンションではなかったし、頭の回転が速い知性派の後輩・妹分キャラという雰囲気だった。

「ア、アホっぽいって何よっ！　いいえっ！　よしんばあたしがアホ扱いされるのは仕方ないとしても、お姉ちゃんがアホ呼ばわりされるのは我慢できないし、耐えられないし、許せないわっ！　これを見なさいっ！」

　謎の美少女Ｘがカバンの中から取りだしたのは、大おお判ばんに引き延ばされた写真だった。

「げえっ！　さつきほしみが二人？」

　先頭の男が驚くのも無理はない。

　プリントされているのは、そっくり同じ顔の少女が二人、仲睦むつまじく笑顔で並んでいるスナップだった。

「ＣＧとか……？」

　とは言っても、男自身が信じていないのは口調からも明らかだった。

「ハズレの間違いの不正解っ！　これはあたしとお姉ちゃんの、家族仲良しツーショット写真だもんねっ！」

「お姉ちゃんって、さっきも言ってたよな？」

「つまりお前、さつきほしみの妹か？」

「そうっ！　その通りっ！　やっと気付いたのね！」

　男たちは改めて目の前の写真の二人、スマホ画面のさつきほしみ、そして謎の美少女Ｘの姿を見比べる。

　言われてみると、確かにほんのちょっとだけ違うような気がしないでもないとは言い切れなくもない可能性が存在する事も否定できないと断言するのはためらわれる。

　そのくらいそっくりだった。

「いくら姉妹でも似すぎだろ、これは！」

「インチキ間違い探しかよ！」

「いや。むしろコピペで増やしたレベルだ！」

「ひょっとして一卵性双生児だから同じ顔ってオチじゃねぇだろうな！」

　ズルいを通り越して理り不ふ尽じんでシュールなシチュエーションだ。

「違うわよっ！　あたしの方は正真正銘の中学三年生だもんっ！」

　次に取り出したのは、どこかの中学の生徒手帳──身分証明書だった。名前のところにはシールを貼はって隠してあるが、生年月日からすると間違いなく中学生。

　つまりこの制服で九く比ひ戸と高校から出てきたのは、尾行者たちを騙だますためだったのだ。

「い、いや！　これだけ似てたら間違うのは当然だって！」

「そーだそーだっ！」

「違うもんっ！」

　びくっ！

　謎の美少女Ｘは大声で反論する。

　本物にも負けない声量に、男たちが気け圧おされる。

「かず……あの人、お姉ちゃんの彼氏は一目で初対面で初顔合わせで、ちゃんとあたしとお姉ちゃんを見分けたんだもん！」

「無理っ！　それ絶対に無理だって！」

　どんな眼力があればそんな事が可能になるのか。それは多分、贋がん作さく絵画を見抜く一流の鑑定人の仕業だ。

「本当だもんっ！　あたしを本人と間違えるような人が、お姉ちゃんのファンだとか言っても説得力ないんだからっ！」

「う……っ！」

　また旗はた色いろが悪くなった男たちは、半歩後あとずさる。

「と、とにかくだ！　そっちがオレたちを騙す気で変へん装そうとかしてたのは間違いないんだ。大人をからかったら、どうなるか教えてやるぜ」

「そうそう。こんなところにそっちから案内してくれたんだからな」

　開き直った四人が、じりじりと謎の美少女Ｘへと近寄っていく。輪が狭せばまる。今度は謎の美少女Ｘの方が後ずさる。

　だが、積まれていた資材の背後から、弾丸の速度で影が飛び出した。

　ポニーテールをなびかせて疾しつ走そうする、もう一人の少女。

　最も手前の男の直前で急制動。

　スニーカーの足下に土つち埃ぼこりが上がり、ジャージの下で大きな胸が弾はずむ。

　逆ぎやく流りゆうする稲妻の速さで伸び上がった爪つま先さきが、男の手からスマホを跳ね飛ばす。

「ひっ！」

　男たちは立ち止まった。

　いや、全身を硬こう直ちよくさせた。

　少女の動きに伴って巻き起こった風が興奮で火ほ照てっていた頰ほおを冷やし、放たれる殺気が心臓に爪を立てる。

　カラン──硬質な音を立てて、スマホが地面に落ちる。

　真っ二つになっていた。

　落下の衝撃ではない。小こ柄がらな少女のキック一撃で破壊されていたのだ。

「大人をからかうな？　ちゃんとした大人ってのは、他人の迷惑も考えずに校門で待ち伏せしたり、女の子を尾行したりしないっての！」

　威勢よくタンカを切ると、ポニーテールの少女は壊れたスマホの半分をつまみ上げると、そのまま人差し指と親指の力だけで粉こな々ごなに砕いた。

　さらに、背後に積まれている鉄パイプを数本つかんで、男たちの前に放り投げる。

「さあ。まだこの子──妹ちゃんに手ぇ出す気？　何だったら、これ使ってかかってきてもいいよ。男が四人で武器持ちだったら、多分あたしの正当防衛になるしね」

　そう言いながら、同じパイプの一本をくねくねと弄もてあそんでいる。曲がり具合からすると巨大なフレキシブルストローのようにも見えるが、紛まぎれもない建築資材の鉄パイプ。

「お、おい……っ。こいつ、ひょっとして……」

　男の顔が青ざめる。

　一昨日の夜からネットで流れた噂がある。さつきほしみの彼氏を尾行し、自宅を突き止めかけた男が、鋼鉄をも断ち切る美少女に見とがめられ、追い払われたという。

　背は小柄、胸は巨乳、髪はポニーテール。特とく徴ちようは一致する。

「へえ……。あたしの事、心当たりあるの？」

　不適な笑いを浮かべ、少女はポキポキと指を鳴らした。

「言っとくけど、ネットや人海戦術がそっちだけの持ち技だなんて思わないでよね。さつきほしみにだって、友達もクラスメイトもいる。あんたたちがあんまり無茶な事を仕掛けてくるなら、こっちだってちゃんと反撃するからね」

「そうそう。例えばあなたたちがお姉ちゃんとあたしの区別もつかなかったって事を、証拠付きでネットにアップする事もできるんだから！」

　謎の美少女Ｘがポケットから取り出したのは、デジタルオーディオレコーダーだった。赤い光は作動中の証あかし。つまりさっきからの会話は、ずっと録音されていたのだ。

　ようやく自分たちが罠にハメられた事に、男たちは気付く。

　学校挙げて協力し、彼氏の方をあれだけ厳げん重じゆうに守ったのに、肝かん心じん要かなめのさつきほしみ本人が一人ぼっちで変へん装そうもせずそのまま下校するという不自然に気付かず、目の前にぶら下げられたエサに飛びついてしまった。

「このままおとなしく引き下がって二度とつきまとわないって言うなら、今日のところは見逃してあげてもいいけど？　あたし今、ちょっと凶暴な気分だから、手加減とかできないかもよ？」

　ポニーテールの口元が、くいっと持ち上がる。

　笑顔とは、肉食獣が牙を剝むく行為が起源だとも言われている。

　男たちはそれを実感していた。

　このポニーテールは、自分たちでは太た刀ち打うちできない猛獣──いや、怪獣だ。

　絶対に抵抗できない存在への本能的な恐怖が、凍えた心臓に火をつける。

　数を頼む弱い動物に許された最良の生存戦略を、今こそ発動するタイミング。

　打ち合わせもせず、全員が一斉に同調する。

「ご、ごめんなさぁ～いっ！」

　一いち目もく散さんに逃走。

　舞い上がった土煙が、吹き抜ける風でかき消される。

「……ま、ざっとこんなもんか」












　ポニーテールの少女──氷ひ魚お鷹たか奈なはパンパンと両手を叩たたいて埃ほこりを払った。

　先だっての男の口止めが不完全だったのは残念と言えば残念だが、見方を変えればケガの功名だ。

　今日の件と併せて『さつきほしみの周囲を、興きよう味み本ほん位いで嗅ぎ回るとロクな事にならない』というのが連中の間に広まれば、面白半分で手を出す奴やつは減る。数が減れば『みんなやってるし』という隠かくれ蓑みのもなくなるから、ますます軽けい率そつな行動はしづらくなる。

「鷹奈さん、すごいです！　強くてストロングでパワフルですっ！　お姉ちゃんから聞いてたけど、本物はそれ以上っ！」

　さつきほしみ──早少女さおとめに変へん装そうしていた妹の鈴りん音ねが、きらきら瞳を輝かせて鷹奈を見つめる。

　実は以前に鷹奈の超パワーを目まの当あたりにはしている。脅おどされる側として。

　ただしあの時はメガネもなかったし、今みたいにコンタクトも使っていなかったので、ちゃんと認識していなかったのだ。

「悪いね。危ない真ま似ねにつき合わせちゃって」

「ううん、いいんです。お姉ちゃんがピンチで危険で困ってるんだから、手助けできてむしろ名めい誉よで光栄で嬉うれしいくらいですっ！」

　大おお筋すじを考えたのは真さな愛えだった。

　そっくりさんでもある鈴音を使って追っかけたちをおびき出すと同時に、連中の面目を失わせる。何度も繰り返せる手段ではないが、しのがなければならないのは週末までだ。そもそも学校にまで張り付くような者はそれほど多くない。

　もちろん本物の早少女が安全に下校するためのオトリでもある。

　とりあえずは、見事な成功だった。

「ま、今のところ、あたしにはこの程度しかできないからね」

　強気な笑みに、微び量りようの自じ嘲ちようが混じる。

　結局、腕うでっ節ぷしを振るうのもこういう形が精一杯だ。

　自宅の近所は母が守っているし、よその学校で立ち回る訳にもいかない。それに、家でも九く比ひ戸と高校でも、直接守ろうとして近づけば一かず大ひろと顔を合わせる事になる。

　今の鷹奈は、そんな気分ではなかった。




「さっすがプロ。昨日よりはぐっとよくなったねっ！」

　何度か演奏した後、キーボードの前でミキがぐっと親指を立てる。

　既に全員ちゃんと楽譜を覚え、早少女も歌詞を暗記しているから、昨日に比べると練習そのものがスムーズだ。曲をマスターする段階を終え、細かなミスを減らして各パートの呼吸を合わせ、表現力を上げるステップに入っている。

「そ、そう？　それならいいんだけど」

　しかし、リーダーで作詞作曲者でもある梶かじ木きは微び妙みような表情で首を傾かしげている。

「どうかしたの、梶木君？」

「いや。何でもない。多分僕が気にしすぎなんだろう」

　生き真面目まじめそうな笑顔で首を振り、梶木は疑念を追い払う。

　早少女さおとめ自身は、彼が感じているであろうささやかな違和感の正体に気付いていた。

　昨日は自らの感情のブレのせいで、上手く歌えなかった。

　だから今日は歌詞の内容を深く考えず、敢あえて『無む意い味みな音の並び』と割り切って自身の気持ちと切り離すようにしたのだ。目先のテクニックでごまかしてはいるが、耳の肥えた者、しかも作った本人が聴けば気持ちが籠こもってないのは分かってしまうだろう。

　声量や音程は優れていても、表現力では音声合成ソフトにも劣る。

「ひょっとして早少女さん、校門で出待ちしている連中が気になるの？」

　舞台の下、最前列で見ている卓たく山やまが訊たずねる。

「え？　ど、どうして？」

「何だか少し上の空って感じがしたからさ」

　さすがアイドルマニア。自分では歌いも奏でもしないけれど、聴く事にかけては年ねん季きが入っている。気持ちの入らない歌声を敏感に感じ取っていたようだ。

「そ、そうかも……」

「それなら心配いらないよ。例の作戦が成功して、一掃できたってメールが入っているし。あの後新しく二組ほど現れたけど、そっちはみんながちゃんと追い払ったってさ」

　スマートフォンで確認しながら説明する。

　放課後になって早々に下校した一かず大ひろと入れ替わりのタイミングで、妹の鈴りん音ねが九く比ひ戸と高に現れた。来る途中で人目につかないよう、タクシーでの直行だ。

　昨日、鷹たか奈なや真さな愛えと電話で相談したオトリ作戦である。

　鈴音が九比戸高校の制服を着たニセ早少女となってしつこいファンを引きつけ、鷹奈が実力で排除するといういささか強引な計画だが、どうやら上手くいったらしい。

「それにしても妹さん、よく似てたよねぇ。ホント、見分け付かなかったよ」

　鈴音の顔を思い出してるのか、卓山が何な故ぜか満足そうな表情で何度も肯うなずく。

　実際、その場に居合わせたクラスメイトの全員が同じ感想だったのだ。姉妹を一見で見分けたのは、家族以外では一大だけ。

　また、当日の警備を担当する男子には実委委員長の勇ゆう司じから『校内セキュリティ担当』という腕わん章しようが配られた。着用する事で立場を明確にし、校門や裏口に変な奴やつがたむろしていないかチェックしているのだ。

　これは早少女さおとめの安全を守るだけでなく、彼ら自身にとっても予行演習となる。

　不審者を探したり見張ったりするのはもちろん、必要ならば穏おん便びんかつ毅き然ぜんとした態度で警告し、排除するというのも慣れてない高校生には難しい。もちろんそのためのマニュアルや例文集も勇司がちゃんと用意していたし、それ以上のレクチャーも受けている。

　これで、ステージ当日の早少女の安全も確保できるだろう。

「で、星ほし川かわさん。トークの件はどうしようか？　こういうのも用意してみたけど」

　卓たく山やまは文ぶん案あんを何パターンか作ってきていた。

　ごく当たり前に声優としてファンに感謝するもの、高校生の文化祭という事に重点をおいた礼儀正しいもの、ジョーク中心でウケを狙ったもの。

　そして、今回の騒そう動どうに絡からめてはっきりと恋人宣言をするものも。

　それぞれ曲の前に話すか、間に挟むか、最後を締めるかで文面に微び妙みような差がある。

「ドルオタと声優ファンの違いもあると思って、一応動画サイトとかで声優アイドルのライブ映像を何件かチェックした上での試案。それなりに研究の成果は繁はん栄えいされているはずだよ。ただ、早少女さんはまだアニオタ受けするタイプのキャラは演じてないから、そっちのネタを盛り込むのはちょっと難しいかな」

「う、うん。ありがとうね」

　放っておくと延々と研究内容を講義し始めそうなので、とりあえずお礼を言って話の流れを止める。

「もちろん決められた通りに喋しやべるだけだとつまらないんで、最終的にはこの線をベースに星川さん本人の持ち味でアレンジしてって事になるけどね」

「うん。ちょっと考えさせてね」

　自他共に認めるマニアだけあって、よくできている。

　例えば恋人宣言バージョン。

『わたしが仕事と勉強を両立できるよう、いつもサポートしてくれる大切な人です。メジャーデビュー直前にこういう形で話題になってしまい、ファンの皆さんを驚かせてしまった事はお詫わびします。だけどお互いに本当に大好きなんです。ワガママだけど、これからも応援してくださるようお願いします』

　ファンの怒りを買わないように慎しん重ちように言葉を選び、一かず大ひろの名前は公表せず『彼氏の存在あってこその声優さつきほしみ』という方向性をアピールしている。また、ネット上の噂に対しても、下手な邪じや推すいを招きそうな反論などはしていない。

　一かず大ひろあっての声優早少女さおとめ──それは卓たく山やまが想定した以上の意味で、真実を言い当てているのだが。

「恋人の存在が発覚して騒そう動どうになったコなんて、アイドルの歴史の中でいくらでもいる。つまりこの件に関しては見習うべきものも真ま似ねちゃいけないものも、先例が豊ほう富ふという事でもある。案外何とかなるもんだよ」

　早少女がメモを読んでいると、横からのぞき込んで自慢げに語る。

「これだけは一バージョンしかないのね」

　恋人宣言に関するものは曲の後、最後に話すものしか存在していない。

「さすがにショッキングな内容だからね。冒頭や途中で喋しやべったら客が騒いで、警備班が対応したとしてもステージどころじゃなくなるかも知れない。こういう言い方はアレだけど、一番最後なら最悪やり逃げも可能だ」

　陽性でいつもおどけている卓山にしては珍しい、人の悪そうな笑顔だった。

「……そうだね」

「ま、あくまで主役はパフォーマー。裏うら方かたがあんまり前に出る傾向ってのは、少なくとも僕の好みじゃないんだよね。最終的には星ほし川かわさん自身が決めてくれないかな？　このメモも参考程度って事でいいよ」

「うん。本当にありがとう」

　もう一度お礼を述べる。

　これだけ気を遣っても『恋人宣言』には相応のリスクがつきまとう。

　ならば、それ以上の『宣言』ならばどうなってしまうのか。

　ヴィンッ！

　ベースの弦を弾はじく低音のバイブレーションが、早少女の思考を断ち切った。

「おーい。そろそろ練習再開するぞ」

　梶かじ木きの声に、各パートがそれぞれの楽器を執とる。

　早少女もセンターマイクの前に立ち、自分の中のスイッチを入れた。ただ正確に、お手本通りのパフォーマンスをする機械のスイッチを。




　結局、練習はつつがなく進んだ。

　数をこなすうちに全員ノリがよくなってきて、息も合っていく。

　その中心に位置するメインボーカルが、ただ技術だけでこなしている事をはっきり気付いている者は誰もいない。

「うん。だいたいいい感じだな。もうかなり仕上がってるけど、せっかく押さえてあるんだし、明日はスタジオ練習って事でよろしく」

　梶かじ木きのあいさつで、この日の分は終了になった。

「星ほし川かわさん、これ持って帰って試着してみて。万一サイズ違いとかなら、明日交換してもらうから」

「うん。ありがとう」

　練習が終わるのを待っていた卓たく山やまが、レンタル店のロゴが入った衣装バッグを手渡す。ジッパーを開いて中を確認すると、いかにもアイドルっぽいコスチュームだ。

「露出度高すぎるかな？」

「ううん。大丈夫」

　確かにおへそが出るデザインでスカート丈も短いが、下にレギンスを穿はくようになっているので、露出度が高く見える割には要所はしっかりガードされている。

　早少女さおとめが衣装をチェックしている間に、ステージの撤収作業は終わろうとしていた。

　ずっと待っていたタケシがミキに近づき、キーボードの片付けを手伝っている。

「帰りどうする？　お茶でも飲んでくか？」

「ん～。練習で遅くなるってママには言ってあるし、どこかでご飯食べよ。ファミレスとかハンバーガーでもいいから」

「オレ、バイト代入ったからちょっと贅ぜい沢たくしてもいいぜ」

「そっか。じゃあ、甘えちゃおっかな？」

　何気ない会話からも、楽しそうな雰囲気が伝わってくる。

　誰かに見せたり聞かせたりするためではない、ごく普通の恋人同士の会話。

　もしニセ恋人のままだったら、早少女と一かず大ひろもこんな風に振る舞っていたかも知れない。そこから本物へも変わっていけたかも知れない。変わっていきたかった。

　だけど──。

　頭かぶりを激しく振り、早少女は浮かんできた考えを追い払う。

　だけど次から次へと、今までの思い出が甦よみがえってくる。

　学校帰りにファンシーショップに寄り道して、初めて買ってもらったほんのささやかなプレゼント。ハンバーガーショップで話し合ったり、待ち合わせて遠くの本屋まで出かけたり。

　ある条件の下もとでは、液体に限界以上の物質を溶かしこむ事ができる。その後、ほんの小さな振しん動どうでいい。その状態にある溶液にショックを与えると、溶け込んでいた溶質が結晶となって現れる。

　今の早少女さおとめは、一かず大ひろの過飽和溶液だった。

　どんな刺激でも、彼の事を思い出してしまう。考えてしまう。

「どうなさいました、星ほし川かわ様。お身体の具合でも？」

　固まったように動けない早少女に声をかけてきたのは、見上げるような巨漢だった。

　今日の放課後から改めて真さな愛え──というよりも天てん弓きゆう院いん家から正式に派遣されてきたトリオ・ザ・アーノルドＢチームの遠とお樽たるだった。

　早少女を護衛するだけでなく、警備担当の生徒たちに監視の仕方、効果的かつ法的に問題にならない取り押さえ方などをコーチしていたのだ。

　ただし、服装はいつものブラックスーツではない。どこでどう調達したのか、九く比ひ戸と高校の制服だ。一応は体格にマッチしているから特注品だろう。それなのに顔の方はごついサングラスだ。

「あ、いえ。大丈夫です。ちょっと考え事をしてただけで」

「では、ご帰宅なさいますか？　正門、裏門とも不審者が隠れている気配はないとの報告がありました。よろしければご移動を」

「えーと……遠樽さん？　どうして今日はその格好を？」

「警護には、目立たせる場合と隠す場合があります」

　重厚で威圧感があるが、同時にどこか父性的な温かみもある低音で遠樽は説明した。

　何かを護衛する場合、大きく分けて二つのアプローチがある。

　まず、守る側の戦力を誇示して『手を出せば痛い目に遭あうぞ』『見張っているぞ』という脅おどしをかけるパターン。これが普段の露骨に威圧的な黒スーツや、これ見よがしに仕掛けられる監視カメラだ。

　しかしこれは『ここに重要なものがあるぞ』と襲撃側に教えてしまうというデメリットが避けられない。また周囲の雰囲気を重く、堅苦しくしてしまうという問題もある。

　そこでもう一つが警護側のメンバーに隠いん蔽ぺいや偽ぎ装そうを施して、陰からこっそりガードするというやり方である。

「今回は星川様ご本人も変へん装そうしていますし、我々も周囲に溶け込む工夫が必要かと判断いたしました」

　理屈は分かる。努力も認める。

　だけどハリウッドのアクション映画で主役を張りそうなごついおっさんが、高校の制服を着てたら余計に目立つのではないだろうか。

　しかしあくまで大まじめに話す遠樽の姿に、失礼とは思いながら吹き出しそうになってしまう。

「やっとお笑いになりましたね」

　遠とお樽たるも頰ほおを緩ゆるめた。

「あ……」

　ようやく早少女さおとめは気付いた。

　もちろん警備上の合理的な理由もあるだろうが、それ以上に早少女を笑わせようと気き遣づかっていたのだ。

「社会的な状況の厳しさはもちろん、星ほし川かわ様は精神的にもデリケートな状態であるとお嬢様から伺っております。もちろん我々の立場としては、プライベートにまでは踏み込めません。ですが、護衛対象自身が憔しよう悴すいし、注意力散さん漫まんになっていては守りにくいというのも事実です」

　適てき度どな緊張感があるのはいい事なのですがね──そう付け加える遠樽の笑顔は魅力的だった。プロとして日々鍛きたえている誇ほこりと、単に命令された通りではなく、自らの意志と判断で仕事を果たそうという気概に満ちた表情。

　天てん弓きゆう院いんの警備員たちとはこれまで何度か顔を合わせ、仕事上の必要で言葉を交わした事はあった。

　だけど、こんな風に人間味を感じた事はなかったのだ。




　黒いセダンで送られてマンションに戻ると、家では鈴りん音ねが待っていた。

「おかえりなさい、お姉ちゃんっ！」

　ドアを開けた瞬間、飛びつかんばかりの勢いで出迎える。

「ただいま。今夜は泊まっていくんだっけ？」

　変へん装そう用のメガネを外しながら、早少女は訊たずねた。

「うん。ママもパパも、お姉ちゃんが心配だから側そばにいてやれって言ってたし」

　両親はもともと芸能活動に心から賛成という訳ではない。それでも、今回のようなトラブルに際して引退を勧すすめたりせず、こんな風に支援してくれる心こころ遣づかいが嬉うれしい。

　嬉しいけれど、同時に負担でもある。

「ママたちは、今日のオトリ作戦の事は……？」

「さすがにそれは内ない緒しよ。だってさすがに危ない事するなって止められそうだもん。だけどあたしはお姉ちゃんのためなら、ちょっとやそっとの危険やリスクやピンチは平気っ！　鷹たか奈なさんがちゃんと助けてくれるって分かってたし……あららっ？」

　大げさなガッツポーズのせいでズレたメガネをかけ直す。

「気持ちはありがたいけど……ほどほどにね」

　真さな愛えの発案による今回のミッションは早少女さおとめも賛同し、協力したが、できれば妹は巻き込みたくなかった。鈴りん音ねは行動力に富む反面、いろいろと脇が甘いところがある。前にもそれで大混乱を引き起こしかけたし。

「ま、オトリ作戦は一回で終わり。後はお姉ちゃんが文化祭に専念して没ぼつ頭とうして集中できるように、料理や洗濯や掃除やってあげるから！」

　くるりと回って、エプロンを着ける。

「泊まるのはいいけど、学校はどうするの？」

「週末までだし、ここから通っちゃうから大丈夫。教科書とか制服とか、ちゃんと全部持ってきてあるよ」

　部屋の隅には、旅行用の大きなバッグが置いてある。

「ここからだと一時間半くらいかかっちゃうよ」

　東京の西側から千葉県まで。ほとんど乗り換えしなくてもいいけれど、ラッシュ慣れしていない鈴音にはきついのではないだろうか。

「サラリーマンだともっと長時間通勤してる人もいるじゃない！　お姉ちゃんのためならその程度平気でへっちゃらで大丈夫だもん」

「ありがとう。ホント、感謝する」

「ね。お姉ちゃん、晩ご飯は何がいい？　何でもリクエストして！」

「ん。何でもいい。あまり食欲ないから、軽いもので」

　鈴音の声は明るいのに、会話は弾はずまない。

　理由ははっきりしている。早少女の方が落ち込んでいるからだ。

　トラブルの渦中にある早少女を励まそうと、わざとらしいくらいにテンションを上げているくらい理解できる。ずっと一緒に育った姉妹なのだ。

　それなのに早少女は、妹の気き遣づかいに応えられる余裕がない。

　自分の罪深さが苦しくて苦しくて、だけど──だからこそこの苦しさが癒やされてはいけないと思ってしまう。

　一かず大ひろを苦しめた罰なのだから。

「ダメだよ。歌だってお芝居と同じで体力なんでしょ？　だったらたっぷりがっつりしっかり栄養あるもの食べないと。何とか食べやすいように、努力して工夫して趣向を凝らしてみるね！」

　そう言って鈴音は鍋にお湯を沸かしてコンソメ顆粒を溶かし、小分けにして冷凍しておいた鶏の挽ひき肉にく、ミックスベジタブルを具にしてご飯を加え、最後に溶き卵を放って洋風のおじやに仕立てる。

　お手軽で消化によく、それでいてボリュームもある。鈴りん音ねなりの配はい慮りよが感じられる一品だった。

「いただきます」

「食べて食べて食べてっ！」

　ぱくっ。

「……ひょっとして美お味いしくない？」

　テーブルの向こうから鈴音が身を乗り出して訊たずねてくる。

「う、ううん。美味しいよ」

　鈴音に心配されるほど、自分の表情は曇っていたのか。

　ちゃんとした料理に仕上がっている事を、頭は理解するのに舌が美味しさを感じない。

　身体そのものが砂漠になってしまったみたいだ。

「そ、そうだ！　今唐突に突然に急に思いついたんだけど……」

　不自然なタメをつけて、まるで事前に用意していたセリフのように一気に吐き出す。

「一かず大ひろさんに電話してみたら？　お姉ちゃんにとっては一番の栄養でしょ？　も、もちろんあたしからもよろしくってあいさつしておくし」

「やめて！」

「え……？」

　思わず出した大声に、鈴音がきょとんとする。

「ほ、ほら……。今回の騒そう動どうじゃ彼にも迷惑がかかってるし、お互いにできるだけ接せつ触しよくは避けようって話になって……」

　協力は仰いでいるが、鈴音にはすべての事情を伝えている訳ではない。

　交際が発覚して、その対応のため文化祭で早少女さおとめがステージに立つ事になったというだけの説明だ。だから本当の恋仲ではない事も知らないし、既に早少女に背を向けているという事実も知らない。

「そ、そう？　でも、電話で話すくらいならファンの人とは関係ないでしょ？」

「えーと、ほら。夏休み前に鈴音が来た時に、変な混こん信しんがあったし」

「ああ！　そういえばそんな事が！　お姉ちゃん、あの後ちゃんと回線のチェックとか検査とか洗い出しとかしたの？」

「う、うん。まあね」

　前のごまかしを利用して、新たな噓うそを重ねる。

　こういうやり口が、いずれ致ち命めい的になるトラブルを助長する行為だと身をもって学んだはずなのに、早少女はまた繰り返してしまった。

「ごちそうさま。お風呂、入るね」

　スプーンを置き、立ち上がってバスルームに向かう。

　脱ごうとして初めて、制服のままだった事に思い当たる。普段なら食事の前に部屋着に着替えるのに、やはり精神的に余裕がないのか。レンタル衣装のチェックもしなければ。風呂上がりに試着するか。

　ワンルームマンションだから、狭いユニットバスだ。湯船の中で思いきり手足を伸ばしたいという願いは叶わない。それでもいつもは温ぬるめでゆっくり時間をかけるのだが、今日はただ強く熱い雨を素す肌はだに叩たたき付つける。

　複ふく雑ざつな身体の曲面に沿って、いくつもの激流が滑すべり落ちる。

　高音と水圧で、肌が痛い。

　もっと痛くなればいいと思ってしまう。

　これではまだ足りない。自分を責め、犯した罪にふさわしい罰を求めよ。

　幸せになってはいけない。

　安らぎを望んではいけない。

　成功や栄光を手にしてはいけない。

　そんな音のない糾きゆう弾だんの声が、己の内側から囁ささやいてくる。

　嫌われただけなら、また振り向いてもらおうとも思える。

　だけど現状を招いたのは早少女さおとめの──早少女たちの浅はかで身勝手なごまかしだ。

　事実を部分的に伏せていたという一点では同じであっても、女の子の側の苦く境きようを救おうとした一かず大ひろの努力や苦労とは正反対の行為だ。

　不安と自責と悲しみで、叫びそうになる。

　けれど、今声を上げれば鈴りん音ねに聞かれてしまう。きっと妹は心配し、慰なぐさめ、励ましてくれる。それさえも罪の重さに見合わない、温かな慈しみだ。

　だから早少女は泣かない。唇をそっと嚙かみしめる。

　体中を覆う水流が、涙の代わりだった。




「大丈夫、なのかな……」

　スポンジで鍋を擦こすりながら、鈴音は呟つぶやいた。手元の蛇口と後方のドアを隔てたシャワー、二つの水音に小さな声が紛まぎれる。

　気丈に振る舞ってはいるけれど、早少女の様子はおかしい。

　初対面のファンにアホっぽいとか言われてしまう鈴音にだって、そのくらいは分かる。いくら演技でごまかそうとしたって、ずっと一緒に過ごしてきた姉妹なのだから。

　彼氏の存在がネットで知られたのだけが原因とは思えなかった。

　あの態度は、ただ戸惑ったり困ったりしているのとは違う。もっと何か──傷ついているように感じられた。

　例えば今回の騒そう動どうで事務所から叱られたとかなら、家族相手に愚ぐ痴ちるくらいはしたっていいはずだ。いくらしっかり者の姉と頼りない妹でも。

　学校で問題になっている訳でもない。オトリ作戦に当たってクラスメイトたちとも話し合ったけれど、みんな早少女さおとめが声優である事を受け入れ、迷惑なファンから守ろうとしてくれていた。

「ひょっとして……一かず大ひろさんと上手くいってないとか……？」

　食器を洗う手が止まった。

「まさか、ね」

　ぶんぶんと頭を振って、浮かび上がった疑念を追い払う。笑おうとしたけれど、口元が強こわ張ばって上手くいかない。

　もしも二人が別れてしまったら、自分にとってもチャンスかも知れない。

「バ、バカッ！　何考えてるのよ、あたしってば！」

　物思いにふけっている間に、蛇口からの水で洗剤が流れ去っていた。

　改めてスポンジを泡立てて、ゴシゴシゴシゴシと力を込めて鍋を洗う。まるで己の脳のう裏りに浮かんだよこしまな発想まで擦こすり落とそうとするみたいに。

　勢い余って飛び散った白い泡が、鼻のあたりにくっついた。

　確かに一大は素敵だと思う。彼氏にするなら、あんな人が最高だ。

　だけど自分が出会うよりも先に姉とつき合っていた人を横取りするなんて、絶対にできない。

　自分が好意を持ったのは『早少女の彼氏である一大』なのだ。

　そもそも売り出し中の声優に彼氏がいると発覚する──そのリスクは、当の鈴りん音ねが夏休み前に一大に警告し、何とかして引き離そうとした。結果はこちらの先走りとやり過ぎ、思い込みをたしなめられただけだったが。

　その時、思ったのだ。

　この人なら大丈夫、何があっても恋人を見捨てるような人ではない、ピンチの時には支えてくれると。

　この程度のトラブルで、一大の気持ちが揺らぐはずはない。そう鈴音は信じている。

　では──早少女の方はどうだろう？

　一大を嫌いになるとは思えない。その理由もない。

　だけど早少女さおとめの立場になってみれば自分のトラブルにあの人を巻き込んでしまった形になる。その事を気に病んでいるのではないだろうか。

　迷惑をかけた後で好意を抱いた鈴りん音ねとは違う。現につき合っている立場なら、苦しさもひとしおだろう。

　それでも一かず大ひろと別れられないなら、彼の負担を減らす方法は──。

「そ、それこそまさかだよねっ！」

　はっきり声に出して、己の思いつきを否定する。

　一大は魅力的な彼氏だ。もう一つの宝物と比べても、充分に天てん秤びんは釣つり合う。

　もしもどちらか片方しか選べないとしたら？

「お、お姉ちゃんはあたしと違うもんっ！　ちゃんと両方、どっちも、全部、やりたい事はやり遂げる人だもんっ！」

　早少女に幸せになってもらいたい。声優としても、一人の女の子としても。

　それも、こっちが一方的に決めつけた幸福ではなく、早少女自身が選んだ形で。

「だからこそ、今だってこうして来てるんだもんねっ」

　今度は、上手く笑えた。

　すすぎ終わった鍋を布巾で拭ふくと、きゅっと心地よい音が鳴った。




　その頃──。

　天てん弓きゆう院いん家でも、真さな愛えと志し束づかがディナーを取っていた。

　シャンデリアで照らされたダイニング、純白のクロースを掛けた大きなテーブルに二人だけが着き、周囲にはメイドが控えている。

　この家では、食事は単なる憩いこいの時ではない。然しかるべきマナーを習慣として身体に染み込ませるための練習でもある。背負っている社会的な責任の大きさに、日常のすべてが繫つながっている。

「志束おばさま。わたくしのわがままを聞いてくださり、ありがとうございます」

　旬の新鮮な黒くろ鯛だいを用いたムニエルをナイフで小さく切り分ける。

　本格フレンチの技法を用いつつ、素材そのものの淡泊な味を活いかす丁てい寧ねいな仕事だ。料理人の仕事ぶりを頭では理解できても、なぜか舌は歓かん喜きに震ふるえない。

「構かまわないわ。確かに、あなたの言う通り財団にとってもメリットがある事だし、わたしには欠けていた視点だもの」

　答えて、志束もフォークで料理を口に運ぶ。

　昨夜、志束が帰宅した後、真愛は事情を全て説明した。その上で、今日からはきちんと謹きん慎しんする事、近いうちに財団継承に関わる今後の身の振り方についてきちんと結論を出す事を誓ちかった。

　そして自分が外出を控える分手て空すきになる警備員を、正式に早少女さおとめのガードに充てるよう頼んだのである。

『早少女さんがうるさいファンにつきまとわれ、私生活に関する話題がさらに広まるようになれば、当然一かず大ひろ様の顔や名前も知れ渡ってしまいます。現状で一大様のプライバシーを守り、情報の流出を抑えるのは天てん弓きゆう院いんの利益とも一致するのではありませんか？』

　この提案を、志し束づかは受うけ容いれたのだ。

　万一関係者の目に留まり『どうして天弓院の警備員が声優に付いているのか』と訊たずねられても、早少女が真さな愛えの親友だからという名目もある。

「むしろ喜ばしいと思っているわ。真愛、あなたがそこまでの思慮深さと、広い視し野やを身に付けているという事が」

「アルバイトなどで多くの人に接し、外の世界を見た経験の賜たま物ものですわ」

　だからこれからも──続けたい言葉を、ぐっと飲み込む。

「だけど、もう正式に辞めたのを忘れないで。今後についても、きちんと結論を出すと約束した事も」

「はい。承しよう知ちしております」

　早少女のスキャンダルはネットで一部の熱心──というか極端なファンが騒いでいるだけで、今のところはそれ以上に拡大する気配はない。

「現場の遠とお樽たるの報告だと、八や木ぎ本もと君本人は今日は星ほし川かわさんと別行動で、さっさと帰宅したらしいわね。懸命な判断だわ。彼自身はファンにとっても最優先のターゲットではないだろうし。こちらとしても、二人一緒のところをまた写真に撮られたりしたら、三み隅すみたち非主流派の目に触れる危険も増えるしね。何とかこのまま……」

　幸いにして今のところ親族や財団関係者の中に、早少女事件と真愛を結びつけて考える者は現れていない。志束としては騒そう動どうが下火になって、表向きは真愛と無関係のまま自然鎮ちん火かするのを期待しているのだ。

「そ、そうですね」

　一大が早少女と離れた本当の理由を、真愛は知っている。

　彼の事だから学校の友人には当たり障さわりのない理由をつけてニセの恋人を続けているだろうが、実際には早少女を拒きよ絶ぜつしているのだろう。

　恋こい敵がたきの失脚を喜ぶ気にはなれない。

　それは、真愛自身の姿でもあるからだ。

　こちらはそもそも会えないから、わざわざ拒こばむ必要さえないというだけの話。

　バイト仲間として、ニセの恋人として──口実を作って会えていたのが遠い過去のように思えた。

　自分が早少女さおとめへの対抗心から志し束づかの束縛を抜け出し、強引に他の二人を呼び出した事が、結果として今回の破は局きよくを招いてしまった。

　もしも我慢してじっとおとなしくしていれば、三人が陰で通じているのを一かず大ひろに知られる事もなかったはず。スキャンダルは一時の嵐として通り過ぎ、予定通りちゃんと仕切り直すチャンスがあったはず。

　抜ぬけ駆がけをせず、公平に再スタートするという誓ちかいを信じられなかったのは、真さな愛え自身も立場が違えば約束を違たがえていたからだ。

　現に、鷹たか奈なは機に乗じた。

　早少女だって関係を否定せず、噂を利用した。

　こんな自分たちの猜さい疑ぎ心しんとエゴが、最悪の結果をもたらしてしまったのだ。

「真愛。将来の事だけど──」

　この件の重要度はもう低いと考えたのか。志束が話題を変える。

「あなたがもっと見聞を広めたいというのなら、例えば留学というのはどう？　身内の煩わずらわしさと距離を置けるし、海外の人脈作りもできるわ」

「い、一応考えてはみますけど……」

　それは、一大と会うのがますます難しくなるという事だ。

　気持ちがすれ違っているという今の問題だって解決は難しいけれど、物理的に引き離されては街で見かける偶然さえあり得なくなる。

　だからこの国に、この街に留まっていたい。

「何にせよ、あなたの決心次第。今のまま地元に腰を据えて、というのであればそれでも構かまわないわ。実力を身につけたいというのなら、経営学や各国語について家庭教師を招くという手もあるし」

「そ、そうですね。そちらの方がわたくしとしては……。日本の方が肌に合いますし」

　こちらなら、まだしもチャンスはある。

　今までの事を一大に謝り、理解してもらい、改めて関係を築いていけるかも知れない。

　その上で自分が財団を支えるだけの力を持てば──。

「どちらにしても、その前にきちんといい人を選んで、婚約の形を整えた上でね。海外で変な虫が付かないようにしなきゃならないし、まずは分ぶん割かつ派や乗っ取り派を黙らせるのが先せん決けつ」

　しかし、芽生えかけた希望は即そく座ざに摘み取られる。

「あなたがなかなか納なつ得とくできないのも当然よね。富豪の跡取り娘に無む理り矢や理り婚約を勧すすめる保護者なんて、物語の中では悪役と決まっているもの。でもね、お話というのは現実にはあり得ない甘い夢。だから美しく、感動的なのよ」

「……はい。承しよう知ちしております」

　微かすかな自じ嘲ちようを含んだ志し束づかの言葉に、真さな愛えもうなだれるしかできなかった。

　今は、まだ。




　昨日も今日も家の用事というのは単なる口実で、実際に何かする事がある訳ではない。かと言って、出かける事も避けたい。学校の仲間とばったり会うのはもちろん、早少女さおとめのファンに見つかったりしても面倒な事になる。

　だから一かず大ひろは真まっ直すぐ帰宅するしかなかった。

　昔からの静かな住宅街なので、余よ所そ者ものは目に付く。明るいうちならなおさらだ。今のところは不審者や尾行者の姿は見当たらない。

「顕あけ美みおばさんに確認する……までもないか」

　何かあったなら、向こうから言ってくるだろう。

　それに氷ひ魚お家に顔を出して鷹たか奈なが現れたら、どう反応すればいいのか分からない。

　何をする気も起きず、居間にカバンを放り投げて、そのまま風呂場に向かう。むしゃくしゃする頭を少しでもすっきりさせたくて、冷たく強いシャワーを浴びる。

　それでも、もやもやは晴れない。

　タオルでざっと髪を拭ぬぐい、まだ陽ひがあるのにパジャマに着替えて居間に戻る。

　テレビを点つける。夕方のニュースショーではレポーターが最新グルメ情報を喋しやべっているけれど、内容は右の耳から左の耳へと素通りしていく。

　意味のある言葉ではなく単なるノイズだが、一人きりの静せい寂じやくよりはマシだ。何でも構かまわない。外からの刺激がないと、自分の中に溜たまった何かが同じループをぐるぐると繰り返してしまう。

　行動も思考も、昨日と同じ繰り返し。

「はぁ……」

　それでも意識は画面に向かわず、大きなため息が漏もれる。

「オレ、何やってんだろうな……」

　瞬間的に激しく燃え上がり、爆発していたらむしろ簡単だった。これが『怒り』だという事がはっきりする。

　けれどこの胸にわだかまっている感情を何と呼べばいいのか、自分でも分からない。

　憤いきどおりは間違いなくあるのだけど、同時に気まずさも感じている。

　本気で自分が一方的な被害者だと思っているのなら、もっと一直線に三人を批難したっていいはずなのに、半分は逃げるような態度を取ってしまっている。

「ひょっとして、困らせたいと思っているとか……？」

　ちょっとサディスティックな復ふく讐しゆう心しんというか、いじわるをやり返すという気持ちがないとは言い切れないけれど、それもメインではない。

　結局、一かず大ひろ自身も後ろめたいのだ。

　だからこそ、直面から逃げている。

　もしも早少女さおとめたちにハメられたのだとすれば、それは一大の方にも『彼女が欲しい』という欲があったからだし、ニセの彼氏役で役やく得とくも感じていた。確かに苦労も混乱もあったけれど、楽しかったのも事実だ。

　デートしたり、特別な相談を受けたり、手作りの弁当を食べたり、腕を組んだり、触れそうなくらい顔が近づいたり──『みんなのいい人』では味わえない体験。誰かにとっての特別であるという喜び。

　あれが全部噓うそで、お芝居だったというのだろうか。

「……本職の早少女はともかくなぁ……」

　一六年一緒に育った身として、鷹たか奈なは陰謀が得意ではないと確信できる。基本的にはシンプルな人間だ。

　本当に好きなのにその気持ちを隠して『ニセ彼女』を続けるのと、おちょくるという真の目的を伏せて『ニセのニセ彼女』を演じ続けるのと──どちらなら、鷹奈に実行可能だろうか。

　真さな愛えだって思ったよりしっかりしているというか芯が強いところもあるけれど、やはり世間知らずだ。

　もしも彼女がこっそり一大をからかって喜ぶような人間なら、『スウィート・ドロップ』での態度こそ全部偽ぎ装そうという事になってしまう。いくら何でもそれは無理だ。

　では、何が真実なのか。彼女たちの真意はどこにあるのか。

　それを確かめるのは、はっきり言って怖い。

　三人が三人とも本当に自分が好きだなんて考えるのは、あまりに都合のいい夢を見ているのではないか。それが真実なら、どうして本当の気持ちを伏せていたのか。

　状況は複ふく雑ざつ怪かい奇きを通り越して支し離り滅めつ裂れつだ。

　運命の嫌がらせにしても、訳が分からなさすぎる。

「あーっ！　もうっ！」

　いらだちがまた高まって、思わず濡ぬれた髪を搔かきむしる。

　テレビでは女性レポーターが美お味いしそうにラーメンをすすっていたが、一かず大ひろの方は食欲なんか湧いてくるはずもなかった。





第４話　不在の金曜日







　人間はストレスやいらだちが募ると、日頃当たり前にルーティンでこなしている事が雑になる。自分自身を労いたわらなくなる。メンタルの危機は、まず身の回りの掃除をしなくなったり、着るものや食事に無む頓とん着ちやくになるという形で現れるという話もある。

　風呂上がりのタオルも大ざっぱ。夕食も面倒くさくてカップ麵一個。さっさとベッドに潜り込んだけれどなかなか寝付けず、自分の体温で寝床が暖まりすぎて寝苦しい。外からの情報が入らないと余計な事ばかり考えてしまうので、無む意い味みに数を数えたり、年表や公式をリピートしたり。

　ジリリリリリリリ！

「……ん……」

　眠れたのは何時ごろだったのか。

　一大はいつも通り七時ちょうどに目覚まし時計に叩たたき起おこされた。

　手を伸ばしてベルのスイッチを切ったが、まだ頭がガンガンする。

「寝不足……？」

　呟つぶやくと同時に、鼻の穴からつーっと何かが垂れてくる。ぶるっと身体が震ふるえる。

「ひょっとしてカゼか？」

　額ひたいに手を当てると確かに熱っぽい。

　のろのろとベッドから這はい出だし、念のために体温計で測ってみる。八度二分だった。

　一人暮らしを始めて以来、本格的な病気は初めて。昨日、マスクを渡された時の軽口が現実になってしまった。

「こりゃ、休んだ方がいいかなぁ……」

　早少女さおとめと顔を合わせない大義名分が立つ──そんな風に考える自分が情けないとは思いつつ、担任に電話をかけて事情を説明する。

『そうか、分かった。まあ、八や木ぎ本もともいろいろ大変だったからなぁ』

　これまで公表はしていないが当然担任は早少女の仕事を知っているし、今回の騒ぎだって耳に入っている。その上で、余計な口を挟まずに見守っていたのだ。

『無理せずに休め。どうせ今日は授業なしだからな』

「はい」

　日頃の信頼があるせいだろう。仮病と疑われたりはしなかった。何しろ一人暮らしをしてるのに入学以来無遅刻無欠席なのだ。

　金曜日は文化祭前日。通常授業はなく、まる一日設営に当てられる。しかも幸いにして一かず大ひろは無任所の遊軍。彼でなければ務まらない責任は背負っていない。

　ふと、早少女の事が頭をよぎる。

　声優さつきほしみは何本かのレギュラー番組を抱えている。それは、彼女にしかできない役目だ。

　早少女はこれからも、何事もなかったかのように仕事を続けていくのだろうか。

「……オレが心配する事じゃないよな」

　呟き、キッチンへと向かう。

　まず、何か腹にいれなければヤバい。こういう時のためにストックしてあるレトルトの玉子がゆを温めて胃を満たし、スポーツドリンクで水分とミネラルを補給する。ほとんど味は感じなかった。

　さっさと医者に行った方がいいのだろうけど、だるいのと眠いので外へ出る元気がない。常じよう備び薬やくを飲んで、毛布を一枚追加してからもう一度ベッドに潜り込む。

　静かだ。

　何の音も聞こえない。

　夜とは違う、明るい静せい寂じやくはかえって孤独を際立たせる。

　無人の家に、病気で一人ぼっちと考えるとさすがに不安がわき上がってくる。

　こんな時は、誰か側そばにいてほしい──家族はもちろん、自分が選び、相手からも選ばれているパートナーが。

　多分、こういう気持ちは生き物としての本質に深く関わっているのだろう。

　ぼうっとした意識は、すぐにまどろみの中へ沈み込んでいく。

　浅い夢の中で女の子が、優しく微笑ほほえんでいるような気がした。

　それが誰なのかは、ぼやけて分からなかったけれど。




　いつもならとっくに登校する時間になっても、一かず大ひろが姿を見せない。

　顔を合わせるのがつらい。だけど会えないのも苦しい。

　パラドックスが早少女さおとめの胸を締め付ける。

　昨日のように話さなくてもいいようギリギリに来るのかと思っていたが、始業のチャイムが鳴ってもまだ来ない。

　まさか、何かあったのか。

　学校に来られないようなトラブル。例えば交通事故とか、タチの悪いファンに何かされたとか。

　胸に触れると、速まる鼓動が手のひらに伝わる。

　自分が昔のストーカーに襲われそうになった時や火曜日学校から離れて戻らなかった時に、一大もこんな気持ちになったのだろうか。

　すぐにでも電話して消息を確かめたいけれど、今はそれができる状況ではない。

　そこへ担任が現れた。

「あー。八や木ぎ本もとは欠席だが、風邪で休むという連絡があった」

　ほっ。

　安心したのは、深刻なトラブルがないからだろうか。

　それとも顔を合わせなくて済むからだろうか。

「病気じゃ仕方ない。その分、オレたちが頑張ろうぜ！」

　今日は朝のＨＲだけで、後は全部文化祭の準備だ。梶かじ木きの号令で、作業が始まる。

　二年三組はクラス企画がステージ公演なので、当日教室は使わずにバンド＆その他人員の控え室になる。そして今日はリハーサル室。手て空すきの男子が中心になって、不要な机と椅子を倉庫へと運んでいく。

「じゃ、あたしたちも行きましょ！」

「う、うんっ！」

　ミキに手を引かれ、早少女さおとめは他のバンドメンバーと一緒に、隣の二組に顔を出す。

「おはようございまーす。二年三組でーす。今日は教室でバンドのリハやるんで、ちょっとうるさいですけどよろしくお願いしますっ！」

「ああ。ウチはお化け屋敷のセッティングだから、音は別に大丈夫。頑張れよ」

　元気よく頭を下げるミキに、二組の級長が笑顔で答える。

「ほら。早少女ちゃんも」

　肘ひじで小突かれて、一緒にお礼を言うべき自分が棒立ちしていた事に気付く。

　教室で大きな音を出すから、周囲のクラスに理解を求める必要があり、こうしてあいさつ回りをしているというのに。

「あ、あのっ！　ご理解ありがとうございます！」

「もうっ！　八や木ぎ本もと君がいないからって落ち込んじゃダメだよ？　あ、そうだ。放課後お見舞いに行けばいいじゃない」

　昨日と同じ勘かん違ちがいで、ミキが笑う。

「……うん……。でもまだ本調子じゃないから、バンドの練習もみっちりやらなきゃいけないし……」

　教室で練習するのは、日中だけ。夕方以降はまた貸しスタジオを使う予定になっている。

「彼氏に会いたい気持ちを無理に抑えたって、結局集中できなくて上手くいかないってば。責任感が強いのはいいけど、素す直なおになろうよ」

　目を細めたミキが、早少女の脇腹を肘でぐりぐり抉えぐった。

「う、うん……」

　曖あい昧まいにごまかすしかない。

　元気なフリを装うのも辛くなってきた。

　鈴りん音ねに心配されるのは自宅で油断しているからかとも思ったが、学校でも感情が隠せなくなっている。周囲が違う理由に誤解してくれるおかげで、不自然になっていないのがせめてもの幸いだった。

　こんな状態で、当日大丈夫なのだろうか。




　次に一かず大ひろが目覚めたのは、午後の四時過ぎだった。

「ん……」

　まず不快な布団をはね除のけて起き上がる。シーツは汗を吸ってじっとりと湿っていた。

　たっぷり休んだおかげで朝よりはマシなコンディションだがまだ鼻はぐずるし、身体も熱っぽくてだるい。身体の節ふし々ぶしに痛みがないのがせめてもの救いだ。医者に行くか行かないかは微び妙みようといったところだが、やや時間が遅い。

　朝にさっさと決断して実行するか、あるいは三時頃にでも目覚ましをかけておけばよかったのだ。今まで一人暮らしでも身体を壊した事はないので、こういう時の対たい処しよは不慣れだった。

「間抜けだったな……」

　独りごちて頭を搔かくと、髪もべたつく。

　とりあえず汗に濡ぬれたパジャマと下着を脱ぎ、新しいシャツとパンツ、そしてスウェットの上下に着替える。シーツも交換だ。さすがに食欲はまだないので、またスポーツドリンクを補給する。空になったペットボトルを、分別ゴミ箱に放り込む。

「一人暮らしだと、こういう時は不便だよなぁ……」

　鷹たか奈なにお願いするか──一いつ瞬しゆん頭に浮かんだ考えを追い払う。

　さすがに今は何かを頼むのは無理だ。

　今日いっぱいはコーラとかお茶とか他のもので間に合わせて、明日になっても回復しなければ病院に行ってその時買い物も済ませよう。

　そんな事を考えていると──。

　ピンポーン。

　玄関のチャイムが鳴った。

「ん？　誰だ？」

　階段を下り、居間のインターホンに出る。

「はい。どちら様ですか？」

『……』

　人の気配はあるが、返事はない。

　誰かのいたずらか。まさか、早少女さおとめの追っかけとか。

「もしもーし。どなたですか？」

『あ、あのっ！　カズっ！　あたしっ！』

　聞き慣れた声。鷹奈だ。

『ご、ごめんっ！　ちょっと切らないで！』

　切る──そんな事は考えもしなかった。確かにここ数日の流れからすれば、一かず大ひろの方でコンタクトを遮断するのもあり得ない話ではないが。

　そもそも今までの鷹奈だったら何の遠慮もなく、勝手に八や木ぎ本もと家に上がり込んでいただろう。

『カズが風邪だって聞いて……。一人暮らしで不便だろうと思ったから、とりあえず買い物だけしてきたの』

「そ、そうか？　あ？　でも……」

　どうして鷹たか奈なが、自分の病気の事を知ったのか。

『早少女さおとめから教えてもらったんだ』

　まるで頭の中を読み取ったみたいに、鷹奈は疑問に答えてくれた。

　風邪で病欠した事は担任から早少女に伝わっている。

『その……何があっても、あたしとカズが幼なじみでお隣さんだって事だけは変わんないんだし……。嫌われてても、困っていたら助けるのは変な事じゃないよね？』

「ん……。ま、まあな。そ、その……どうもありがとう」

　感謝の言葉がぎこちない。

　早少女が直接自分で来なかったのは、文化祭のリハーサルなどで忙しいからというだけではない。一かず大ひろが三人を拒きよ絶ぜつし、コンタクトを拒こばんでいる現状でも、何とか自然に見舞いができるのは鷹奈一人だ。

『あ、あたしも今は顔合わせづらいから、買ったものだけ置いてく。でも、あたしも早少女も真さな愛えも……今は本当にカズの事が好きだっていうのは絶対ウソじゃないから！　からかったりしてた訳じゃないから！　それだけは信じて！』












「お、おいっ！　ちょ、ちょっと待て！」

　インターホンの受話器を置き、玄関の鍵を開ける。

　そこにもう鷹たか奈なの姿はなかった。

　ドラッグストアのビニール袋がぽつんと置かれているだけ。

　顔を合わせづらいのは一かず大ひろも同じだ。

「……ありがとな」

　だからもう一度礼を言って、鷹奈の置き土産みやげを手に中へ戻る。

　袋の中身はスポーツドリンクのペットボトルが二本と、レトルトの雑ぞう炊すいとおかゆ、朝食ゼリー。どれも一大が好きな品だ。風邪薬は詳しい症状が分からないためか、普通の総合感冒薬だった。

「あいつ、ウチの台所とかだいたい知ってるからなぁ……」

　さっきの言葉を思い出す。

　単にニセ恋人というだけの関係ではない。親友同士の子供であり、幼なじみであり、お隣さんであり──鷹奈と自分の間にはいろんな絆きずなが重なっている。

　たとえ彼氏役をやめても、家族ぐるみのつき合いだから完全に縁を切るのは難しい。

　これからもお互い八や木ぎ本もと家と氷ひ魚お家の一員である以上、曖あい昧まいに忌き避ひし合っているままではいられないのは確かだ。火曜に喫きつ茶さ店てんで事実を知った時のような、そっけなく敬遠する態度をいつまでも続ける訳にもいかない。

「……落ち着いたら、鷹奈とはちゃんと話し合わないとな」

　それは鷹奈一人に限った話ではないのだが、今は敢あえて目を逸そらす。

　ひとり呟つぶやくと、一大はスポーツドリンクをコップに注つぎ、喉のどへと流し込む。

　弱った身体に染み渡る潤いが心地よかった。




　部屋に戻ると、鷹奈はケータイを取り出した。

　普段あまりメールは使わないので文章を入力するにももたもたして、何度も誤変換しては書き直す事を繰り返す。

　宛先は壇だんマツリ──真さな愛え付きのメイドである。

　真愛本人はケータイを持っていない。今回の件については志し束づかにきちんと説明して了解を得ているが、その代わりに家の中でも謹きん慎しんして行動を制限されているので、必要な連絡はマツリを介する形になっているのだ。

　書いている内容は、一大に関してではない。

　はっきりと決めた訳ではないが、彼に関する事は一種のタブーになってしまった。目的は彼のためであっても、具体的には彼に会わずに文化祭のために協力するだけ。語られるのは病気で学校を休んだから助けてやってほしいというような、必要最小限の連絡だけである。

　真さな愛えに伝えるのは、早少女さおとめに関する状況報告だ。

　一かず大ひろの病気の事を連絡してきた時の、早少女の様子は明らかにおかしかった。

　平静を装っているけれど、声から憔しよう悴すいがはっきり伝わってきた。一大を心配してとか、単に騒そう動どうで心労が重なってとかいうのとは違う。

　空手の試合などで、対戦相手から時々あんな気配を感じる事がある。

　勝負を諦めて自じ暴ぼう自じ棄きになり、さっさととどめを刺して欲しがっているような──。

　もちろん鷹たか奈なは『何かあったの？』と問いかけたが、『別に平気』と答えて電話を切られてしまった。

　前に指し摘てきされた通り、鷹奈は他の二人に比べて『社会』を背負っていない。ニセ彼氏を頼んだのも、ごく個人的な感情の問題だ。

　もしも早少女が抱えている悩みや苦しみが己の技量──能力の問題だったら、芸能と武術という畑違いなりに助言する事も叱しつ咤たする事もできるけれど、仕事の責任に関する事なら鷹奈には手出し不可能な領りよう域いきだ。

　だから、真愛に伝える。

　彼女も自由に動けない身だけど、今は他にできる事は何もない。

　気が利き、フットワークが軽く、いろんな事に対応できる──こんな時に一番頼りになるはずの一大とは、自分たちのせいで話し合えなくなってしまったのだから。

「……よしっ」

　四苦八苦しながらどうにかメールを書き上げ、あらかじめ教えてもらったマツリのアドレスへと送信する。

『ｅｒｏｍａｉｄ＠ｔｅｎｋｙｕｕｉｎ．ｃｏ．ｊｐ』というのはちょっと気にならないでもなかったが。

「カズ……大丈夫かな……」

　一仕事を終えると、胸の奥に蓋をして閉じ込めたはずの不安が、隙すき間まから煙のように漏もれ出だしてくる。

　一人暮らしを始めて一年半。家事全般はそつなくこなしているけれど、病気で寝込んだりしたのは初めてのはず。面倒を見てあげた方がいいのだろうか。

　だけど鷹奈自身風邪を引いた事すらない超健康優良児で、看病なんてどんな風にしたらいいのか分からない。食事だってせいぜいインスタントしか作れない。洗濯だって苦手だ。

　それでも今週の初めに同じ事が起きていたなら、お隣さんをいい事に強引に上がり込んでいただろう。

　だけど今は一かず大ひろの顔を見るのが怖い。

　きっかけは早少女さおとめの騒そう動どうでも、最初に破は綻たんのトリガーを引いたのは鷹たか奈なだ。

　昨日の今日で、これを抜ぬけ駆がけのチャンスと思うほど思い上がってはいない。実際、逃げるように隣家を離れてしまった。

「ああっ、もうっ！」

　ベッドに転がり、両手で顔を覆ってばたばたと脚を暴れさせる。

　思い出すと、自分らしくない卑ひ怯きような振る舞いに今さら腹が立ってくる。

　恋をして、以前よりも女の子らしくなったという自覚はある。

　だけど女の子らしいというのはファッションに気を遣ったり、好きな人のために料理を作ってみたくなったり、おしとやかになろうというだけではない。

　ライバルを出し抜こうとズルをしたり、嫌われたくなくて隠し事をしたり、嫉妬や独占欲に惑わされたり──自分にそんな面がある事も、恋と一緒に知ってしまった。

　もやもやした気分を吹き飛ばしたくて、サンドバッグの前に立つ。

　鷹奈専用として頑がん丈じように作った特注品で、中学時代からずっと拳こぶしや蹴りを受け止めてきた品だ。外側の革はかなりすり切れている。

「はあっ！」

　気合いを込めて、正拳を放つ。

　ズンッ！

　衝撃で、家全体が震ふるえた。

　サンドバッグを吊つるしているチェーンがぎしぎしと不快な音を上げる。

　物心ついた頃から何度も何度も繰り返した、最も基本のシンプルな一撃。

　頭が余計な事を考えていても、身体はなかば自動的に技を繰り出す。

　そう言えば、カズに教えた技だったっけ──あの日の触れ合いを思い出すと、胸の奥がキリキリと痛んだ。

「ふぅ……」

　大きくため息をつく。

　これまで──恋心を自覚するまで、本気で悩んだり困ったりした経験はほとんどない。勉強が苦手でもスポーツ推薦で入学できたように、大概の問題は持って生まれた拳の力で解決できたのだ。

　だけど形のないものは叩たたき壊せない。

　己の内側にはパンチもキックも届かない。脅おどして追っ払おうとしても、逃げ込む先はこの胸の中だ。

　こんな怪物と、どうやって戦えばいいのだろう。

　握っていた拳こぶしを、ゆっくりと開く。

　恋も、戦いも、ひとりでは成り立たない。必ず相手が要る。

　そして殴った手は、同時に同じ強さで反動を受け止めている。ただ、鍛きたえていて慣れているから痛みとして感じていなかっただけ。

　こんな当たり前の事も、今までの鷹たか奈なは認識していなかったのだ。





第５話　激動の土曜日







　そして明けて土曜日。

　カーテンを透かして届く朝の光が、一かず大ひろの目を覚ました。

　七時ちょっと前。鳴り出す前に目覚ましを止める。

　辛い──というほどではないがダルい。ちゃんと食事を取っていないからという事もあるだろうが。

　額ひたいに手を当てると微熱。頭痛や鼻水はほとんど治まっている。

　これなら登校しても大丈夫だろう。

　しかし、一大は今日も担任に電話を掛けた。

「申し訳ありません。まだ体調が……」

『そうか。大事にしろよ。明日の本番には来られるといいな』

「クラスのみんなに謝っておいてください」

『どうせウチのクラスは企画が星ほし川かわのステージだからな。今日はそんなに人手はいらない。ゆっくり休め』

　優しい言葉を残し、電話は切れた。

「はぁ……」

　一度ため息をつくと、片手鍋にお湯を沸かしてレトルトのカニ雑ぞう炊すいを温める。

　体調もまだ万全ではないし、汗臭いけれど朝のシャワーを浴びる時間もない。だけど、それらは些さ細さいな事。

　欠席を決め込んだ最大の理由は、もちろん早少女さおとめに会いたくないからだ。

　感情が不安定になっている上に、体調も崩れているので、言葉や態度のコントロールが危うい。

　早少女本人ならそれでもアドリブで調子を合わせてくれるかも知れないけれど、不自然になってクラスメイトに疑われる恐れがある。

　いろいろ無理を通して実行する事になったクラス企画だ。自分のミスで台無しにでもなったらクラスどころか学校全体に迷惑がかかってしまう。

　いっそこのまま当日も病気を理由に欠席してしまおうか。幸いにして遊撃要員で専任の仕事はないのだし。

　早少女はプロフェッショナルとしてそれなりにステージをこなすだろうし、最大の問題が片付いたらその後はその後の事だ。

　逃避だと分かっていても、具合が悪いと思考はどんどんネガティブで投げやりな方へと転がっていく。

　そんな事を考えているうちに、キッチンタイマーが五分経過をベルで知らせた。

　コンロの火を止め、レトルトパックから丼に雑炊を移して、レンゲですくって口に運ぶ。

　魚介ダシの効いた香りが鼻をくすぐり、弱った胃に食欲を甦よみがえらせる。昨日とは違って、ちゃんと嗅きゆう覚かくが働いている。

　早少女が連絡して、鷹たか奈なが買ってきてくれたものだ。

　そう考えると、今の自分は彼女たちのおかげで命を繫つないでいるという事になるのか。

「いや。さすがにそれは大げさすぎ！」

　頭の中に浮かんだフレーズに、セルフツッコミを入れる。

　実際助かっているけれど、あの時点では乗り切れそうな雰囲気だったし、強引に買い物に行く事だってできたはずだ。

　ただ、どれだけ避けても一度できてしまった縁というのはなかなか切れない。

　さっき思いついた文化祭当日まで逃げるというやり方が本当は正しくないなんて事は、自分でも分かりきっている。

　鷹奈がお隣さんであるのと同様、早少女だってクラスメイトだ。少なくともこれからまだ一年以上、顔をつき合わせる事になる。問題を先延ばしするだけではいけないのは明らかなのだ。

　雑ぞう炊すいだけでは補えないビタミンを補充するためチューブゼリーも口に入れ、食後に風邪薬のカプセルを飲む。これは、昨日の置き土産みやげではない。常備しているものだ。

「間に合ってるのに、気ぃ使ってくれたんだよな」

　考えてみれば薬も含めて結構な量だから、決して安い値段ではない。立て替えてもらった分も支払わなければならない。

　ただ、このタイミングでそういう話をするのも他人行儀で、ことさらに形式を押しつけているような印象になってしまいそうだ。

「……簡単には済まないんだよなぁ……」

　実のところ問題は何一つ解決していないので、起きているとロクでもない事ばかり考えてしまいそうだ。

　風邪で病欠という事になっているし、体調が万全でないのも事実。

　ここは逃げに徹して寝てしまおう。薬の注意書きにも『眠くなる事があります』と書いてあるのだし。

　使い終わった丼に水を張り、一かず大ひろはのろのろと自室へ戻ってベッドに潜った。




「二年二組、お化け屋敷にいらっしゃ～い」

「こちらは人間チェスでーす。参加者募集中！」

「歴史研究会の研究発表講演、視聴覚室で一時からです。ぜひご来場を」

　さまざまな呼び声、歓声、それにＢＧＭ。

　普段は一応それなりに真面目まじめな校舎の中を、賑にぎやかな混こん沌とんが満たす。

『声優・さつきほしみ』の影響もあって、去年に比べると人の入りは五割増しほどだ。ライブ当日である明日にはもっと増えるだろう。

　そんな中を、早少女さおとめは歩いていた。

　髪にアクセサリーもつけず、伊だ達てメガネ着用の地味モード。しかも着ているのは九く比ひ戸と高のブレザーではなく、鈴りん音ねから借りたセーラー服である。

　本来なら早少女本人も中学時代に袖そでを通したはずのものだが、引きこもり状態だったのでほとんど通っていない。

「悪いな。本当は八や木ぎ本もとと一緒だったはずなのに」

　隣で肩を並べて歩いているのは、クラスメイトの大おお熊くまだ。

　変へん装そうした早少女のガード役として付き添っているのだが、傍はたから見ると他校に通う妹か年下の彼女を在校生が案内しているように見える。

　天てん弓きゆう院いんからアーノルドたちも何人か派遣されているのだけど、さすがに高校生に混じると目立ちすぎて不自然という事で、校門や講堂などの要所に配置されている。今日の基本方針は、騒ぎを抑え込むために黒スーツでの『攻める警護』だ。

「ううん。その……わたしの方が変へん装そうしていても、一かず大ひろと一緒なら気付かれちゃうかも知れないし」

　気き遣づかう大おお熊くまに、周囲に聞こえないよう小声で答える。

「そっか。有名人ってのもいろいろ大変だな」

　大熊は気さくで勇ゆう敢かんだが、見た目の通り典型的な体育会系でちょっとデリカシーには欠ける。恐らく早少女さおとめの内心など気付かず、言葉通りの意味で同情しているのだろう。

　けれど、今はそれがありがたかった。

　クラスの皆の気遣いを無駄にしないためにも文化祭をちゃんと楽しまなければ──楽しんでいるように見せなければいけないのだから。

　適てき当とうにあちこち歩いているうちに、漫画アニメ研究部の展示にたどり着く。

　中から声が聞こえてきた。

「だからさぁ。この学校にいるんだろ、さつきほしみ。何か知ってたら教えろよ」

　ビクッ！

　緊張で一いつ瞬しゆん身体が強こわ張ばった。

　それでも自然体を装い、他の野や次じ馬うまに紛まぎれて中をのぞき込む。

「何度言ったら分かるの？　パンフにもミニライブ参加だけ。それ以外の個別質問や取材などには応じられないって書いてるでしょ！　ウチの部誌や展示に興味のない野次馬ならさっさと帰って！　丸ペン刺すわよ！」

　キンキンと攻撃的なソプラノは部長の織おり部べ琴こと子こだ。本当にペンを逆手に握りしめ、頭上に掲かかげている。筆記具ではなく、凶器としての構かまえ方だ。

「な、何だよ。やるのか？」

　剣けん幕まくに押されながら、それでも引き下がらないのは二〇代半ばくらいの男の二人組だ。

　そこへ『警備担当』の腕わん章しようを着けた男子が二人、駆けつけてくる。

「お客様。失礼ですが、入場の際にお渡ししたパンフレットはお読みになりましたか？　注意事項を守っていただけないのでしたら、申し訳ありませんが校外へ退たい去きよしていただく事になっています」

　丁てい寧ねいだがきっぱりとした態度。アーノルドチームによる訓練の成果である。

「ちっ！　分かったよ」

「追い返されて、さつきほしみのライブ見られなくなっても損だからな」

　毒づきながら、二人組は展示室を後にする。扉のところですれ違ったが、早少女さおとめに気付いた様子はない。

　入れ替わるように、早少女は大おお熊くまと一緒に部屋へ入って行った。

「あ、いらっしゃーい。大熊君！　その子誰？　ひょっとして妹さん？」

　早口の大声、しかし素人しろうととしてはわざとらしくないニュアンスで琴こと子こが告げる。

「お、おうっ！」

　大熊も不器用なアドリブで応じた。

　たった今不ふ埒らちな客が来たばかりだ。万一にも他の部員などが下手に口を滑すべらせて正体がバレないよう、素早く釘くぎを刺したという事か。創作も二次創作も精力的にこなすだけあって頭の回転が速い。

　室内には歴代部誌を読める読書コーナーに、最新号を配るためにカウンター形に並べられた机。壁には部員たちの自作イラストが処ところ狭せましと貼はられている。

　日頃仕事でプロの絵に接している早少女の目には正直稚ち拙せつな出来ではあるが、締め切りや売れ線に囚とらわれずに好きなものを思いっきり描いているのが伝わってくる。

「あの、ちょっと部誌見せてもらっていいですか？」

　これは文化祭の客らしく見せるための芝居ではなく、素す直なおな気持ち。

「ああ、無料配布だから遠慮しないで持ってって。イラスト展の方も見て、感想書いてくれると嬉うれしいな」

「は、はい。ありがとうございます」

　顔を近づけたタイミングに、琴子が囁ささやいてきた。

「今のところ、ろくでなしはほとんどいないから安心して」

　騒そう動どうの性質上、学校の内部情報を求めるファンは漫画アニメ研究部に来るだろうという事は、生徒会長の恵めぐみも実委の勇ゆう司じも予想していた。そこで当初の予定を変更し、昇しよう降こう口ぐちに近い教室に漫アニ研を配置したのだ。

　文化祭そのものをちゃんと楽しむ気がなく、ルールを破る奴やつはさっさと追い出して、他の展示に迷惑が及ばないようにしているのである。

　もちろん余計な事は一切言わないよう、全校生徒に指示してある。

「ごめんね。わたしのせいで迷惑かけちゃって」

　早少女も声を潜ひそめて詫わびる。

「迷惑だなんて思ってないってば。部誌だって緊急増刷したけど、順調にハケてるしね。さて、お客様。スタンプラリーのカードは？」

　途中から声を平常ボリュームに戻して、琴こと子こが訊たずねた。

「あ……これ」

　早少女さおとめは、小さなカードを取り出す。

　入場者にパンフレットと一緒に渡されるカードで、各クラスや部活の展示でハンコが押される。これが一杯になると『さつきほしみミニライブ』の入場チケット引き替え抽ちゆう選せん券けんになるのだ。

　もちろんただ顔を出しただけではなく、ちゃんと参加したり鑑賞したりしなければ対象にならない事も明記されてある。

　さっきの男たちのような者もゼロではないが、今のところはどの企画も客の入りも反応も上々らしい。

　ただし、今日はまだ土曜。

　さつきほしみのファンや今回の事件を面白がっている野や次じ馬うまがわざわざ遠くからやってくるのは、明日の日曜だろう。

　果たして無事に済むのだろうか。

　もしも自分のせいで文化祭が台無しになったりしたら──。

　不安で頭の中が一杯になる。

　声優に復帰したいというワガママ。

　学校生活を体験したいというワガママ。

　役作りのために恋人気分を味わいたいというワガママ。

　そのために利用した人と本気で彼氏彼女になりたいと願ったワガママ。

　すべては何の正当性もない、早少女個人のエゴと失敗に端たんを発している。

「あー、妹よ。そろそろ次のところへ行ってみないか？」

　ボディガード役とはいえ、質しつ実じつ剛ごう健けんを旨とする武道少年には居心地が悪い空間だ。大おお熊くまが困った声を出す。こっちは琴子に比べると、あからさまに棒ぼう読よみ芝居。

「うん」

　特に演技もつけない最低限の肯うなずきだけで、早少女は漫アニ研を後にした。




　半ば強引な二度寝だったので眠りは浅く、その分長引いた。

　結局、一かず大ひろが目覚めたのは夕方になってからだった。

「……そろそろ放課後か……」

　あ、いや。今日は文化祭当日だった。

　来客はそろそろ引き上げている頃合いだろうが、生徒たちはまだ残って今日の片付けや明日の準備、公演が終わった一部のクラブなどは一足早い打ち上げで盛り上がっているタイミングか。

　呟つぶやいてベッドから這はい出だし、冷たい水で顔を洗って頭をすっきりさせる。

　風邪の症状はほとんど治まっていた。

　妙にすっきりした頭で、気になるのは早少女さおとめの事だった。

　バンドの方は上手くいきそうだろうか。しつこいファンにつきまとわれたりしていないだろうか。

「……ああっ、もうっ！　くそっ！」

　結局、心配してしまうのはどうしてだろうか。

　さすがに早少女本人に電話する訳にもいかないし、クラスの仲間に訊たずねるのも不自然だ。どうして直接訊きかないのかと言われるに決まっている。

　現時点でできるのは、せいぜいネットをチェックしてみる事くらいだ。パソコンを立ち上げ、ネットにアクセスして『さつきほしみ』で検索をかける。

　まとめサイトが乱立しているので、ヒット件数がやたらと多い。ただ、どれもこれも元の匿とく名めい掲けい示じ板ばんの書き込みを引用しているだけなので、中身は全部一緒だ。

　結局、最新の動向を確かめるためには、掲示板そのものに当たるしかないようだ。画面をクリックして、本丸にアクセスする。

「ん？」

　読み進めると『学校は結構ガード堅い。張り込みとかしない方いい』という書き込みがあった。さつきほしみが見つからなかった、彼氏の方を追いかけようとしたら変へん装そうした奴やつらが多くて手に負えなかったというものも。

　くすっと笑いが漏もれた。

　あのわざとらしい変装も含め、全校一丸となっての偽ぎ装そう工作はちゃんと有効に働いているようだ。

　その一方で、九く比ひ戸と祭の生徒会公式サイトにもしっかりリンクが張られている。

『講堂にて本校生徒である声優・さつきほしみのミニライブ（二年三組クラス企画・日曜日一五：四五～一六：〇〇）』という告知と共に、撮影禁止・録音禁止などの諸しよ注ちゆう意い、さらに『係員の指示に従わない場合は即そく座ざに退たい去きよしていただきます』という警告文もしっかり書かれている。

【何これ、態度悪い。当日荒らそうぜ】

　さすがにこの書き込みには即座にレスポンスがあった。

【通報しました】

【通報しますた】

【通報しますた】

　古典的なアスキーアート付きのものもある。

　卓たく山やまが言った通り、正当な理由に基づいて毅き然ぜんとした態度を取るのが有効なようだ。

【どうせ無料だし、近場だから見に行くわ】【今日行ったけど、普通の高校の文化祭。悪くないよ】というような声もちらほら見かける。

　ただし学園祭の件でなく、彼らにとっての本題である『彼氏スキャンダル』の方はまったく進展がなく、『祭』が盛り上がらない事にいらだっている文章もちらほら見受けられる。

　中でも、最も一かず大ひろの勘かんに障さわったのはこの一文だ。

【これから売り出すペーペーの新人のくせに男作るとか自覚なさ杉。オレは大ファンだからこそ許せない。こいつもうお終しまい。デビューさせたのは失敗だったな】

「何言ってんだ、こいつ！」

　瞬間的に明確な怒りが着火する。

　三人に対して感じていたもやもやした曖あい昧まいなガスめいた感情が、爆発で吹っ飛ぶ。

　早少女さおとめは自分を騙だまして利用していた。それは確かだ。

　だけどそれはあくまで役者としてのスキルアップのため。仕事を優先しての事だ。

　過去の傷を乗り越えて、今まで一年以上も何本ものレギュラー抱えて頑張ってきたのも知らないで、こいつらは声優ファンヅラしてるのか！

　カタカタッ！

　手が素早くキーを叩たたき、書き込みボタンをクリックする。

　普段、一大のネット利用は主に調べ物だ。頼まれたデートスポット情報とか。この手の掲示板も時々読む事はあっても、書き込んだ経験はほとんどない。

【お前ら『たのしい大実験』とか『にこにこ森のぷるる』とか知らないのかよ！】

「はっ！　しまったぁっ！」

　自分の打ち込んだテキストがスレッドに加わったのを目にして、一大は思わず頭を抱えてのけぞった。

　現在、早少女の立場が微び妙みようだというのに、自分が連中に余計な情報を与えてどうする？

　それに匿とく名めい掲けい示じ板ばんだから簡単にこっちの素す性じようがバレるはずはないが、万が一にもこれを書き込んだのが当の『彼氏』だと発覚でもしたら、大変な事になってしまう。

「うぉおっ！　落ち着け、落ち着くんだ、オレ！」

　床の上でひとしきりゴロゴロ転がり悶もだえた後、息を整えて椅子へと戻る。

「早少女の今までの出演作品なんて、プロダクションのサイトにも載っている公開情報だ。こんな書き込み一つでオレが誰だか分かるはずもない！」

　やっぱり風邪が残っていて、判断力や自制心が鈍っているのか。

　これ一回だ。

　後は絶対に書き込みせず、じっと静せい観かんだ。

　深呼吸し、うっかり余計な事を書き込めないようにキーボードを脇に寄せる。

　次の動きが起きたのは、十数分後だった。

【何、そのタイトル？　知らないぞ？】

【幼児番組。どっちも一年くらいやってる】

【じゃあ新人じゃないじゃん。自称ファンは知らないのかよ】

【一年くらいならまだ新人のうちだろ】

【それにしたってレギュラー三本。『幻ソワ』でデビューした訳じゃないな】

　この流れに対して、一かず大ひろが最初に反応してしまった書き込みの主──名無しだが、表示されるＩＤで特定できる──がレスをつける。

【いや。幼児番組とか関係ないだろ。ちゃんとオレたち本当の声優ファンの目に留まるような仕事するまでは半人前】

　だが、この書き込みは更なる逆ぎやく流りゆうを招いた。

【お前が素人しろうとだな。あの手の番組、一流のベテランとか多いぞ】

【オタ人気が影響しないから、アイドル売りしている実力ない若手とか門前払い】

【『幻ソワ』まだ始まってないし、他の仕事知らないなら、お前なんでファンになったの？】

【アホ。アニメ雑誌にグラビア出てただろ！】

　鋭い指し摘てきを受けて『自称大ファン』が反論した。

【アホはお前。声優ファンなら声や演技で好きになれよ。お前みたいな奴やつは普通のグラドルとか追っかけてろ】

【最低限好きなキャラのＣＶ声だからって理由だよな】

【この手の自称声優ファンって、結局キャラに萌もえてるだけなんだろ。その上で二次元に徹する事もできなくて生身の人間に夢見てるから声優に幻げん想そう押しつける】

【声優を単にハードル低いアイドルとしか見てないっぽいよな】

【深夜アニメの合成飼料ばかり食べているのは萌え豚の中でも二流のソーセージ用。一流の豚は子供向けアニメの中からトリュフを掘り出す】

【『なかよしベイビー』でさつきほしみがやってるミミコちゃんっていい幼女だよな。五歳児萌え】

【うちの娘もファンだよ、あの番組】

　若い声優ファンばかりかと思ったら、案外いろんな人が参加しているらしい。

【調べたらさつきほしみって、洋画の吹き替えとかもかなりやってんだな】

　続けてアップされたリストは、大半が劇場公開されずにＤＶＤが販売されるいわゆるビデオスルーと呼ばれるマイナー作品だ。

　メインは少ないが二番手か三番手くらいのサブヒロイン、物語の重要なポジションである子供など、役柄は多た岐きに渡っている。

　ただしラブストーリーに絡からむ事はないが。

【おいおい。さつきほしみ、実は結構すごくね？　高校生でこれかよ】

【オタ向け仕事してなかっただけで、実は若手実力派か】

【自称大ファン君、何も知らないのなｗ】

　一かず大ひろの発作的な書き込みがきっかけで、流れは一気に変わった。

　最初に写真がネットに流れてトラブルが起きそうになった時、一大自身がこれまでキューピッドとして関わってきた恵めぐみや勇ゆう司じ、琴こと子こたちが助けてくれたように、早少女さおとめ自身の実績が認識を改める鍵になったのだ。

　旗はた色いろが悪くなった『自称大ファン』は更に反論する。

【いや。実力派でも何でも男作るのはダメだろ。論ろん外がい。ビッチ。声優としての自覚が足りない。ファンの気持ちを踏みにじる行為】

　しかし、そこへクリティカルな一撃が加えられた。

【自称大ファン君って、どの声優にも同じ事言ってんのなｗ】

　それは他のスレッドまでチェックして、同じＩＤの発言をまとめたものだった。

　さつきほしみだけではない。他の声優に関する話題でも『声優は男作るな』とか『結婚は裏切り』『オレはこの子の大ファンだからこそ許せない』と主張していた。

　ＩＤは一日ごとに変わるが、文体のクセや内容からすると、ずっと前から同じ事を繰り返していたらしい。

【何だよ、誰にでも大ファン大ファンって言ってんのかｗ】

【大ファン様、必死すぎｐｐｐ】

【今回の件だって騒いでるのは本当のアニメファン声優ファンじゃなく、こういう粘着連中だけだろ】

　これも卓たく山やまが指し摘てきしていた事の裏面だ。確固たる意志や信念に基づくものではないから、全体の潮ちよう流りゆうが変化すれば、多くはそちらに乗るのだ。

【グラビア出てるんだからアイドル的な評価されるのは当然だろ！　顔でファンになって何が悪いんだよ！】

　それでもなお『大ファン』は食い下がる。

【それでもあくまで声優が主で歌やグラビアは従。声の演技に関心ないなら声優ファン自称するなっての】

【お前、別のスレでこういう事言ってるのな】

　引用された内容は一部の大作アニメや洋画の吹き替えで、話題づくりなどを狙って声優でないタレントを起用するのを批判するものだった。

【アイドルや役者が声優の仕事を侵略するのがアウトなら、声優がアイドルの仕事に食い込むのもダメって事にならねえか？】

【そうだな。矛盾してる】

【オレはちゃんと上手でキャラにあってるなら、グラドルでも俳優でもＯＫ】

【売れないアイドル歌手だったのが声優に転身して大成功って例もあるぞ】

【何にせよ大ファン君みたいな筋の通らない荒らしが、声優ファンの代表ヅラするのは迷惑】

　流れはさつきほしみ批判ではなく、『必死すぎる自称大ファンをつつく』になっていた。

　完全に叩たたき潰つぶされた形に、一かず大ひろはほっと胸を撫なで下おろす。

　恐らく『自称大ファン』を叩いている中には、昨日までは早少女さおとめバッシングに加わっていた者もいるだろう。それを考えれば一人やり玉に挙げられている『自称大ファン』にも同情するが、それはほんの少しだけの事だ。

　一大だって全人類を平等に愛する聖人君子ではない。

　自分の身近な人、大切な人が苦しむよりは、その原因になっていた奴やつがしっぺ返しを受ける現状の方がずっと気楽に思える。

「大切な人……なんだよな」

　早少女に対して腹立たしさを覚えたのは確かだ。

　だけど憎い訳でも、まして不幸になれと思っているのでもない。

　役者として成功して欲しいという気持ちは変わらないのだ。

　思えば、これまでだって女の子からこっそり呼び出され、何かを頼まれた事なんていくらでもあった。あれだって悪い言い方をすれば利用されてただけ。相手が期待させたり、こっちが勝手に期待したりしたけれど。

　あの時は笑って受け流せたのに、今回だけこんなにこだわってしまうのはどうしてなのだろう？

　単に一過性の出来事でなく、長期のニセ恋人だったという事もある。

　だけどそれ以上に、自分自身があの三人を特別な存在と意識していたからではないのか？

「鷹たか奈なだけじゃないよな……。早少女さおとめとも、真さな愛えさんとも、落ち着いて話し合わないといけないんだ」

　声に出して再確認したのは、自分の背中を押すためだ。

　理屈ではそうする事が正しい、必要だと分かっていても、やはり抵抗を感じる。

　気持ちを落ち着けて、もう一度画面に目をやる。

「げげっ！」

　沈静化したと思われたスレッドに、新たな一石が投じられていた。

【おいおまいら。そんな事よりすごい情報入ったぞ。さつきほしみの本名判明。星ほし川かわ早少女だってさ】

「あああっ！　とうとうバレたっ！」

　嘆きの声が溢あふれた。

　学校全体としては協力的でも、生徒全員となれば五〇〇人近い。全員が完璧に口を噤つぐんで情報漏ろう洩えいを防ぐのは難しい。

　よしんば生徒が全員箝かん口こう令れいを守ったとしても、文化祭となれば近所の人間も集まる。中にはたまたま早少女の名前を知っていて、口を滑すべらせる人間だっているだろう。

【芸名より派手ｗ】

【あれ？　昔そういう名前の子役いなかった？】

【『手づくり天使クラフトくらら』だろ】

【マジか？　でも偶然の一致はあり得ない名前だよな】

　スレッドの参加者が多いという事は、知識の総量が多いという事だ。新たな一個の情報から即そく座ざに話題が連れん鎖さしていく。

　今まで本名生活している校内で、これまで子役時代の事がバレなかったのがむしろ奇跡的な幸運だったのだ。

「どうする……どうすりゃいいんだ、これ……」

　さすがにこれは危険な兆ちよう候こうだ。

　この件は単なるスキャンダルではない。早少女のトラウマとも直結している。

　過去までバレた事を早少女本人にも伝えた方がいいのか。

　だが、自分が今連絡して早少女はどう思うだろうか。

　本人ではなくマネージャーに教えるとか？

　いや、それも適切じゃない。本来自分は業界とは無関係の人間だ。それが早少女本人の頭越しにそういう事をするのは不自然だ。

　そもそもそんな細かい事を気にしているのが変なのか。早少女さおとめの事を第一に考えれば、細かい事を気に病むよりも率先して行動するべきではないのか。

　一かず大ひろが迷っていると、ケータイに着信があった。




　シェダル・プロモーションのマネージャーである野の間まにとって、受け持ち声優の一人であるさつきほしみが現在巻き込まれているスキャンダルは、頭の痛い問題だった。

　降板案を主張した『幻げん葬そうのソワレ』局側プロデューサーは監督を筆頭とするスタッフの説得で落ち着いてくれたが、まだ状況は予断を許さない。

　今のところはまとめサイト類で騒がれているだけだが、このままだとちゃんとした企業が配信するネットニュースあたりでも取り上げられるだろう。そうなったらさすがに事務所としても公式見解を出さなければならないか。

　それに文化祭でのミニライブで歌う曲については報告を受けているが、トークの内容についてさつき本人から最終的な連絡がないのも不安材料だった。

　歳の割にはプロ意識が高い子だから迂う闊かつな事は言わないと信じているけれど、今は普通の精神状態ではないようだし。

　そんな事を考えながら、仕事の合間を見て発ほつ端たんになった掲示板の様子をチェックしてみると──。

「ん？」

　論調が今朝までとは違う。

　さつきをバッシングする流れから、一部ファンの過激な言動が反発を招く方へと天てん秤びんは傾いていた。今までの地道な仕事も評価されている。

　これなら変に介入せずに静せい観かんしていれば大丈夫かと思ったが、問題はその後だった。

【おいおまいら。そんな事よりすごい情報入ったぞ。さつきほしみの本名判明。星ほし川かわ早少女だってさ】

【『手づくり天使クラフトくらら』だろ】

　子役時代の情報が漏もれていたのだ。

　せっかく治まりかけていたのに、新たな燃料で騒ぎが再燃する。

　しかし、その後の書き込みは野間の危き惧ぐとは異なる方向に進んでいた。

【ひょっとして教育番組のレギュラーって、その時の繫つながり？】

【かもね】

【噂だと『クラフトくらら』って主演の子役がストーカー被害に遭あって引退して、それで打ち切られたんだよな】

　被害者が未成年の著名人なのでプライバシーへの配はい慮りよから、当時は最低限の報道しかされなかった。だから『クラフトくらら』終了の経緯は公式発表されず、一種の都市伝説になっている。

【マジか？　そこから立ち直って芸能界復帰ってすげえ根性じゃん】

【きっとさっきの『自称ファン』みたいな奴やつが悪質なストーカーになるんだよな】

　もちろん『どんだけちやほやされたいんだよ』という風に揶や揄ゆする者もあったが、少数派だ。悪意と偏見に満ちた強引なこじつけや言いがかりとして、他の参加者からたしなめられている。

【あたしならそういう事件に遭あったら、二度と男とつき合えないだろうな】

　これは女性の書き込みだろう。

　掲示板だけでなく、個人のブログやツイッターも検索する。もちろんまださつきを批判する者もいるが、大たい勢せいは明らかに変化していた。

「社長！　これ、見てください！」

　らしくもなく声を弾はずませて、洋よ梨り子こを呼ぶ。

「こりゃ……あたしたちが変に火消ししなくてよかったって事だね」

　モニタをのぞき込み、洋梨子も微笑ほほえんだ。

【昔、娘が『クラフトくらら』の大ファンで、ちゃんとした最終回もなしに急に打ち切られたのを悲しんでました。今回の騒そう動どうで、実は主役の子がストーカー被害に遭っていたという事を知りました。

　芸能人がそういう一部の心ないファン──とも言えない人のせいで、苦しむのはひどい事です。

　そこから立ち直って仕事に復帰という事は、きっと彼氏が支えて、励ましてくれたんでしょうね】

　落ち着いた文体は、年来のアニメファンである女性のブログだ。この件に注目していたのだろう。更新が素早い。

　事実ではないが解くまでもない、嬉うれしい誤解だった。

【声優になりたいけど、ファンのために恋も何もできないのは変だと思ってた。でもこういうのを見ると恋愛も大事だし、仕事の支えになるんだなって】

【あたしたちより年下だけどちゃんと頑張ってるんだよね】

【ウチの先生はちゃんと恋愛しろっていつも言ってる。人生経験が乏しいと演技が薄くなるからって】

　こちらのツイート群は、声優の専門学校に通っている若者たちのものである。

「さつきは、大化けするかもよ」

　満足げに、洋よ梨り子こが腕を組む。

「男の子がアイドル的に注目して、恋人みたいに思うってのは大事さ。けど、それだけじゃ早そう晩ばん限界にぶち当たる。若くてきれいで話題性があるだけなら、毎年もっと新鮮な子が出てくるからね。だけど同性から共感され、憧あこがれられるようになったら本物だよ。単純に言ったって、支持者が倍になるって事だしね」

　極端に人工的なキャラ作りをして男性に媚こびるのは、即効性の劇げき薬やくだ。

　上手く体質に合えばすぐに強力な薬効を発揮する反面、副作用も大きい。同性からの反発や嫌悪を買いやすいのだ。

　女優や歌手はもちろん、アニメやゲームのキャラにもそういう傾向はあるから、男女両方をマーケットとして狙う場合の要注意事項である。

　長く声優を続け、今はマネジメントに尽力している洋梨子は確信している。

　同性のファンを捕まえた女優は息が長いし、人生の節目節目でステップアップしていける事を。




　同じ頃──。

　メイドカフェ『スウィート・ドロップ』の店内では、二人のアニメファンがタブレットで掲示板をチェックしながら激論を戦わせていた。

「でもやっぱり彼氏がいるってのはマイナスじゃないか？」

　瘦やせた方が、眉まゆ根ねにシワを寄せた。

「けどよ。彼氏のおかげで声優に復帰したとすれば、そのおかげでオレたちはミミコちゃんの声を聞けた訳だよな。だとしたら恩人だろ？」

　小太りが気むずかしい顔で答える。

　常連客の二人は、特濃こってり型のアニメマニアだ。いわゆるオタク向け作品ばかりでなく、ファミリー向けキッズ向けももれなくチェックしている。

「お待たせしましたぁ、ご主人様」

　そこへメガネのメイド──真ま帆ほがアイスコーヒーとオレンジジュースを運んでくる。

「あ～。さつきほしみ事件ですか？」

　真帆は興味深そうに、タブレットの画面をのぞき込む。

「あ、そうだ。真帆ちゃんはさ、女の子としてどう思うの？　確か田た瓜うり憲けんのファンだって言ってたよね？」

　この店のメイドの中でも真帆は本物のオタク、筋金入りの腐女子として知られている。そのため、彼らのようなタイプの客には根強い人気があるのだ。

「え～。小生に言わせれば、それぞれ全部別腹ですから」

　仕事上のロールプレイから素に戻って──と言ってもかなり作った口調なのだが──真ま帆ほは説明する。

「たうりんに奥さんいるのは知ってますし、現実の小生とはファンと声優っていう意外の接点ってないじゃないですか」

　たうりんとは、ファンの間での声優・田た瓜うり憲けんのニックネームだ。色黒で口ひげを蓄えた渋め濃い口の容貌とのギャップが受けている。おまけにアニメで主に演じているのは線の細い美少年や美青年である。

「そりゃオレたちだって、萌もえキャラの中の人が人妻でも別に大丈夫だよなぁ」

「むしろ燃える。草冠じゃなくて火偏の方」

「お前、さすがにそれは危険な兆ちよう候こうだろ」

　男たちがげらげらと笑い合う。

「それにこっちもファンだけど、別に操みさお立ててるって訳でもありませんよね。新番組始まるとまたすぐに新しいカップリングでハァハァするけれど、それで前に好きだったキャラの事忘れる訳でもないですし」

　腐女子からさらにランクアップしたオタク女子を、貴き腐ふ人じんなどとも言う。

　年ねん季きの入った貴腐人の中には、一〇年前どころか二〇年以上前のアニメのやおい同人を延々と描き続けている古ふる強つわ者ものも珍しくないのだ。

「ああ、確かにそれもそうだよね。みんな『オレの嫁』とかいうけど、割と簡単に乗り換えちゃってるし」

「ははは。オレも歴代嫁が八人くらいいるわ。この『自称ファン』だって、他の声優のスレでも騒いでたんだしな」

　太っちょの指し摘てきに、やせ形も指折り数えて同意する。

「まあ二次元キャラは適てき当とうにいじって楽しめますけど、声優さんとかってやっぱ生身の人間じゃないですか。やり過ぎて嫌われたら元も子もないですし、基本的な一線を守るっていうか、リスペクトは大切だと小生は思う次第でありますよ、うん」

「そりゃそうだ」

「オレたちだって店じゃ真帆ちゃんとこうして仲良く話するけど、それ以上のプライバシーに踏み込んじゃマズいって思うし」

「そうでございますよ、ご主人様。あくまでお店限定の割り切った関係でございまぁす」

　真帆が言うまでもなく、大半の客はそれを理解している。そうでない一部の客は、男性スタッフの手でつまみ出されるし、出禁になるのだ。




「夏に、客としてウチに来てたんだよね、あの娘こ。真さな愛えちゃんや他の友達と一緒に、何か深刻な話してたんだよなぁ」

「あー、例の誘拐騒そう動どうの時だね」

　客が少ないのでバックヤードで休きゆう憩けいしているメンバーも、同じ話題で盛り上がっていた。

　長い足を組んで腰掛ける沙さ羅らの呟つぶやきに、朋とも店長が童顔をぶんぶん縦に振る。

「ジャパニーズアイドルカルチャー、ちょっと変デす。ティーンエイジャーの女の子にセクシーな表現をさせテルのに、同時に極端にピュアでイノセントでストイックである事も要求していマす」

　カリナが不思議そうに首を傾かしげる。

　日本では当たり前の風潮も、アメリカからの留学生である彼女には理解できないアンバランスな事象だった。

「それが男の子の身勝手っていうものなんだよね。だからこの店も成り立っているっていうか、純喫茶をメイドカフェにチェンジしたあたしの経営者としての慧けい眼がん？」

　朋本人としては思いっきり偉そうなドヤ顔をしているつもりだろうが、元々威い厳げんとは無縁の顔立ちなので、せいぜいちょっと上手い事を言った中学生が『えっへん』と威張っているようにしか見えない。

「……それは朋ちゃん……じゃなかった。店長が先代みたいな美お味いしいコーヒー入れられないから、仕方なくでしょ……」

　円まる美みが厨ちゆう房ぼうからまかないの紅茶とフレンチトーストを運んできた。この場で唯一、メイド服ではなく真っ白なコックコート。ぽそぽそ小声で呟いているようだが、彼女にとってはこれが標準ボリュームである。

「そ、それはそうだけど……あたしだってせっかくのお店畳んじゃうよりは、どうにかして存続させたかったんだもん」

　頰ほおを膨らます顔はやっぱり中学生めいていて、円美と同い年には見えない。

「あんがと。いただくよ。……うん、美味しい」

　フレンチトーストをぱくつき、沙羅が舌鼓を打つ。カリナも目を細め、同意のしるしに肯うなずいている。

「……あ、ありがとうございます。何にしても……本業の成果で認められるっていうのは、正しい事だと思います……。声優も料理人も、技術を持ったプロなんですから……」

「まあどんな形でも、みんなが幸せになるといいねぇ」

　笑いながら、朋とも店長もフレンチトーストを頰ほお張ばった。




「お嬢様、こちらをご覧ください」

　現在は謹きん慎しん中の身の上なので、真さな愛えは天てん弓きゆう院いんの屋敷の中でも自由に自室から出歩く事は許されていない。部屋に籠こもって勉強する事になっている。早少女さおとめの件に関する連絡や報告も志し束づかを通すのが決まりだった。

　しかし身辺の世話役であり、本来は監視役でもあるマツリがこっそり私物のケータイを持ち込み、真愛に見せてくれたのである。

『この程度の品、女性であれば隠すのは容易でございます』とは彼女の弁。

　最初何やらゴム製品に包まれていたが、きっとストッキングに挟むなどして素す肌はだに触れるから、汗で汚れたり壊れたりしないよう配はい慮りよしての事だろうと真愛は判断した。何しろ電子機器というもののデリケートさに関しては、誰よりも理解している。

「あの……これは一体どういう事になっているのでしょうか？」

　さつきほしみ──早少女について語り合う掲示板という風に教えられた。要するに前回志束に印刷で見せられたのと同様のもののはずだが、やはり独特の文体やスラングが溢あふれていて、慣れない真愛には大まかな意味をつかむのも難しい。












「いわばハーレムの王になろうと目もく論ろみ、他人を支配して君くん臨りんしようとしていた者が、実はそれにふさわしい精力を持たない包ほう茎けい祖チンＥＤ野郎である事が発覚してしまったために周囲の反撃を受け、哀れな肉便器に落ちぶれてしまったとでも申しましょうか」

「……あの、壇だんさん？」

「いかがなさいましたか、お嬢様？」

「その……わたくし何しろ世事には疎うといもので、時々あなたの喩たとえが分からなくなります。比喩は使わずに実情をそのまま説明していただけますか？」

「承しよう知ちいたしました、お嬢様。さすがに今の説明は、自分でもいささか無理があると感じておりまして、あれで納なつ得とくされると多少不本意なところでした」

　改めて一礼し、マツリはスマホの画面をスクロールさせる。真さな愛えは触る事さえできないので、操作もすべて彼女任せだ。

「つまりこの書き込みの主こそ早少女さおとめ様の素行を批難する中心人物として流れを主導していたのです」

　一つのテキストを指さす。

「ですが、これは全部『名無しさん』という方が書いているのではないのですか？」

「これは匿とく名めい掲けい示じ板ばんのデフォルト名──つまり書き込んだのが誰であるのかという事に価値を見いださない文化であるため、全員を対等の無名氏として扱うのです。いわば『お前らにはもう人権なんかねえ。一人残らずただの肉便器なんだよ』というのと同じでございます」

「はぁ……？」

　やっぱりマツリの比喩はよく分からない。

「それでもＩＤによって同一人物の発言を童貞──もとい同定するのは簡単な事です。同じ人間の発言に一貫性正当性がなく、しかも星ほし川かわ様のこれまでの仕事を認識していないという事実が発覚いたしました。それを契けい機きに、他の参加者の間で星川様の過去の仕事を評価する機き運うんが高まったのです」

「そうですか！」

　真愛の顔が輝く。

「星川様を支援するべく、自分も何か書き込もうとも考えたのですが、その必要もないほどの展開でした。再評価されたのは、声優としての実績ばかりではございません。子役時代の話題も出ております」

　確かに、マツリが示した画面には『クラフトくらら』の文字がある。

「忌まわしい事件について触れた者もおりますが、むしろそこから立ち直った事が賞しよう賛さんされているようです」

「……それは……」

　胸が熱くなり、何かがこみ上げてくる。

　文化祭に妨害が入らないよう、自分なりにいろいろと手を尽くした。もちろんそれが無駄だったとは思わない。早少女さおとめの安全や、九く比ひ戸と高校の治安に寄与したのは有意義な関与だっただろう。

　しかし決定打となったのは、早少女自身がこれまで積み重ねてきた実績。

　人が生き、働き、他者と関わっていけば、さまざまな澱おりが生じる。だが、それは単なる汚れや重荷ではなく、財産ともなるのだ。

　使い込まれた茶器が、新品にはあり得ない味わいと風格を持つように。

「それでこそ……それでこそ早少女さんです。わたしが尊敬する、大切な友達です」

　周囲の理解や助力も必要だろう。

　だけど、最後に支えとなるのは本人の力。

　仮に迷い、立ち止まりたくなる事。振り返りたくなる事があっても、これまでに蓄えたベクトルがあれば前に進めるのだ。

「これをきっかけに、早少女さんが立ち直ってくれればよいのですが……。壇だんさん、この事について、鷹たか奈なさんにもご連絡をお願いします」

　昨日連絡を受けてからずっと気になっていたのは、あの時口走ってしまった一言が早少女を追い詰つめているのではないか、という事だった。

　星ほし川かわ早少女は、さつきほしみをやめる事ができる──それは、一面の真理であり、一つの選択肢だ。

　しかし三人が揃そろいも揃って一かず大ひろに拒きよ絶ぜつされた今では、別の意味合いを帯びてしまう。

　皆が精神的に追い詰められ、目の前にある問題に集中するという形で、本質的なもつれからは逃げてしまった。

　確かに互いに謝罪し、友達としての絆きずなを取り戻す事はできた。

　しかしそれと同時にその事に甘え、文化祭の成功に向けての協力という、目の前に存在する取り組みやすい問題に関わる事で、最も重要な事柄を棚たな上あげにしていたのだ。

　本来なら、万ばん難なんを排してでも一大と話し合い、これまでの事を全て打ち明けなければならなかったのに。

　だから、これだけで万事が上手くいった訳ではない。まだ本題は未解決だ。

　それでも、ほんの少しでも上向きの兆ちよう候こうが見える。

「明日のライブもインターネットで生中継されるそうですから、そちらも鑑賞できるようお願いできますか？　壇だんさんにはいつも無理をお願いしてしまって心苦しいのですが……」

　志し束づかとの約束を違たがえる事になるが、それより己の気持ちの方が大切だ。

　正しさと心地よさを、より高度に調和させるために。

　真さな愛え自身がこれからどうするのか。どうしたいのか。それをはっきりさせるためにも、早少女さおとめの決断を見届けなければならない。

「承しよう知ちいたしました、お嬢様。ところで、せっかく皆が星ほし川かわ様を応援しているのですから、もっとよく画面を見た方がよろしいのでは？」

　マツリが示している部分には『エロ同人ダウンロード』とかいう広告が表示されていたけれど、熱い涙ににじんだ真愛の視界の中でその文字は意味のないぼやけた模様に変わっていた。




　一かず大ひろのケータイに掛けてきたのは、妹の二ふ美みだった。

『もしもし、おにぃ？』

　声が妙に明るい。少なくとも心配しているとか不安がっているという様子ではない。

「二美か？　何だ？」

『例の件の掲示板とか、チェックしてる？』

「ん？　まあな？」

『あの様子じゃ、おにぃも早少女さんも大丈夫みたいだね』

　画面に目を移す。

　また書き込みは増えていた。それも早少女を支持し、励ますようなものが多い。中には女性のものと思おぼしき文章もある。

　子役時代の事がバレたのが、むしろプラスに働いたのだ。

「まあ……よかったかな」

『へへっ。実は例の自称大ファンの発言まとめたの、あたしなんだ』

「何だと？」

　驚いて、ＩＤをチェックする。

　例のまとめ以外にも、同じ発言者が要所要所で絶妙な書き込みをしていた。数は多くないものの『自称大ファン』の矛盾を突いたり、さつきほしみの仕事を評価したりと、巧みに流れを誘ゆう導どうしている。

『あたしは知り合いだし、本当のファンだし、あんな風に言われるのってガマンできないもん。怒ってちょっと調べたら、ああいう奴やつだったし。いい気味』

「……助かった。手間だったろ？」

『おにぃは知らないだろうけど、あの手の掲示板は慣れてるもん。スレまたいでＩＤ抽出するチェッカーとかもあるし』

　それにしたって、昨日や一昨日の書き込みから似たような論調を探し出すのは手作業になる。しかも一歩間違えば、煽あおり返されそうな危ないやり口だ。幸い今回は結果オーライだったが。

『でもさ。最初に早少女さおとめさんの今までの仕事についての書き込みがなかったらちょっと危なかったかも。あたしが自分でそっちもやったら、さすがにわざとらしいし。あれがあったから、いいタイミングで投下できたんだよね』

「あー……。あれ、実はオレだ」

　一かず大ひろのこめかみを、冷たい汗が伝った。

『えーっ！　おにぃ、それはマズいでしょ？　万一にも当事者の書き込みだってバレたら大変な事になるよ？　家のパソコン？　それともネットカフェとか？』

「自宅だけど、アレ一個しか書いてないから多分大丈夫だろ」

『まあ、滅めつ多たな事じゃバレないとは思うけどねぇ。住所とか立場とか特定されるような内容でもないし』

　二ふ美みだって当事者の家族だから立派な関係者といえば関係者なのだが、住まいは四国だ。さすがにそこまで繫つながりを辿たどる奴やつはいないだろう。

『まあ、この調子だと騒そう動どうも治まると思うけど、おにぃはちゃんと早少女さんをフォローしてあげなきゃダメだよ』

「……ん……まあな」

　言われるまでもなく理解はしているのだけど、やっぱり微び妙みように躊ちゆう躇ちよしてしまうというか、及び腰になってしまうというか。

『どうしたの？　やる気ないみたい。形だけとはいえ、彼氏なんでしょ？』

「そうなんだが……って、おいっ！」

　重大なポイントに気付く。

　さらりと聞き流すところだった。

「お前、夏に来た時だとオレと鷹たか奈ながつき合ってるって認識したはずだよな？　なのにどうしてそういう言い方をする？」

『え？　えーと、ほら……つまり、今回の騒ぎのせいで、世間では彼氏だと思われてるって意味で……』

　怪しい。

　隠そうとしているけれど、声が微妙に上うわ擦ずっている。

　実のところ一かず大ひろと二ふ美みは似た者兄妹きようだいだ。

　目先のトラブルを小こ器ぎ用ように切り抜けるのは得意な反面、本質的な問題を先送りにしがちだし、図星を指されるといきなり焦りがちになる。

「だったら別な言い方になるはずだろ？　この前の電話で根拠なくこれからよくなるとか言ってたのも怪しいしな。白状しろ。何を知ってる？」

　怒鳴らないよう己を抑えながら、しかし一歩も退ひかない毅き然ぜんとした意志と兄としての威い厳げんを声に込める。

『えーとねぇ。実は……夏休みに女の子だけで出かけて、お泊まりになった事があったでしょ？　あたしと早少女さおとめさんが初めて会った日』

「ああ」

『実はその時、秘密を知っちゃって。知ったっていうより、見抜いたんだけど』

「秘密って？」

『おにぃが、三人のニセ彼氏をやってるって事』

　ちょろっと舌先を出した妹の顔が、脳のう裏りにありありと浮かび上がる。

「ええっ！　ちょ、ちょっと待てよ！」

『あの時はもう三人とも、ニセ彼氏バッティングの件がバレてないって知ってたんだ』

「……つまり、オレはからかわれていて、お前もグルだったって事か？」

　一度は鎮まった不快感が、胸の奥で小さく渦うず巻まく。

『そうじゃないよ！』

　二美の声は真剣だ。

『三人とも本当におにぃを好きになったから、かえって誰からも話を切り出せなくなっちゃったの！』

「……どうしてそうなるんだよ」

　一大にはそこが理解できない。

　どうして本気で好きになったのなら、素す直なおに告白してくれなかったのか。

　そのせいでこっちはいろいろ振り回された上に『あくまでもニセだから』と懸命に自制するハメになったのだ。

　すべてが最初から計画された事でなく、ニセ彼氏が重なった後で三人が事情を知ったとしても、あまりに不自然な行動としか思えなかった。

『おにぃはさ。どうして彼女が欲しいって事を内ない緒しよにしてたの？』

「え？」

　唐突だが鋭く食い込む質問に、一大は一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「そ、それは……その……」

『要するに、せっかくいい人って思われているのに、そのイメージが壊れて女の子に嫌われるのが怖かったんでしょ？』

「う……っ」

　夏休みに帰省した時にも指し摘てきされた内容が、もう一度繰り返される。まったくもってその通りだから反論できない。

『おにぃの場合、相手が不特定多数でもそんな風に思ったんだよ。もしも本当に好きな相手だったら？』

　仮に、現状では友達として側そばにいられる。そこから恋人同士になれれば最高だ。

　でも逆に今よりも遠く、気まずい間あいだ柄がらになってしまうかも知れない。それなら本心や本性を隠したまま、チャンスを待つ。

　できれば、向こうから『好き』だと言ってくれないかと期待しながら。

　それは別に珍しい事ではない。今までキューピッドとして仲介した中にも、そういうケースはあった。

　ただ、自分とあの三人の場合はニセ恋人という面倒な前提があっただけで。

『恋をするといけいけゴーゴー、自爆上等で攻めまくる人もいるけど、萎い縮しゆくして臆病になる人もいるって事だよ。おにぃだってそっちのタイプでしょ？』

　一かず大ひろが返答に困っていると、二ふ美みはさらに言葉を続ける。

『ニセ恋人を頼んだって引け目もあるし、お互いが親友同士だし、抜ぬけ駆がけしたいけれど友情も壊したくないって気持ちもあって、変な事になっちゃっただけなの。誰が悪いって訳じゃなくて……ううん、みんなが少しずつワガママで臆病で悪かったんだよ。もちろん三人だけじゃなく、おにぃもね』

「オレも……か」

　現に、今問題から逃げている。ここ数日、状況が膠こう着ちやくしている原因の一いつ端たんは間違いなく一大にある。

『おにぃは、実は一個得してたって自覚ある？』

「得？」

『おにぃは確かにニセだって言われて、いろいろ我慢したり、振り回されたりして困ったのかも知れないよ。だけどその代わり、嫌われたらどうしようっていう不安とは無縁でいられたんだよ』

　三人の都合に縛られてたのは間違いない。

　しかしその反面、その場その場の状況を取とり繕つくろうだけでよかった。

　人間関係が本格的に破は綻たんする事を恐れる必要はなかったのだ。

　それぞれに嫌われるのを危き惧ぐするだけではない。早少女さおとめ、鷹たか奈な、真さな愛え──三人の仲も自分自身とは特に関わりない事だと思えた。

　あの三人は、単なる友達とは違う。

　事件のトラウマからほとんど中学に通わなかった早少女。

　大富豪の跡取りとして当たり前の人間関係が許されなかった真愛。

　普通にクラスメイトや部活の先輩後輩がいる鷹奈にしたって、人並み外れた天性の強さがある。質や立場は違えど、自分と互角の『特別さ』を持った親友に出会えたのは初めてだろう。

『三人とも、ちゃんとおにぃに今までの事謝って、最初からやり直そうとしてたの。あたしもちょっとけしかけたりしたし』

「お前なぁ……」

　事情を知っているだけでなく、既に共同正犯の一人だったから前回の電話でああいう事を言っていたのか。

『へへっ。でもさ、これだけは信じて。三人とも本気でおにぃの事が好きなの。騙だましてからかってるとかじゃない。他の二人の人柄はあたしよく知らないけど、たかなんってそういう小細工とかできるタイプと違うでしょ？』

　これはその通りだ。

　確かに最近の鷹奈は──ひょっとしたら一かず大ひろに惚ほれたせいで──変化しているけれど、本質はやっぱり真まっ直すぐで不器用な鷹奈のままだ。

『ずばり訊きくけど、おにぃだってニセ彼氏やってて、ただ苦労しただけだった？　役やく得とくだって思った事はなかった訳？』

「う……っ！」

　それを言われると弱い。

　確かにいろんな面倒を背負い込んだし、振り回されもした。

　けれどそれだけの話だったら『みんなのいい人』時代の延長でしかなかった。

　ニセではあっても自分だけを特別の相手として頼ってくれるのは嬉うれしかったし、仮かり初そめの関係でもデートしたりするのは楽しかった。

『あの三人の誰かを、本当の彼女にしたいって思った事はなかった？』

「そ、それは……」

　なかったと言えば噓うそになる。それぞれ魅力的な女の子なのは間違いないのだから。

『それなのにおにぃの方から好きって告白しなかったのはどうして？』

「そ、そりゃもちろん、最初にあくまでニセだって念を押されてたからで……」

『本当に一〇〇パーセントそれだけ？　別な気持ちはなかった？』

「う……っ」

　また痛いところを突かれた。

　完全に女の子のためだけという訳ではない。

　キューピッドをやっていたのと同じで多少の下心はあった。三人の中から一人を選べないという迷いもあった。

『だからさ。おにぃもちゃんと、みんなの気持ちに向き合ってよ。向き合わなきゃダメなんだからね！』

　ピンポーン。

　返答に困っていると、呼び鈴がなった。

「わ、悪い、二ふ美み。お客さんが来たみたいだ」

『それじゃ仕方ないけど、あたしが言った事、ちゃんと考えてよね』

「ああ、分かった」

　電話を切ると、一かず大ひろは玄関に向かった。

　誰かは分からないが、ありがたいタイミングの来客だ。

「あれ？　待てよ……」

　もしも昨日と同じように病気を気き遣づかって鷹たか奈なが訊たずねてきたのだとしたら？

　覚悟を決めた早少女さおとめ本人だったら？

　さすがに真さな愛えという事はないだろうが、可能性はゼロではない。

「えーと……オレ、二日風呂入ってないよな」

　くんくん鼻を鳴らして臭いを嗅ぐが、自分自身の体臭というのは鼻が慣れてしまうのでなかなか分からない。

　もしも訊ねてきたのが彼女たちだったら、さすがにこの状態で会うのはマズくないか。

　ピンポンピンポーン。

　チャイムが連打される。

　ええいっ！　何やってんだ、オレ！

　腹をくくったはずだろ！

　この期ごに及んで逃げる理由を探してどうすんだ！

　ゴクリと唾を飲み込み、奥歯に力を込めて玄関ドアのノブを握り、ロックを外す。

「はい。どちら様ですか？」

「えへ。来ちゃった」

　扉を開けると、女の子の明るい声が答えた。




　文化祭初日が終わると、早少女さおとめは早々に帰宅した。

　下手に校内や近所をうろついていてはファンの目に触れる危険もあるし、梶かじ木きが『もう充分に仕上がったから、今日は練習するより充分休養して英気を養うように』と指示したからだ。

　変へん装そうの効果、さらに大おお熊くまら腕自慢のクラス男子が入れ替わりでボディガードについてくれたおかげで、今日のところは何のトラブルもなく文化祭を楽しむ事ができた。

　厳密に言えば『楽しんでいるフリを表現できた』だ。

　ほんの五日前、月曜日に夢想していた事とはあまりにかけ離れた現実。

　一かず大ひろと一緒に展示や模も擬ぎ店を見て回り、お化け屋敷で驚いてわざとらしく抱きついてみたり、家庭科部のカフェでハート形のグラスにストロー二本差しのアベックドリンクをオーダーして冷やかされたり。

　明日は教室──控え室から一歩も出ないようにしよう。本番前のコンセントレーションとか何とか、適てき当とうな理由をつけて。そうすれば周りに迷惑や負担をかける事もない。

　そしてすべてが終わる。

　胸の奥にダークグレーの塊を抱えたまま早少女がドアを開けると、いきなり鈴りん音ねが抱きついてきた。

「おかえりなさい、お姉ちゃんっ！」

「ど、どうしたの？」

　昨日も一昨日も、落ち込み気味の早少女を励まそうとしていたが、今日は一段とテンションが高い。

「これ見て！」

　手にしたスマホに表示されているのは、匿とく名めい掲けい示じ板ばんのさつきほしみスレッドだった。

　正直、見たくない。どうせ自分を非難し、一大を貶おとしめるような事が書かれているに決まっている。

「ほら、ここから先！」

　しかし鈴音は興奮した様子で、テキストを早少女に示す。

「え……？」

　確かにある一点から、全体の論調は変わった。

　さつきほしみを悪あしざまに罵ののしっていた者が逆に批判され、子役時代を含めた過去の仕事が高く評価されている。

　早少女さおとめより年上の、声優の卵たちの応援。

　幼児番組を見る小さな子を持つ母親からの激励。

　そんな言葉もある。

「身勝手で、わがままで、独占欲丸出しの奴やつらだけじゃないよ！　お姉ちゃんを本当に応援してくれるファンも、こんなにいるんだよ！」

『ファン』を名乗る悪意に曝さらされたせいで、忘れかけていた。

　いわゆる声優ファンや濃いめのアニメファンばかりではない。

　エンディングクレジットに興味を示さないような幼児が『なかよしベイビー』や『にこにこ森のぷるる』を楽しみにしている。さつきほしみという名前は知らなくても、ミミコたちを待っている。

　早少女たちの悩みとは無関係に世界が回るという事は、角度を変えて見れば今まで積み重ねた実績は今の苦しみとは無関係に既に存在しており、それを覚えている人も、好きな人もちゃんといるという事でもあるのだ。

　だけど、まだ早少女の気持ちは晴れない。

『さつきほしみ』が愛される事と、『星ほし川かわ早少女』の罪深さは別の問題だ。

「あの……お姉ちゃん。実はここ何日か気になってたんだけど」

　これまでの空から元気とは違う。神妙な面持ちで鈴りん音ねが切り出す。

「あたしの勘かん違ちがいだったらごめんね。ひょっとして、声優やめちゃおうとか考えてなかった？　自分のせいで一かず大ひろさんに迷惑がかかったから」

　図星だった。

　事情を不完全にしか知らないから、理由は正解ではない。

　それでも早少女の悩みは、妹に感知されていた。

「……うん……」

「これを見ても、まだそう思ってる？」

　スマホの画面が突きつけられる。

【さつきほしみ、すげえじゃん】

【これからまだまだ伸びるぜ、きっと】

【同性として尊敬します】

　視聴者の気持ちが胸に届く。

　しかし、それでもなお、早少女は己を肯定する事ができない。

『さつきほしみ』は辞める事ができるのだ。

　一大の純情をあれだけ傷つけ、踏みにじった自分がこのまま許されていいはずはない。世間が罰してくれないのなら、判決は自ら下すしかない。

「あのね……お姉ちゃん。あたし、最初に会った時に一かず大ひろさんに言われたの」

「え……？」

　鈴りん音ねが真剣な表情で、早少女さおとめを見つめる。

「何が相手の幸せになるのか、勝手な思い込みや想像で決めちゃいけないって。勘かん違ちがいしたまま暴走したら、かえって相手に迷惑かけちゃうかもって」

「そ、それはそうよね……」

「あの時、あたしはお姉ちゃんがスキャンダルに巻き込まれたら困ると思って勝手に先走って、一大さんにいっぱい迷惑かけちゃったの。それでも、一大さんはちゃんとあたしを叱って諭してくれて……許してくれて……」

　妹の華きや奢しやな両手が、早少女の肩をつかむ。震ふるえが、伝わってくる。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃんは……声優を辞めた方がいいかどうか、一大さんに訊きいてみたの？」

　鈴音の顔は、早少女に似ている。

　だからまるで自分自身が──強く、真まっ直すぐで、理想や夢を信じ、声優さつきほしみを愛する自分が、今の弱く後ろ向きな自分を指弾しているように思える。

「それは……訊いてないけど……。言えないよ、こんな事……」

　何よりも一大は、今こちらの話に耳を貸す状態ではない。その事実を鈴音に話したりもできない。

「バカッ！」

　バシャン！

　まず音を感じた。

　頰ほおに熱さを覚えたのは、その一いつ瞬しゆん後。

　目の前の鏡像が翻した右手を下ろしもせず、潤んだ瞳でこちらを睨にらんでいる。

　小さい頃から姉に懐き、逆らった事のない妹が手を挙げた。

　鈴音自身のためではなく、早少女のため。そして一大のため。

　そっと触れると、打たれた頰が熱く脈打っているように感じた。まるでときめく心臓のように。

　打った鈴音の手も震えている。

　きっと早少女の頰以上に、その手が痛みに耐えている。

「一大さんだって、声優としてのお姉ちゃんを応援してるんでしょ？　もしも自分のために仕事を辞めたなんて事になったら、一大さんがもっと苦しむとか考えなかったの？」

「あ……」

　当然の指し摘てき。

　それなのに、追い詰つめられた早少女さおとめは見失っていた。自分自身を縛り付けて、当たり前の選択肢から顔を背けていた。

「あたし、お姉ちゃんのファンだけど、その前に家族だもん。小学校の時のアレもあるし、お姉ちゃんが苦しいから芸能人辞めたいっていうのなら、止めないよ。だけど、その理由を一かず大ひろさんに押しつけないで！」

「鈴りん音ね……」

「お姉ちゃんがそんな風にするなら……一大さんの彼女でいてほしくない！」

　喉のどの奥から絞り出すような叫び。

「そ、そんな事になるなら……あたし、略奪愛しちゃうからねっ！」

　ニセ彼女問題と一緒だ。

　何もかも失うという最悪から逃れたくて、素す直なおに告白するのではなく、表面上の現状維持を選んでしまった。それと同じで他者から完全に否定されるという救いのない結末から逃げるために、自分自身に罰を与えようとしていただけだ。

「あたしがそんな事しちゃう前に……ちゃんとお姉ちゃんの本当の気持ちを一大さんにぶつけて！」












　こくり。

　ようやく肯うなずく。

　自分がしてきた事に正しく罰を下せるのは、自分以外だ。自分自身がきちんと向き合った上で、犯してきた罪の重さをあの人にちゃんと知ってもらい、量ってもらうしかない。

「ありがとう、鈴りん音ね」

「姉妹だもん。お姉ちゃんの気持ちは分かるし、もっと分かるようになりたいもん」

　目め頭がしらに熱いものを溜ためて、鈴音が笑った。

「ちょっと集中するから、話しかけないでね」

　机に向かう。一人暮らしには充分だけど、こういう時ワンルームは不便だ。他に誰かいると、一人きりになれるスペースがない。

「うん。わかった！　あたし隅っこでじっとしてるから、お姉ちゃんは頑張って、張り切って、やりきってよ！」

　言葉通りに鈴音は部屋の一番隅、キッチンとの境目で体育座りの構かまえになってぴたりと動きを止めた。

　早少女さおとめは、ノートを広げてシャーペンをノックする。

　言葉だ。

　早少女の武器は、言葉。

　言葉では伝わらないものもある。言葉だけでは伝わらないものもある。

　だけど一番はっきりしているのは、言葉にしなければ伝わらないものだ。

　セリフとして通り過ぎていった言葉、己の内から湧き上がって弾はじけた言葉、言いたくても言えなかった言葉。

　それは年輪のように、地層のように、分厚く重なって今の星ほし川かわ早少女を形作っている。

　自分だけの言葉もあれば、誰もが同じように感じる言葉もある。

　梶かじ木きが作詞した女言葉のラブソングにミキが共感するのは、言葉にも気持ちにも、普遍的なパーツがあるからだ。

『わたしは一かず大ひろの事を好きだ』という気持ちは、早少女だけのもの。

　けれど『一大が好き』という感情は真さな愛えや鷹たか奈なも持っている。完全に同じ『好き』ではないかも知れないけど、お互いに理解し、響き合える。

『あの人が好き』という気持ちなら何百人、何千人、何万人とだって分かち合えるし──競い合える。

　溢あふれ出でる情熱と、それを束ねて方向性を与える技術。

　深い霧の中から抜け出した早少女さおとめは、光の方へと駆け抜ける勢いで、何度も何度も紙の上にシャーペンを走らせた。




「えへ。来ちゃった」

「よう、こんばんわ」

「お邪じや魔ましますよ、八や木ぎ本もと君」

　玄関に現れたのは、ミキとタケシ、それに卓たく山やまという意外な取り合わせの三人だった。

　タケシの手にはコンビニの袋、ミキは茶色い無地の紙袋を抱えている。

「せっかく文化祭なのに休んでたからさ。クラスを代表してお見舞い」

　ミキの袋の中身は、たこ焼きやフランクフルト。どうやら文化祭みやげだ。

　タケシの方はスポーツドリンクや栄養剤、朝食ゼリーなどオーソドックスな風邪見舞い。つまり昨日、早少女の指示で既に同じような品物が届けられているのは伝わっていないという事だ。

「あ……ありがとう。取りあえず上がっていくか？」

「いいの？　じゃあ遠慮なく」

　三人を居間に上げ、とりあえず一かず大ひろは来客用のコップを並べる。タケシがペットボトルのキャップを開けて、スポーツドリンクを注そそぎ入れる。

「えっと……皿もあった方がいいか？」

「別にいいよ。オレたちは文化祭でたっぷり喰ってきたし、これはあくまでお前に気分味わってもらおうって手て土産みやげだから」

「そうか。悪いな」

「お見舞いなんだから、おもてなししてもらおうなんて思ってないってば」

　ミキが答えたので、一大も座布団に腰を下ろす。

「明日の練習とか、いいのか？」

　まず気になったのはその事だ。下校時間の制限はあるにしても、貸しスタジオなどを使うという手もあるだろうに。

「梶かじ木きくんが、今日はゆっくり休めって。早少女ちゃんにお見舞いに行くように勧すすめたんだけど、集中したいからって真まっ直すぐ帰っちゃったんだよね。だから、あたしたちが様子見に来たって訳」

「具合もいいみたいだし、その様子なら明日は大丈夫そうだな。絶対来いよ」

　ミキとタケシが笑う。

「まあな。ところで、今日トラブルとかは？」

「多少はあったみたいだけど、特に大きな騒ぎは起きなかったな」

　一かず大ひろの疑問に、タケシが答えた。

　確かに変な客もいないではなかったが、本職の警備員から教わったノウハウできちんと撃退し、大きな騒ぎになるのは未然に防いだ。

　早少女さおとめ効果で来場者は例年の五割増しになっているが、つまり元々来ている地元の客の方がまだ多数派という事だ。それに事前の注意事項周知徹底、明確に見える形での警備態勢なども効果を上げているというのが、実委の評価だという。

「星ほし川かわさんも変へん装そうして、ちゃんと文化祭楽しんだって話だったな。まあ本番は明日だから、油断はできないけど」

「それはそうだけど、あまり心配はいらないんじゃないかな。状況は好転傾向にあるし。この流れで下手に騒いだりしたら、そいつの方がやり玉に挙げられる」

　思案顔のタケシに向けて、卓たく山やまはスマホのブラウザを起動させる。画面に表示されたのは、さっきまで一大が見ていたのと同じ掲示板のスレッドだ。

「タレントでも若さとかわいさのみがセールスポイントで、異性だけの人気で保っているタイプには恋愛沙汰は御ご法度はつとだけど、同性からも好感を持たれている人は祝福される。どうやらこの数時間で、星川さん──さつきほしみの評価はアイドルから実力派へ変わったみたいだね」

「は、はは……そうだな、うん」

　一大は苦笑する。

　まさかきっかけを作ったのが自分や妹だとは、口が裂けても言えない。

「これで早少女ちゃんも、元気出してくれるといいんだけどね」

「やっぱり、元気ないのか？」

「うん。わたしから見ると、別に問題なくちゃんとこなしてる感じなんだけどね。やっぱり八や木ぎ本もと君が近くにいてあげないとダメなんだよ」

「梶かじ木きは軽音だし、作曲した当人だけあって多少違和感を覚えてるみたいだ。まあ、僕もアイドルマニアとして微び妙みように物足りないところはあるけれど、何しろ星川さん本来の歌をよく知らないからね。今のコンディションが最良なのかどうかは判断しかねるね」

「オレは普通に上手いと思ったけどなぁ」

　ミキ、卓山、タケシが三者三様の感想を述べる。

「あ？　でも、嫌な事が書かれてそうな掲示板なんか元々見ないかな？」

「今回はどうだか知らないが、所属事務所が読まないように通達するケースもある。ファンの生の声といえば聞こえはいいけれど、実のところ一部の偏った意見だからね。そればっかりを意識して仕事に悪影響が出る恐れもある」

　早少女さおとめ本人は、果たしてこの流れを知っているだろうか。

　見ていない場合も考えて、こっちから教えた方がいいのだろうか。

　二ふ美みにはあんな風に言われたけれど、一かず大ひろ自身まだそこまで決心はできない。

　どんな風にして彼女に向かい合えばいいのか、まだ迷いはある。

「よくアイドルが交際や結婚を公表すると『ファンを裏切ったな』なんて騒ぐ奴やつがいるけれどね。僕に言わせれば、そういう連中はファンとしての覚悟と自覚が足りないと言わざるを得ないね」

　どこか得意そうな顔で、卓たく山やまがメガネのブリッジをくいっと一本指で押し上げる。

「大半の奴は自覚してないけど、ファンの方こそいつでもアイドルを裏切る事ができる」

「え？」

　意外な言葉に、一大は思わず身を乗り出す。

「複数のアイドルに二ふた股また三みつ股またかけても誰にもとがめられないし、好みに合わなくなれば簡単に乗り換えてもいい。それで被こうむる損失は、それまでに費やした時間やお金だけ。人間関係にほとんど傷は付かない」

　三股という言葉が、チクリと一大の胸に刺さった。

　それに気付いた風もなく、卓山は話を続ける。

「どんなに情熱を傾けておっかけやっても、一生そのものをそのアイドルに捧ささげるなんてできないしね。人生の一部を代価に支払って、その代わりに夢や喜びを分けてもらう──芸能人とファンっていうのは、暗黙にそういう契約を交わしているんだと僕は思っている」

　親の代からのアイドルオタクならではの、一種透とう徹てつした哲学だった。

「オタ芸って知ってるかい？　アイドルのライブとかで、みんなが動きや声揃そろえてやる奴」

　座ったまま、両腕だけで奇妙なポーズをつける。

「まあ、多少は」

　クラスのみんなでカラオケに行った時など、卓山がしきりに披露して解説するから印象に残ってしまう。曲ごとにきちんと振り付けが決まっており、全員でぴたりとシンクロさせるのが醍だい醐ご味みなのだとか。

「実は、アイドルの中にはアレを嫌がる人もいるって知ってる？」

「いや。初耳だ」

　一大だけではなく、タケシやミキも興味深そうに身を乗り出す。

「要するに、自分の芸を鑑賞するんじゃなくて、ファンが自分たちの芸を披露するのが主目的になっちゃってるっていう意見だね」

　なるほど。オタ芸というくらいだから、やる側にとって価値あるパフォーマンス、見せ場という訳か。

「僕なんかは、そういう立場をはっきり表明しているアイドルのステージでは控えるのがマナーだと思ってるけど、中にはおかまいなしでやり続ける人たちもいる。要するにアイドル本人は媒体に過ぎない。実は仲間同士で連帯感を味わい、盛り上がるのが楽しいって事だね」

　掲示板の流れを思い出す。

　あそこに書き込んでいるのもさつきほしみのファンばかりという訳ではない。それこそ皆に糾きゆう弾だんされた『自称本物のファン』のように、ただ話題性のある事件に飛びついて、騒ぎたいだけの奴やつの方が多いだろう。

「まあ、そんな風にアイドル本人を蔑ないがしろにするのは極端なケースとしても、ファン活動っていうのは実は同じ対象を好きな仲間との横の繫つながりっていうのも大きな楽しみなんだ。それはつまり、どんなに熱中しても僕はアイドルと一対一の関係じゃない。だからファンになる事は、恋人に惚ほれるっていうのとは全然別の感情さ」

「……そういうモンなんだろうな」

　芸能人に入れあげるのとも、誰でもいいからつき合いたいというのとも違う。

　他の誰でもない自分と、たった一人の誰かとの真しん摯しな恋。

「なあ、タケシ。ちょっと変な事訊きくけど……」

「ん？」

「ミキちゃんとつき合ってて……その……相手に不満感じたり、腹立てたりした事ってあるか？」

「そりゃあ、少しはあるさ」

「まあ、ね」

　タケシとミキは苦笑の顔を見合わせて、肯うなずき合った。

「クラスメイトだったし、八や木ぎ本もと君にもいろいろ調べてもらったけど、それでもつき合って初めて分かった事だってあるもんね」

「例えば？」

「…………が好きな事とか……」

　ミキの答は、消え入りそうな小声だったのでよく聞こえない。

「お、おいっ！　ミキ！」

　タケシが口を塞ふさごうとする。

「熟女モノが好きなのは、ちょっとイヤ！」

　しかしミキはそれよりも先に言ってしまった。

「あー……」

「あー……」

　一かず大ひろと卓たく山やまの声がハモる。

　タケシ本人は赤くなって、視線を逸そらす。

「お前、そーいうの好きだったのか？」

　一大も知らない秘密だった。

　男同士とはいえ、さすがに好きなオカズに関する話題は完全な共有情報という訳ではないのだ。

「……ミキちゃんって、どっちかっていうときれいとかセクシーっていうより、かわいいってタイプだよなぁ」

　ミキに頼まれて仲を取り持ったけれど、タケシが熟女好きだとしたらこの取り合わせはひょっとして不本意だったのだろうか。

「ま、待て！　恋愛感情と性欲は別物っ！　エロの好みと彼女は全然違っても別に構かまわないだろーがっ！　実際上手くいってんだし！　一大、お前はどうなんだ？」

　弁明に続き、タケシは一大に矛先を向ける。

「え、えーと……」

　実際にはつき合っていない身としては返答に困る。

「だ、だから、タケシ君だって年頃の男の子なんだから、えっちなのに興味あるのは仕方ないと思うしっ！　女の子だって女の子なりにえっちな事も考えるけど、熟女だけはイヤなのっ！　生理的に我慢できないっていうか……」

「でも、ミキの前で読んだり使ったりする訳じゃないだろ？」

「使うって……その言い方がますますイヤ」

「そもそもちゃんと隠してたのに、お前が部屋に来た時に、勝手に探して見つけたんだろーが。オレのプライバシーはどうなる？」

「そ、それはその……やっぱり彼氏の事は何でも知りたくなっちゃうっていうか……」

「あー、すまん。変な事を訊たずねたオレが悪かった。ごめん」

　口調は半笑いで深刻な口ゲンカではないが、このまま放置したらさすがに気まずい。

　一大は、ミキとタケシの間に割って入る。

「八や木ぎ本もと君はどうなの？　早少女さおとめちゃんと、そういう事ってなかった？」

「え？　エロ本見られた事とか？」

　むしろ早少女に頼まれてエロ本を買いに行ったとか、それでは満足してもらえずに一緒に買い直しに行ったりした事はある。

　男が何にエロスを感じるかという事について、真さな愛えにいろいろと解説するハメになった事もある。

　部屋にあるエロ本を見つけられて、普通に怒られたのは鷹たか奈な相手か。

　真愛に対してはスクール水着やブルマについて説明せざるを得なくなった事があった。

「そーじゃなくって！　つき合ってみて初めて知った意外な一面とか、そういう事！」

「あ……そっちか」

「一かず大ひろの場合、デカいのがあるだろ。実は声優だったって件。今回もそれで大おお事ごとになっちゃったんだしな」

　勘かん違ちがいした一大の答に、タケシがフォローを入れる。

「生身の人間と一対一でつき合う以上、そういう問題はどうしてもつきまとうよね」

　卓たく山やまはおどけた調子で、大げさに肩をすくめた。

「アイドルだって実際はちゃんと生きている人間なんだから、裏側もあれば秘密もある。プライベートだって存在する。それを理解した上で、きれいに飾られた表側を楽しむのが粋なファンというものだよ。見せないのが前提になっている舞台装置の裏側をわざわざ覗のぞいて『こんなつっかい棒は見たくなかった。夢を壊された』なんていうのは、野や暮ぼだし筋違いという事さ」

　卓山は卓山なりの立場で意見を述べる。

「おっと。病み上がりなんだし、あんまり長居してもまずいな」

「そうね。そろそろおいとましよっか？」

「明日はちゃんと来てくれよ。彼氏が見てるのと見てないのじゃ、星ほし川かわさんのノリも違うだろうからね。演出担当としては、プラス要素を少しでも積み重ねておきたい」

　三人が立ち上がる。

「ありがとうな。大丈夫。明日は、何としても見に行くから」

　見送りながら、一大は決心する。

　そうだ。

　もう逃げない。

　まず早少女さおとめ。それから鷹奈や真愛。

　みんなときちんと向かい合って、そこからすべてをちゃんとやり直すのだ。





第６話　すべてが変わる日曜日







　日曜日──。

　意を決した一かず大ひろは、朝一番で登校した。

　風邪が治りきってないし、早少女さおとめファンに顔がばれているのでマスクと伊だ達てメガネで簡単な変へん装そうをしている。さすがに金髪アフロのヅラはなし。

「よう。もう風邪はいいのか？」

「おはようっ！」

「どうせだから今日は一日楽しめよ。そんなに仕事もないからさ」

　机や椅子の大半が片付けられた教室で待っていると、続々と登校してきたクラスメイトが声をかけてくる。

　しかし、肝心の早少女はまだ現れない。

　やがて梶かじ木きが現れて、皆に告げる。

「星ほし川かわ君だけど、昨日の夜メールが来た。今日はちょっと遅れてくるそうだ」

　ええっ。

　主役が予定から外れた行動をするという事で、クラスがどよめく。

「ああ。心配はいらない。体調不良とかじゃなく、ちょっとした用事と言っていた。プロとして本番には絶対遅刻したりしないから、そこは安心してほしいとの事だ」

　プロとして──早少女がその言葉を使ったのなら、誇ほこりに懸けて誓ちかったというのと同じだろう。それならドタキャンの心配はないか。

　やがて二日目の開場時間となり、各クラスの企画がスタートする。

　ただ教室でずっと早少女を待ち続けるというのも、妙に居心地が悪い。一大は皆に勧すすめられるまま、他の展示を見る事にした。

「風邪だったんだって？　大丈夫」

「いろいろ大変だね。彼女さんの事」

　日頃はさほどつき合いのない他のクラスの顔見知りが声を掛けてくる。そのほとんどが、一大が間を取り持って結ばれたカップルや、その友達だ。

　人目もはばからずに腕を組んだりといちゃこらしている者もいれば、傍はた目めには単なるクラスメイト同士にしか見えない感じの距離感を保っている者もいる。

　いろんな、恋の形がある。

　そんな事を考えていると、前の方から勇ゆう司じが歩いてきた。受付に置くパンフレットの補充分を抱えている。

「おや。八や木ぎ本もと君。風邪の方はもういいのかい？」

「はい。おかげさまで」

「ははは。そう言われても、僕は別に何もしてないけどね」

「あ、そりゃそうか」

　型通りのあいさつは、勇ゆう司じらしい生き真面目まじめなユーモアで返された。

「まあ、元気になったなら文化祭を思いっきり楽しんでくれよ。今日のクライマックスは君たちのクラスだしね」

「委員長は大変ですね。楽しむ余裕がなくて」

「みんなが文化祭を満喫して、トラブルなく終わるのがハニーと僕にとっては一番の楽しみだよ。おっと、急いでるからこれで失礼」

　小こ柄がらな身体をぺこりと折って、勇司は足あし早ばやに去って行った。

　あれもまた、ひとつの形だ。

　互いに助け合い、支え合って、大事を成し遂げるのを恋愛の成果にする。

　これだけいろんな形があるのなら、ひょっとしてニセ恋愛も恋愛の一バリエーションなのかも知れない。

　そんな突とつ拍ぴよう子しもない思いつきさえ浮かんでしまう。

「さすがにそんな事はないか」

　苦笑で頰ほおが引きつる。

　三人が三人とも実際に自分に惚ほれているとして、ニセもまた恋愛だというのなら、結果的には意図せずして三股かけてしまっていたという事になってしまう。

　あちこちぶらぶらして教室に戻る。

　だが、まだ早少女さおとめの姿はない。

　代わりと言う訳ではないが、マネージャーの野の間まが来ていた。地味なライトグレーの背広姿は、クラスメイトたちの中に混じると浮く──というより一人だけ沈んでいるという方が適切な形容か。

　マネージャーとして今日のライブに立ち会うのは、当初からの予定のうちだ。

「さつき──星ほし川かわはまだ来てないんですか？　珍しいですね。連絡済みとは言え、あの子が予定時間に遅れるなんて」

　事情説明を受けたばかりらしく、梶かじ木き相手に首を傾かしげている。

「どうすんだよ。本番まで二時間切ったぜ？」

「さっき確認の電話をしたら、妹さんが出た。ちゃんと間に合うよう、タクシーで直行するそうだ」

　ギター担当の鶴つる田たがいらだたしげに呟つぶやいたのに、梶かじ木きが淡々と答える。

「本人、電話に出ないのか？」

「歌の練習そのものは昨日までで万全なんだから、僕たちも焦らないようにしよう」

「いざとなったら妹ちゃんに代役してもらうとか？」

「いくら見分けがつかなくてもそれはまずいよ。信用に関わる。ネットでの星ほし川かわさんの評判が好転したといっても、状況はかなりのタイトロープなんだ。下手な策を弄ろうすると一気にまた反転する」

　ミキの軽けい率そつな思いつきは、卓たく山やまによってあっさり却下された。

　黙って聞いているけれど、一かず大ひろの頭の中はクエスチョンマークで一杯だった。

　どうしてクラスの皆が鈴りん音ねの存在を知っているのか。そしてその鈴音が早少女さおとめの部屋にいるのか。

　自分がそっぽ向いたり病欠したりしている間に一体何があったのだろうか。

　これは落ち着いたら後でいろいろ確認する必要がありそうだ。

「いよいよとなったら、八や木ぎ本もと君迎えに行ってよね」

　ミキが笑いながら一大を肘ひじで小突く。

「え、えーと……」

　実際にはまだ訪ねた経験はないが、表向きは看病しに行った事になっている。それにニセ恋人関係も続いているのだし、ここで断ったら不自然か。

「いや。確認も兼ねて僕が出向きますよ」

　野の間まが片手を顔の高さに挙げる。

「文化祭で人の出入りが多いんです。万が一にも八木本君とさつきが一緒の車から降りてくるところとか、見られない方がいいでしょう」

「そ、そうですね。助かります」

　頭を下げる。さすがマネージャー、気配りのプロだ。

「ここで心配しても仕方がない。マネージャーさんもこう言ってくれてるし、星川さんを信じて待とう。仕事があればそっちに戻って、手て空すきの人は文化祭を満喫しよう」

　梶木がパンパンと手を打ち鳴らしたのを合図に、皆はそれぞれ散っていく。一大も、教室を後にした。

　去年より盛り上がっているとは言え、元々平凡な高校の文化祭だし、ほとんどの企画は準備期間一週間だ。それほど凝った展示がある訳ではない。一通り回った後で、改めてもう一度というとどこへ行く当てもない。

　後は見るものと言えば、それこそ講堂での出し物くらいか。

「そういや、演劇部の公演があるか」

　時計を確かめる。

　舞台演劇に特に興味がある訳ではないが、今回の件ではトリを譲ってもらったりと世話にもなっている。せっかくだから観ておこうか。

「あら、八や木ぎ本もとさんとこの」

　講堂へ向かう途中で、声を掛けられた。

　相手は三〇がらみの女性──筋向かいの若奥様だった。ご近所づきあいもあり、一かず大ひろとは道であったらあいさつする程度の間あいだ柄がら。小さな女の子の手を引いている。

「あ、どうも。いらっしゃいませ。風邪気味なんで、こんな格好で失礼します」

　マスク越しのもごもご声で答える。

「いえね。『ぷるる』に出てるお姉ちゃんが歌うよって言ったら、この子が来たがって」

　どこかの模も擬ぎ店で買ったのか、五歳くらいの愛まな娘むすめは美お味いしそうに綿アメを食べていた。

「そ、そうですか。オレのクラスメイトなんです。お客さんが多いと彼女も喜びますよ」

　話しぶりからすると学校のサイトで告知を見ただけで、恋人スキャンダルの方は知らないのだろう。

　軽く会釈し、一大はその場を離れた。

　改めて意識すると人出は多いが、いかにもアニメオタクや声優ファンという姿の者は思ったより少数だ。むしろ親子連れや、中高生くらいの女子が目立つ。

　昨日一日で評価の流れが変わった事もあるだろうが、最初に卓たく山やまが指し摘てきした通りネットで騒ぐのは簡単でも、遠えん路ろはるばるやってくる声優ファンは少ないのだろう。それよりは今まであまり関心のなかった地元の人間が『どうせだから』と足を運ぶ方が来客増加の主な理由という事か。

　講堂は大おお賑にぎわいで、満席どころか立ち見も出ていた。一大も席には着けないので、出入り口近くに立つ。ちょうど前のステージが終わってこれから落おち研けん、その後は演劇部という予定である。

「あれ？　どうも」

　隣にいる人に気付き、軽く頭を下げる。演劇部部長の白しら鳥とりだった。腕組みをして、厳しい表情で舞台を睨にらんでいる。

「ああ、あなたね。風邪でも引いたの？　それとも変へん装そう？」

「まあ、両方っていうか……。舞台の準備、いいんですか？」

　落研の後とはいえ、舞台に立つとなると衣装とかメイクとか、いろいろ準備が必要なのではないだろうか。

「ひょっとして勘かん違ちがいしてる？　わたしは出演しないの。シナリオと演出担当」

「え？　そ、そうなんですか？　失礼しました」

　態度や雰囲気のせいで、何となく主演女優だと思い込んでいた。

「本番前に客席の空気をつかんでおこうと思って。星ほし川かわさんのおかげで文化祭そのものの来場者は多いし、各企画にも人が入ってるけど、ウチは直接の恩恵にあずかれないし、どれだけ客を呼べるかは、実力勝負よ」

　微笑ほほえみながら、白しら鳥とりはスタンプラリーのカードを指先で弾はじく。

　さつきほしみミニライブの入場チケットにもなるが、抽ちゆう選せんなどの事務処理にかかる時間が必要なため、本番の直前である演劇部公演はスタンプの対象外となっている。また客の入れ替えを行うから、前のステージから講堂に陣取っていい席を確保したいという観客も見込めない。

　単にトリを譲っただけでなく、むしろ演劇部にとっては不利な条件になっていたのだ。

「ごめんなさい。オレたちのせいで」

　思わず謝罪の言葉が口を突いた。

　この『オレたち』というのは何を指しているのだろう。

　二年三組か。それとも早少女さおとめと一かず大ひろか。

「別にあなたが気に病む必要はないわ。こっちは最初から承しよう知ちの上。さっきも言ったけど文化祭そのものの来場者が増えたのはチャンスだもの。観客が増えなかったり、満足させられなかったら、それはわたしたちの自業自得。じゃあね」

　落おち研けんを紹介するアナウンスをきっかけに、不敵な笑みを浮かべて白鳥はバックステージの方へと去っていく。

「何つーか……かっこいいな」

　立ち居振る舞いや容姿ではない。

　トラブルの渦中でも敢あえて面倒を引き受け、それをバネにして更なる高みを目指そうという態度への賞しよう賛さんが、自然と口からこぼれたのだ。

　舞台が始まった。

　落研部長による『酢豆腐』は正直いまいちな出来だったが、それでも客席のあちこちに笑いを生んで滞りなく終わった。

『続いて一〇分間の休きゆう憩けいの後、演劇部の公演です』

　アナウンスを聞いて客席を離れる者もいたが、全体の二割程度だ。空いた席にもほどなく立ち見していた者が詰つめて入ってすぐに埋め直される。

　早少女さおとめステージの抽ちゆう選せんを既に終えた者もいるだろうが、ちゃんと演劇部そのものに関心を持っている人間が多いという雰囲気だ。

　開演ブザーが鳴ってカーテンが開く。

　始まったのは、白しら鳥とり部長のイメージからするとギャップがある喜劇だった。それもラブコメディ。

　登場人物は等身大の高校生だけど適てき度どに誇張されたキャラ立てでメリハリがつけてあり、テンポ良く楽しめる。さっきの『酢豆腐』が無理に背伸びしていたのとは対照的だ。客席の笑いもずっと多い。

　芝居は盛り上がって終わり、万雷の拍手の中、静かに幕が閉じられる。

『演劇部の公演でした。一〇分後に本校生徒である声優さつきほしみのミニライブを行います。場内入れ替えを行いますので、チケットをお持ちのお客様も一いつ旦たん退出していただきますので、ご協力をお願いいたします』

　放送部員のよく通るアナウンス。黄色い腕わん章しようを着けた男子生徒たちの誘ゆう導どうで、観客たちが列を作り、速すみやかに外へ出て行く。

　一かず大ひろも流れに沿おうとしたが、入れ替わりに入ってきた梶かじ木きたちに呼び止められた。

「お前は関係者なんだし、舞ぶ台たい袖そでにいろよ」

「そうそう。八や木ぎ本もと君がいないと、早少女ちゃんも寂しいだろうし」

　その早少女の姿がない。

「早少女は？　まだ来てないのか？」

「妹ちゃんから電話があって、野の間まさんが迎えに行ってるよ。もうすぐ着くはずだ」

　本当にギリギリ滑すべり込こみのタイミングだ。

　バンドメンバーや卓たく山やまと一緒に舞台袖に入ると、カーテンの内側では演劇部の面々が素早く大道具をバラしている最さい中ちゆうだった。解体の手順も事前に打ち合わせ、練習していたのだろう。白鳥部長はじっと見ているだけで、詳しよう細さいな指示を出したりしていない。

「来たわね、二年三組」

　部長が振り向いて、にやりと笑う。

「演劇部は、ちゃんと舞台盛り上げたわよ。大トリで熱を冷ましたら承しよう知ちしないからね」

「はい。分かってますって！　音響と照明、頼んでおいた通りによろしくお願いします」

　挑発めいた激励にサムズアップで答えたのは卓山だ。

　大道具が片付けられ、空いた舞台上にドラムセットやキーボード、アンプ類がセッティングされていく。素人しろうとの一大には、ただ見守るしかない。

「星ほし川かわはまだかよ！」

　ギターを構かまえた鶴つる田たが声を上げる。

「予定時刻までまだ二分ある。とりあえず僕が前説で間まを保たせておくよ。準備できたら、合図して！」

　卓たく山やまがワイヤレスマイクを手に、幕の前に出る。

「どうもぉ～。これから二年三組のクラス企画、さつきほしみミニライブが始まります。その前に皆さん、もう一度お手元のパンフレットで、注意事項を確認してください。撮影や録音は禁止。クラッカーやテープ投げ入れなどもご遠慮願います」

　妙に場慣れした雰囲気で、卓山は身振りを交えながら説明する。

「はい。それとこういうところではオタ芸とかコールとかがつきもの。でも、今回披露する二曲は初お目見えですからねぇ。練習しておくって訳にもいきませんでしょ？　ですから、オタ芸っぽいのもなしで。自然な手拍子とか、その程度は全然オッケーですよ」

　誇張した身振りの後、両手で大きく×マークを描く。

　既に内側では準備が終わっている。各パートの楽器には弾き手がついており、センターマイクだけが主を待ってぽつんと立っている。

　卓山はどうにかして間を持たせようとしているけれど、そろそろ限界に近い。

「まだかよ……」

　一かず大ひろが呟つぶやいたまさにその時、楽屋へ駆け込んでくる者があった。

　地味な変へん装そうでも、いつもの制服でもない。華やかなアイドルのコスチューム。

　大胆なデザインに心臓がぴくんと跳ねた。

「早少女さおとめ！」

「一大！」

　一いつ瞬しゆん、目が合う。

「時間がない！　急げ！　それと、頑張れよ」

　責めるより、詫わびるより、真まっ先さきに出た言葉はそれだった。

「うんっ！」

　短く答える、力強い笑顔。

「遅くなってごめんなさい。実は……」

　マイクスタンドに取り付き、息を整える。

「分かってる。こっちはＯＫだけど、星ほし川かわさんはぶっつけで問題ないのか？」

「大丈夫。やってみせる！」

　梶かじ木きに答えて、早少女は大きく肯うなずいた。

　早少女本人に遅れて、野の間まマネージャーと洋よ梨り子こ社長、それに鈴りん音ねも舞ぶ台たい袖そでに現れる。

「か、一かず大ひろさんっ！　お久しぶりです！　お姉ちゃんがいつもお世話になってますっ！」

　ひょこひょこと何度も頭を下げ、勢いでズレたメガネを直す。

「そっち、静かにしてくれ。本番、行くぞ！」

　一大たちに向けて、梶かじ木きが声を掛ける。

　それを合図に、卓たく山やまが前説を締めくくる。

「では、いよいよ開幕です！　僕らのクラスメイトでプロの声優・さつきほしみのミニライブをお楽しみください！」

　卓山が引っ込むとすぐに幕が開き、早少女さおとめ──さつきほしみの姿が観客にさらされる。

　講堂全体の空気が、瞬時に強こわ張ばった。

　罵ば声せい、非難、生卵。

　そんなものが飛んでくるのではないか。

　一大の脳のう裏りをよぎった不吉なビジョンは現実にならなかった。

　どこか戸惑い気味の、遠慮がちな拍手がぱらぱらと鳴っただけだ。

「皆さん、こんにちは。さつきほしみです。今日は、わたしたちが通う九く比ひ戸と高校の文化祭に来てくださって、ありがとうございます！」

　慎しん重ちように言葉を選んでいる。












　名乗るのは芸名だが、あくまでここの生徒であり、このイベントが文化祭の一部である事をさりげなく強調している。

　ステージを見つめているのは、必ずしも好意的な眼まな差ざしばかりではない。つまみ出されないようおとなしくはしているが、スキャンダルがらみの騒そう動どうを期待しているであろう雰囲気の客もちらほら。

　それでも早少女さおとめは笑顔で堂々と胸を張る。

　袖そでから見つめて、一かず大ひろは息を飲んだ。

　これまでもいろんな形で、何度となく早少女の『演技』は目まの当あたりにしている。

　しかし、観客や聴衆に向かう姿を見るのは初めてだった。

　表現のプロが放ち、場の空気を染め上げる力。

　オーラなんて言葉を使えば陳腐になってしまう。

「わたし、本業はあくまでも声の演技で、歌はあんまり得意じゃないんですけど、今回はいろんな事情でこういうライブになりました。それでは一曲目、聴いてください。タイトルは『ムーンシャインに包まれて』」

　ハンドマイクを両手で握り、胸元に構かまえる。何の動きもなく、自然に立っているだけなのに目が引きつけられて離れない。

　キーボードが先導する、緩ゆるやかでメロディアスな曲調だ。

　しんと静まりかえった講堂内に、ソプラノの歌声が流れる。

　満月に照らされて青くきらめく湖こ畔はん、高い白はく亜あの塔の窓辺。

　長い髪をくしけずりながら愛いとしい人へ想おもいをはせる少女。

　星が夜空を横切り、彼女は遠く旅する少年の無事を祈る。

　歌詞の通りの幻げん想そう的な情景が、一大の脳のう裏りに浮かび上がった。

　聴衆たちもただ聞き入っている。

　技術的な歌唱力という事なら、本職のシンガーには及ばない。

　ただ、声に込められた感情、ごく微び妙みようなニュアンスからイメージを伝え、膨らませる力が高いのだ。ブレスのタイミング、声の強弱や音色の変化。楽譜には記述できない豊かな広がりが、早少女の声から生まれている。

　ボーカルが消え、短い後奏も終わる。早少女が静かに一礼すると、拍手が巻き起こった。

「ありがとうございます。次の曲は、わたしが作詞しました」

「えっ」

　思わず声が漏もれてしまい、一大は右手で口を塞ふさいだ。

　少なくとも木曜までの時点でそんな話は聞いていない。二曲とも作詞作曲は梶かじ木きのはずではなかったか。

　しかし当の梶かじ木きはもちろん、他のメンバーも驚いた様子はない。

「作詞なんて生まれて初めてで、しかも先にできている曲に合わせなきゃいけないから手間取って、結局完成したのはついさっきです」

　このトークで事情は理解できた。

　予定していた二曲の一方の歌詞だけ差し替え、作詞をしていたから到着がギリギリになってしまったという訳だ。梶木たちにはきちんと伝えていたのだろう。

　それでもまだ疑問は残る。どうしてこんな土壇場でそんな事をしたのか。トークをほとんど入れずに二曲目に移るのも不自然に思える。歌い終わった後に長く時間を取るつもりだろうか。

「タイトルは……『世界に二人きり』。いきますっ！」

　宣言と同時に、左手をマイクから離して高く突き上げる。

　ドラムが刻んだリズムに合わせて、しなやかな足が自然なステップを踏む。ギターが奏でるメジャーコードのメロディにキーボードの優しい音色が寄り添い、力強いベースが陰からそれを支える。

　一曲目とは打って変わった、アクティブでポップなステージだ。

　長めのイントロに乗って、早少女さおとめの左腕がリズミカルに上下する。その動きに誘われるように自然と手拍子がわき起こり、輪が広がって客席全体に広がる。

　アイドルを応援するだけではなく、仲間と一緒に盛り上がるのもファンの喜び──卓たく山やまの説明を思い出す。

『ムーンシャインに包まれて』が聴かせるための歌なら、こっちはステージと客席が一体になる体験を味わうための曲だ。

　講堂全体が充分に熱せられ、期待がマックスに膨らんだ瞬間に、早少女の唇から歌声が放たれた。







　もしも世界にキミとボクの二人きりなら

　それは多分とてもとても　退屈な幸せだね

　イブとアダムは結ばれただけ　ときめいてない

　選択肢が一個だけなら　チャレンジする意味もないね




　最初にアタリ引けばＬｕｃｋｙ

　初めから側そばにいたらＨａｐｐｙ

　狙いさだめて上手く捕まえたら　きっとそれがＶｉｃｔｏｒｙ




　キミを好きになってボクは強気になる

　敏感なとこ　ぶつけ合うから　痛いけれど　痛くするけど

　キミを好きな気持ち　ボクは手放さない

　生まれたてのこの想おもいで　まっすぐに飛んで行くよ







　もしも世界にキミとボクの二人きりなら

　家族とか友達にも　紹介もできないよ

　ほらね　こんなに素敵な人って　自慢したいんだ

　胸を張って　幸せだって　世界中に叫びたい




　会えない夜はとてもＬｏｎｅｌｙ

　時には胸を焦がすＪｅａｌｏｕｓｙ

　独占欲で少しワガママ　言っちゃったらＳｏｒｒｙ




　キミを好きになったボクは素す直なおじゃない

　大切なもの　隠してるから　ごまかしたり　噓うそをついたり

　キミにボクの好きな想い　知ってほしい

　胸の奥の扉のカギ　リボンかけて贈おくるよ







「これ、あたしの……あたしたちの歌だ」

　鷹たか奈なは、その歌をモニター越しに聴いていた。

　今朝早く、早少女さおとめ本人から『絶対に来て』と電話をもらったが、まだ一かず大ひろと顔を合わせるのは怖い。

　だから開演時間ぎりぎりに来場し、あちこち回って歩かずに模も擬ぎ店の喫きつ茶さ店てんにずっと籠こもりっきりだったのだ。当然ライブのチケットも確保できていない。

　ただしここも含め、校内各所で早少女の歌は生中継されている。

　大きなサイズのモニターが設置されているこの店はライブ会場に入れなかった者のため満員なので、他の客と相席だ。しかもカップルなのだが、そんな事も気にならないくらいに鷹たか奈なは画面に見入っている。

　一緒にカラオケした時に早少女さおとめの歌声を聞いた事はあった。

　けれど、あの時の気楽な遊びとは違う。ジャンルは違えど表現のプロフェッショナルがありったけの技術と、想おもいを込めたパフォーマンスで、歌詞も自作。

　鷹奈、早少女、そして真さな愛え。

　三人が初めて味わったときめき。楽しみや喜びだけではない。醜みにくい嫉妬や独占欲も実感したし、己の黒い面も直視する事になった。

　それでも、恋だ。

　恋をしない方がよかったなんて思えない。

　恋を知らなかった頃には戻れない。

　手のひらを、そっと胸に当てる。

　熱く、激しく、脈打っている。気持ちと生命は、同じ一つのものだ。

　真愛も、どこかでこの歌を──歌に乗せた早少女のメッセージを聞いているだろうか。







　キミを好きになってボクは強気になる

　敏感なとこ　ぶつけ合うから　痛いけれど　痛くするけど

　キミを好きな気持ち　ボクは手放さない

　生まれたてのこの想いで　まっすぐに飛んで行くよ




　キミを好きなボクをもっと好きになるよ

　恋を知らない昨日までより　強くなれる　元気になる

　キミを好きなボクを好きになってほしい

　優しいだけの天使じゃない　ありのままの姿を







　シャンッ！

　ギターのリフレインの後、締めくくりにクラッシュシンバルが打ち鳴らされ、澄すんだ高音が長い余よ韻いんを残す。

　規き則そく正しい手拍子がランダムな拍手に変化して鳴り続ける。

「みなさん。ありがとうございますっ！」

　歌い終えた早少女さおとめは、客席に向かって大きく一礼した。全力で歌ったせいで、ほんの少しだけど息が切れ気味だ。

　まだ五分近く時間は残っている。

　ステージ上の明かりが消え、一条のスポットライトが投げかけられた。闇の中に早少女の姿だけがくっきりと浮かび上がる。

「最後に……会場の皆さん、そしてネット配信を見ている皆さんに、お話ししたい事があります」

　拍手にも負けず声が響き渡る。

　観客たちも予兆を感じて、一いつ瞬しゆんで拍手が鳴なり止やむ。

　見ると、マイクは下ろされていた。スピーカーを通さない肉声で会場を制したのだ。

「文化祭のイベントとしてではなく、声優としてのわたし個人に関わる事なので、この場を借りるのはちょっと心苦しいんですけど……」

　ざわっ！

　言葉にならない小声がいくつも混じり合い、会場がわずかにどよめく。

「わたしに恋人がいるっていう噂は……ネットで流れているので、知っている人も多いと思います」

「！」

　舞ぶ台たい袖そでで見守っていた一かず大ひろの身体が、緊張で強こわ張ばる。

　このために、トークの時間を後ろに回したのだ。

　周囲に目を配ると、鈴りん音ねは両手を胸元で握りしめ、真まっ直すぐな眼まな差ざしを姉に向けている。ほとんど聞こえない小さな声で繰り返し唱えているのは『お姉ちゃん、頑張れ頑張れっ！』というフレーズだ。

　野の間まは目を丸くして、しきりにメガネのポジションを整えている。このままでいいのか、それとも飛び出してでも制止するべきか、幕を下ろして強引にシャットアウトすればいいのか迷っているようにも見えた。

　そんな野間の肩をぽんぽんと優しく叩たたく洋よ梨り子こ社長は、何もかも納なつ得とくしきった穏やかで落ち着いた様子だった。我が子を見守る慈じ母ぼめいた雰囲気だった。

　クラスメイトたちは悪意のない、けれどからかうような目で間近の一大とステージ中央の早少女を交互に見ている。

　自分は、誰に近い表情を浮かべているのか。一大本人には分からない。

「あれは……本当です。わたし……っていうか、ボクっていいますね。教室でも今まで猫被かぶってたけど、本当に親しい人と話す時はボクっていいますから」

「えっ！」

　舞ぶ台たい袖そでで反応したのは一かず大ひろだけだった。

　もちろん周囲に気け取どられないよう抑えたが、それでも早少女さおとめが群衆に向かって『ボク』を使ったのは初めてではないか。

　同じように『ボク』を知っている洋よ梨り子こと野の間まは覚悟を決めたのか、口を噤つぐんでいる。

　一大の反応で、周囲のクラスメイトたちも悟る。

　今、彼女が言っているのは紛まぎれもない事実なのだと。

「これはプライベートな事だから、黙っていてもいいって考え方もあります。だけどボクは声優──芸能人だし、そうでなくても世界の中でたった二人きりじゃなく、仕事の相手とか、家族とか、友達とかがいて……どんな恋も、二人だけの問題じゃないんだって……そう思うから、敢あえて全部言っちゃいます」

　朗らかで穏やか、口調は砕けているけれど真剣な思いが伝わってくる。

　早少女自身が作詞したさっきの歌は、この告白のためのプレリュードだ。

「でも、実はちょっと裏があるんです。最初はその人の事を好きでも何でもなくて、ただ声優として芸域を広げるため、恋人気分を味わってみたくてニセの彼氏をお願いしただけだったんです」

　さっきの数倍のざわめき。

　一大も硬こう直ちよくする。

　まさか衆人環視の中で、いきなりそこまで告白するなんて。

「おい、一大！　あれって本当なのか？」

　呆ぼう然ぜんとしている一大は、タケシの質問に答えられない。

「しゃ、社長っ？」

「しっ。黙ってな。あの子の、一世一代のセリフだよ」

　うろたえる野間に向かい、洋梨子は人差し指を唇の前に立てた。

「だけど……そうしているうちに本当に好きになっちゃって……。しかもボクの親友二人も同じ人を好きになったのが分かっちゃったんです。それで告白できないまま、ニセの関係が続いている中で今回の騒ぎがおきて、その人にも、ボクの周りにも、一杯迷惑かけちゃう事になりました」

　既にざわめきはない。

　誰もがただ、少女の告白に聞き入っている。

　文面だけ取り出せば、単なる事実関係の説明だ。

　しかし微び妙みように変化する抑揚、息継ぎのタイミング、そして間ま──それらの要素が聴衆を引き込み、早少女さおとめが感じている戸惑いや反省を理解する。それどころか共感する。

　真の才能に恵まれた、プロならではの表現力。

「話が大おお事ごとになってしまって、どうすればいいのかボクなりに迷いました。いろんな偶然もあったにせよ、一番の原因を作ったのはボク自身だし……でも、自分の気持ちに正直になる事に決めました！」

　顔を上げる。

　声の音色が弾はじける。

　それだけで、講堂全体の光量が増したように感じられる。

「やっぱりボクはその人が好きなんです！」

　言い切った。

「今までの事を許してもらえるかどうか、そんな事は分からない。だけど好きなのは変わらないし、本当の両思いになりたい！　その人にまっすぐ向き合うし、だから恋こい敵がたきとも全力で戦います！　ライバルにも同じように全力で向かってきてほしい！　仕事を恋の言い訳にもしないし、恋を仕事の言い訳にもしません！」

　わぁっ！

　宣戦布告に、客席が沸き上がる。

　本来なら規き則そく違反だ。しかし誰も制止しない。警備担当の生徒たちも、一緒に拳こぶしを振り上げているからだ。

　さすがにアーノルドたちは直ちよく立りつ不ふ動どうのままだが、早少女と縁の深い遠とお樽たるはサングラスに隠された部分から熱い流れを頰ほおに走らせている。

「ファンの中には不快に感じている人がいるのも分かっています。だけど、ボクが声優としてみんなに贈おくれるのは芸──表現なんです。人を好きになる気持ちを無理に押し殺して、ゾンビみたいになっちゃったら、ちゃんとしたお芝居もできなくなっちゃうと思うんです。だから……ワガママなのは百も承しよう知ちだけど……ボクはちゃんと恋します！　それがどんな結果になっても絶対に後悔しません！」

「すごいね……」

　呟つぶやいたのは、卓たく山やまだった。

「アイドルの交際宣言なんてのは父さんのライブラリも含めていろいろ見てきたけど、こんなに堂々としててかっこいいのは初めてだよ」

「お姉ちゃん……っ」

　感極まった鈴りん音ねはぽろぽろとこぼれる涙を拭ぬぐおうともしない。




「ニセの恋人ってどういう事なんだ？」

「だから、今説明した通りの意味でしょ」

　模も擬ぎ店で中継を見ている生徒たちにも、動揺する者がいた。

　鷹たか奈なと相席の二人は、どちらも九く比ひ戸と高の制服。男の方は短髪で日焼けしていて、いかにもさわやかなスポーツマン。女子はメガネで、漫アニ研の会誌を持っている。

「オレ、ちょっと星ほし川かわに幻げん滅めつしちゃったかも。結局のところ、八や木ぎ本もとを騙だまして利用してたって事だろ？」

「そうかな？　あたしはどっちかっていうと早少女さおとめさんの味方」

　どうやら二人とも一かず大ひろたちの顔見知りらしい。鷹奈に遠慮してか、顔を寄せ合って小声で話しているが、それでも同じテーブルなので自然に耳に入ってしまう。

「琴こと子こ。ひょっとしてお前がオレとつき合ってるのも、マンガのネタにするためとかじゃないだろうな？」

　冗談めかして男が苦笑する。

「そうじゃないよ。矢や島じま君の事、本気で好きよ。でも、矢島君とつき合ってウキウキ楽しい気持ちは作品に反映させたいし、もしフラれたとしたらその気持ちも描くと思う。恋って恋だけで完結してるんじゃなくて、他の全部とつながってるんだよ」

「そういうモンか？　オレは体育会系だから、芝居したりマンガ描いたりする人間の気持ちはよく分からんわ」

「例えばさ。矢島君だってあたしとつき合ってから、試合でも『彼女が応援してるから頑張っていいとこ見せよう』とか考えた事ない？」

「あー、そりゃまあ……気持ち的には前より張り切るようになった、かな？　そういう事なら分からなくもないか」

「あたしは、矢島君を好きになってから世界が全部違って見えたよ。つき合ってからはまた変わったし。その体験って、日常にも作品にも全部影響してるし、今さらぬぐい去ったりできないって事。矢島君はもう、あたしの世界の重要なパーツなの」

「て、照れるな、どうも……」

　どんな事情があったにせよ、ニセの恋人役を頼んで振り回した事そのものは褒められた話ではない。

　だから男の方の言い分も当然だ。だけど女の子の言う事には共感する。

　もうじっとしていられない。

　鷹奈は、席を立って模擬店を後にした。




「最後になっちゃいましたけど、今日のステージに来てくれた皆さん、ネットで見ている皆さん、本当にありがとうございます！　ボクのプライベートな告白に利用しちゃってごめんなさいっ！」

　もう一度礼をする。長い髪がふわりと躍る。

　担当の生徒がぽかんと口を開けたままなので、近くにいた野の間まが慌あわてて操作してカーテンを閉じた。

　数秒の間まを置いてから、ようやく我に返った誰かが手を打ち合わせる。その音をきっかけに講堂全体を揺らすような拍手が鳴り響く。

「がんばってー！」

「応援してるからねーっ！」

　声が飛び交うが、警備担当も既に制止はしない。揶や揄ゆや非難の言葉もないではないが、圧倒的な量の応援にかき消されている。

　その音に紛まぎれるようにして、一かず大ひろは走った。

　舞台の真ん中、早少女さおとめがいる光の中へ。

　もちろん近くにミキや梶かじ木きがいるのも、袖そでに鈴りん音ねや洋よ梨り子こ社長たちがいるのも、カーテン一枚隔てた向こうに数百人のオーディエンスがいるのも、頭では理解している。

　だけど、一大の目に映っているのはただ一人。

　この瞬間、この場所は、二人だけの世界だった。

「早少女……」

「はは……一大、ごめんね。いきなり日本中にあんな告白しちゃって」

　早少女の顔は濡ぬれ、額ひたいや頰ほおに髪が張り付いている。

　全力で歌った直後に、限界まで高めた緊張が解けたのだ。汗をかいて当然だ。

「そ、そりゃ驚いたけど……。まあ、もう問題はオレたちだけの事じゃなくなってたし。何かの形ではっきりさせる必要はあった事だし……。いや、それよりもオレの方も謝らなくちゃいけないんだ！」

　戸惑いながらも、一大は懸命に言葉を探す。

　己の内側の一番深いところに手を差し入れ、不透明なものをかき混ぜながら、手探りで大切なものをつかみ取り、引き上げる。

「ごめんな」

　真まっ先さきに出てきた言葉は、飾り気のない謝罪。

「オレもヘソ曲げて、早少女たちときちんと向き合わないで逃げてた。妹に電話で叱られたよ」

「ふふっ、ボクも。鈴りん音ねに怒られちゃった」

　目尻を拭ぬぐいながら、早少女さおとめは笑った。

「正直、オレもまだ混乱しているっていうか……三人の間で迷ってる。本当にオレなんかを本気で好きなのかって、不安にもなってる。それでも──」

「カズ！」

　不意に、背後から声がした。

　振り向いた一いつ瞬しゆんの間に、鷹たか奈なが同じ光の中に飛び込んでくる。

　力ずくで警備を振り切り、関係者以外立ち入り禁止のステージに上がってきたのだろう。髪が、ほんの少し乱れている。

「あの、あたし……早少女の告白を見てて……それで、じっとしてられなくなっちゃって！　もう一回言うよ。カズの事が好きなのは本当！　今まで内ない緒しよにしてて、変に振り回しちゃったのは、どれだけ謝っても許してもらえないかも知れないけど……本当に好きなの！」

「鷹奈……。ああ、分かってる。分かってるよ」

「真さな愛えもここにいればよかったんだけど……。あたしたち三人、公平にやり直すつもりだったんだし」

「何とかしてみんなで会いに行こうぜ。オレ一人じゃない方が、志し束づかさんも納なつ得とくしてくれるかも知れないしな」












「うんっ！」

　細い光の中で、三人が見つめ合う。

　一かず大ひろはそっと右手を伸ばし、早少女さおとめの手を取った。

　時間は短いが大きな舞台を乗り越えたばかりの、しっとりと汗ばんだ手。

　そして左で鷹たか奈なの手を取る。

　小さな手だ。拳ダコというほどではないけれど、ところどころ皮膚が硬く、厚くなっているのが感かん触しよくで分かる。彼女が積み重ねてきた時間がしっかりと刻まれた手だ。

　六つの手が重ねられる。

　六つの瞳が見つめ合う。

　そして、周囲が光に満たされた。

　もっと散文的に言ってしまうと、スポット以外の照明が点灯した。

「えっ？」

　見回すと、周りにはみんながいた。

　鈴りん音ね、洋よ梨り子こ社長、野の間まマネージャー、卓たく山やまたち。振り返れば梶かじ木きやミキ、バンドのメンバーもいる。いつの間にやってきたのか、生徒会長の恵めぐみと実委委員長の勇ゆう司じ、演劇部の白しら鳥とり部長の姿まで。

「コホン。あー、いいかな。お三方。盛り上がっているところ申し訳ないが、段だん取どりというものがあるのでな。そろそろステージを片付けなければいかん」

　わざとらしく咳せき払ばらいして、恵が真っ赤な真顔で告げる。

「お客さんは全員退出させましたから、安心していいですよ」

　笑いながら幕を開けたのは勇司。確かに客席は既に空で、警備担当の生徒たちとアーノルドチームがいるだけだ。

　つまり無関係な客にはさすがに伝わっていないが、周りにいる関係者には今の三人の会話から何から全部聞かれていたという事になる。

　自覚すると、一大の顔が一気に火照った。もちろん風邪の名残などではない。

　アウェイの鷹奈も耳まで赤くなり、俯うつむくどころかその場でしゃがみ込んだ。

　さすがに芸能人だけあって早少女は度胸があるのか。それでも頰ほおを染めて口元を押さえている。

「やったね、八や木ぎ本もと君。本当のモテ期？」

「何かもう一人の女の子の名前も言ってたよな？」

「そうそう。三人ってヤギちゃんと、この二人じゃなくて、女の子が三人って話だよね？」

「ちゃんと誰か選べよ。浮気なんかするのは最低だからな」

　ミキや梶かじ木きがなれなれしく声を掛けてくる。

「は、はは……」

　虚うつろに笑いながら、それでも一かず大ひろは思った。

　何だかんだで、自分には煮え切らないところがある。こんな風に追い詰つめられて、逃げ場のない状態になったのは、むしろ幸運なのかも知れない。

　恋愛は最終的には二人の問題でも、周りと無関係に孤立した営いとなみではないのだから。

　手を離すタイミングは、なかなかつかめなかった。





エピローグ







　嵐のような一週間は終わった。

　まだ何も片付いた訳ではないが、三人との関係も新しいステップに移ったのだ。

　あの後、早少女さおとめはアーノルドたちに護衛され、洋よ梨り子こ社長と野の間まマネージャーと一緒にこっそり車で去って行った。

　社長は覚悟していたとはいえ、爆弾発言が全国へネット配信されたのだ。さすがに今後の事について相談する必要がある。

　鷹たか奈なは真っ赤な顔のまま、逃げるように先に帰宅した。

『ちょ、ちょっと恥ずかしくてカズと顔合わせてらんないし、ここで一人だけ一緒に帰ったりしたらズルって思うからさ』と言い残し、竜巻のごとき勢いで走り去っていったのだ。

　一大はそのまま残って、後片付けを手伝った。せめてこのくらいはやらないと、文化祭に参加した気になれない。

　二年三組は教室を飾り付けた訳ではないから、作業そのものは簡単だった。倉庫に一時保管していた机や椅子を運び戻し、元の配列に復元すれば終わり。物販もなかったので会計処理も簡単だ。バンドの練習に使ったスタジオ代を、皆でワリカンにしただけ。

　その代金の余りで飲み物やスナックを買い、そのまま教室でささやかな打ち上げパーティとなった。

「では、文化祭の成功を祝して」

「ちょっと待って。乾杯するなら、別の事があるでしょ！」

　紙コップを手にした梶かじ木きを、ミキが制する。

「そうだな。文化祭の成功を祝すと共に、八や木ぎ本もとの恋がちゃんと成じよう就じゆする事を願って」

　梶木が言い直すと、ミキはもちろん他のクラスメイトも納なつ得とく顔でコップを掲かかげる。

「かんぱーいっ！」

　皆の声がハモる中、一かず大ひろ当人だけが反応に困って視線を足元にさまよわせる。

「で、どうするの？　やっぱり早少女さおとめちゃんを選ぶ訳？」

「いや。オレたちは二人のクラスメイトだからそう思っちゃうけど、他の女の子と一大の関係もあるんだしな」

「外野は誰にも肩入れしない。一大から何か頼まれるまでじっと静せい観かん。これが正しい態度だろうな」

「もう一人のあの子、幼なじみだっけ？」

「胸でかかったよなぁ」

「やだぁ。やっぱり男子ってそういうところばっかり見てるのぉ？」

　話題の中心は一大の恋愛模様。

　恥ずかしいし照れくさいけれど、悪い気はしない。自分の恋について、クラスメイトが気き遣づかい、配はい慮りよしてくれる。

　考えてみると今回の騒そう動どうは、今までしてきた事が巡り巡って返ってきたようなものだ。

　自分にとっても、早少女にとっても。悪い事もいい事も。

　宴は盛り上がったが、下校制限の午後八時になったので梶木が終了を宣言する。一部はこのままファミレスに流れて二次会という話だが、一大は帰宅する事にした。

　明日は文化祭の振り替え休日になる。今日だけで後あと始し末まつが終わらないクラスやクラブは自主的に登校しての作業になるが、二年三組は完全オフだ。

　学校が違う鷹たか奈なは普通に登校日だし、早少女は仕事がらみの相談や打ち合わせなどが今夜だけでは片付かないだろう。

　一日ゆっくり身体を休め、気持ちを落ち着け、これからの事を考えよう。

　鷹奈とは今までの距離感が通じなくなったとは言え、後輩の問題はちゃんと片付いた訳だし、後は自分の気持ち次第という事になるのか。

　大おお事ごとになってしまったが早少女さおとめの告白もおおむね好意的に受け止められているようだし、仕事については自分が口を挟むような事でもない。まだ多少の逆風はあっても社長の理解もあるし、彼女なら乗り切れるはずだ。

　問題は真さな愛えだ。

　早少女や鷹たか奈なが正々堂々同じスタートラインに並びたいと言ったところで、現状で彼女は行動を制限されている。一かず大ひろの立場では志し束づかを説得するのが難しいどころか、コンタクトを取るだけでも一苦労だ。どうすればいいものやら。

　やっぱり三人で事情を全部説明して、志束に談判するのがいいだろうか。それとも元もと雇こ用よう主ぬしである朋とも店長に仲介を頼もうか。

　そんな事を考えながら帰宅してみると──。

　何な故ぜか明かりが点ついていた。

「ん？　おかしいな……？」

　真まっ先さきに頭に浮かんだのは、夏休み同様二ふ美みがいきなりやってきたというパターンだ。しかしいくら何でも、昨日の今日で予告もなく上京してくるとは考えにくい。何かの都合で両親が戻ってくるのなら、普通に直前にでも電話連絡するだろう。

　じゃあいったい誰が？

　一応警戒するが、家の中から変な物音や声などは聞こえない。

　用心しつつ、ドアに手を掛ける。鍵はかかっていない。今朝はきちんと施せ錠じようしたから、誰かが開けたのは間違いない。

　意を決し、そっと扉を開ける。

「お帰りなさいませ、一大様」

「わっ！」

　思わず飛び上がる。

　そこには、割かつ烹ぽう着ぎ姿の真愛が三みつ指ゆびついて待っていたのだ。








（続）














あとがき







　みなさま、お待たせしました。『しゅらばら！』八巻です！

　登場人物がみんな己を責める展開なので書いているこちらとしてもストレスが溜たまり、なかなか筆が進みませんでした。でも、この苦しさに向かい合うのは一かず大ひろたちにとっても、作者である僕にとっても必要な事だったと思いますし、だからこそ第六話を書き上げた時は感慨もひとしおでした。

　まあ、主役陣が悩んでいる分、脇キャラの明るさや前向きさなどに救われもしましたが。




　またまたエピローグで引いてしまいましたが、なるべく早く皆様の元へお届けできるようがんばります。

　担当Ｋさんやプリンプリンさんなど、たくさんの方の力添えのおかげでここまで続いた『しゅらばら！』も残り二冊！　応援よろしくお願いします！
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